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はじめに  

  

2010 年 10 月に名古屋で開催された第 10 回生物多様性条約締結国会議では、あ

らたに 20 項目のポスト 2010 年目標（愛知目標）が定められました。  

短期目標（2020 年）は、生物多様性の損失を止めるために、効果的かつ緊急な

行動を実施するというもので、具体的には、１）生物多様性の問題の主流化、２）

生物多様性を損失させる圧力（要因）の軽減、３）生物多様性の回復と生態系の状

態の改善、４）人々が生物多様性と生態系から受ける利益の共有、そして、５）生

物多様性の保全を進展させるための科学・技術の促進や社会制度および資金提供な

どの改善、が掲げられました。  

そして、長期目標として 2050 年までに自然と調和してくらす世界（a world of 

‘Living in harmony with nature’）を築きあげることが定められました。すなわち、

生物多様性の価値が社会に認められ、生物多様性が保全され、回復され、賢明な利

用がなされ、それによって生態系サービスが保持され、健全な地球が維持される。

そして、その恩恵がすべての人々にもたらされる、そのような世界を築こうという

ものです。  

  

こうしたビジョンやミッションを達成するためには、今後、保全のための施策を

進めると同時に、生物多様性を適切に監視し、適切に評価する手法が必要になりま

す。そして、その手法を開発するプロセスには、複数の生物種の時間的そして空間

的な分布情報が不可欠となります。ところが、研究に使う生物の分布情報を新たに

とることは、コストも時間も労力もかかるため現実的ではありません。そこで、既

存のデータを活用する、ということがとても重要になってきます。しかし、生物多

様性に係る情報は、情報の精度管理は言うにおよばず、情報の存在の仕方がまちま

ちであり、また、評価対象とする生物種や生態系によっても大きく異なります。一

元化や規格化が大変困難な情報です。  

現在、生物多様性や生態系の保全を進める研究者らの手によって、データのプラ

イオリティーを明確化し、データの提供と利用がともに促進されるような仕組みの

検討に加え、個別のデータベースを横断利用できるようなインターフェイスの開発

など、生物多様性に係る情報についての整備や管理の方法や統合化が検討されはじ

めています。  

 

ところで、2010 年 5 月に生物多様性条約事務局から出版された GBO3（Global 

Biodiversity Outlook 3）によると、淡水域は、野生の脊椎動物種個体群の減少が熱

帯域のそれに次いで深刻であり、2006 年には 1970 年の状態の 41 %減という数値

が掲げられています。これは、淡水域が、人間の経済活動と切っても切れない関係

にあり、その影響を大きく受けるためだと考えられます。  

淡水域の中でも、河川・湖沼・湿地と異なり、ため池は灌漑用水を確保するため

に人がつくった二次的自然と呼ばれる水域です。その生物相は水田や氾濫原湿地な

どとも共通性が高く、良好な環境のため池には、多くの絶滅危惧種が生育・生息し



 

ていると言われ、「ため池は生物多様性の宝庫」とも「ため池は絶滅危惧種の最後

の砦」とも言われています。  

 

国立環境研究所では、淡水域での生物多様性の保全を戦略的に進展させることを

意識して、2001 年～2005 年の重点プロジェクト「生物多様性の減少機構の解明と

保全プロジェクト」ならびに 2006 年～2010 年の環境リスク研究センター重点プロ

グラムの中の「生物多様性と生態系機能の視点に基づいた環境影響評価手法の開

発」プロジェクトにおいて、日本で一番ため池密度の高い兵庫県南部をモデル地域

として、ため池の生物多様性を減少させている要因の解明やため池の生物多様性を

評価する手法についての研究を実施してきました。本報告書は、こうしたプロジェ

クトの予備調査も含めた 2000 年～2010 年にかけて私たちが研究のプロセスで得た

「ため池に出現する生物とその環境」についてのメタデータ集です。整理したデー

タは、本メタデータ集を引用していただくことで、生物多様性と生態系の保全のた

めの研究に活用を希望する研究者に提供する予定です*）。  

 

 最後になりましたが、客員研究員としてプロジェクト研究にご参画いただき本冊

子にご寄稿いただいた、神戸大学理学部角野康郎教授、兵庫県人と自然の博物館の

田中哲夫氏、三橋弘宗氏、神戸市立須磨翔風高等学校教諭青木典司氏、東京大学大

学院農学生命科学研究科宮下直准教授に感謝の意を表します。  

なお、本メタデータ集の編集作業や原稿の収集等は、国立環境研究所中川惠さん

に担当していただきました。記して感謝の意を表します。  

 
*）データ入手の方法は今後公開する HP に掲載する予定  

 

2011 年 3 月  

 

独立行政法人 国立環境研究所  

環境リスク研究センター  

生態系影響評価研究室  

室長 高村典子  
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１－１．調査池の地図  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Map  o f  su rv ey ed  po nd  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 で は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池

の 位 置 を 示 し た 分 布 図 と 各 池 の 詳 細 図 を 示

し た 。  

 

方 法  

分 布 図 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系：世 界 測 地 系 で 示 し た 。2 0 0 6 年 の 調 査 地

点 を 0 6 で 始 ま る 番 号 、 2 0 0 7 年 の 調 査 地 点

を 0 7 で 始 ま る 番 号 で 示 し た 。背 景 に 、数 値

地 図 2 , 5 0 0（ 空 間 デ ー タ 基 盤 、 国 土 地 理 院

（ 公 開 終 了 ））の ‘行 政 界 ’と ‘淡 水 域 ’を 用 い

た （ 図 1） 。  

詳 細 図 は 、 既 製 デ ー タ （ 加 西 市 ほ か ； 国

土 地 理 院 （ 2 0 0 3） ； 財 団 法 人 農 林 統 計 協 会

（ 2 0 0 0））を G I S（ A r c G I S 9 . 1、E S R I、R e d l a n d s、

C A、 U S A）上 で 重 ね 合 わ せ 、た め 池 管 理 者

へ の 聞 き 取 り 調 査 か ら 得 ら れ た 情 報 （ た め

池 の 集 水 域 ・ 受 益 地 、 水 利 施 設 等 ） を 手 作

業 で 入 力 し 作 成 し た 。  

 

 

引 用 文 献  

国 土 地 理 院  ( 2 0 0 3 )  数 値 地 図 2 , 5 0 0 空 間 デ

ー タ 基 盤 ・ 兵 庫 県 （ デ ー タ ベ ー ス ） .  

財 団 法 人 農 林 統 計 協 会  ( 2 0 0 0 )  世 界 農 林 業

セ ン サ ス ・ 農 業 集 落 地 図 （ デ ー タ ベ ー

ス ） .  

加 西 市・加 東 市・小 野 市・三 木 市・稲 美 町 ・

加 古 川 市 ・ 明 石 市 ・ 播 磨 町 ・ 神 戸 市 ：

都 市 計 画 図 （ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0 ま た は

1 / 1 0 , 0 0 0） .  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 1. 2006-07 年調査対象図. 
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１－２．調査池の管理と利用  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Manage men t  and  u t i l i z a t i on  o f  su rv ey ed  ponds  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池 の

水 管 理 や 利 用 方 法 、 生 物 に 対 す る 認 識 に つ

い て た め 池 管 理 者 に 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た

結 果 で あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

池 番 号 0 6 で 始 ま る 池 に つ い て は 2 0 0 7 年

2 月 に 、池 番 号 0 7 で 始 ま る 池 に つ い て は 同

年 11 月 に 、集 落 の 区 長 や 農 会 長 、水 利 組 合

長 な ど を 対 象 に 、1～ 2 時 間 程 度 、聞 き 取 り

調 査 を 実 施 し た 。 ま た 、 聞 き 取 り の 内 容 に

つ い て 補 足 す べ き 点 に つ い て は 、 電 話 に よ

る 追 加 的 な 確 認 を 随 時 行 っ た 。  

基 本 的 に 、 調 査 対 象 池 に 対 す る 回 答 を 得

た 。但 し 、た め 池 の 管 理 組 織 と 改 修 状 況（ 表

4）と た め 池 の 生 物 資 源 利 用 を 介 し た 社 会 関

係 （ 表 7） に 対 し て は 、 主 に 管 理 組 織 と し

て の 回 答 を 記 し た 。  

 

結 果  

1． た め 池 の 諸 元 と 用 途 （ 表 1）  

調 査 対 象 と し た た め 池 の 貯 水 量 、 受 益 面

積 は 、た め 池 台 帳（ 1 9 9 6 年 調 べ ）を 持 参 し 、

管 理 者 に 現 状 の 数 値 の 確 認 を 行 い 記 載 し た 。

但 し 回 答 の な い 場 合 に は 、 た め 池 台 帳 の 数

値 を 記 載 し た 。 ま た 、 池 周 辺 の 地 図 を 持 参

し 、 受 益 地 と 思 わ れ る と こ ろ を 描 い て も ら

い 、 都 市 計 画 区 分 を 確 認 し た 。  

調 査 対 象 地 の お よ そ 8 割 の た め 池 が 、 日

常 的 に 利 用 さ れ て い た 。 主 な 用 途 は 、 水 田

か ん が い で 、遅 植 え の ヒ ノ ヒ カ リ を 主 体 に 、

コ シ ヒ カ リ ・ キ ヌ ヒ カ リ ・ 酒 米 の 山 田 錦 な

ど が 栽 培 さ れ て い た 。 転 作 地 で は 、 大 豆 や

麦 、ソ ル ガ ム（ 飼 料 用 作 物 ）、レ ン ゲ（ 緑 肥 ）

が 作 ら れ て い た 。市 街 地 に 近 い と こ ろ で は 、

キ ャ ベ ツ な ど の 蔬 菜 栽 培 も 見 ら れ 、 冬 季 に

お け る 畑 作 物 用 の 取 水 が 行 わ れ て い た 。 ま

た 、 立 地 条 件 に よ っ て は 、 防 火 用 水 目 的 に

年 中 水 を 落 と さ な い と い う 池 も 見 ら れ た 。  

 

2． た め 池 の 水 源 と か ん が い 方 法  

（ 表 2 - 1 ,  2 - 2）  

た め 池 の 水 源 は 、 山 地 、 丘 陵 地 に 位 置 す

る た め 池 は 、山 水 を 水 源 と す る こ と が 多 く 、

平 野 部 や 台 地 上 に 位 置 す る た め 池 は 、 周 辺

か ら 集 ま っ て く る 農 業 排 水 や 生 活 排 水 を 水

源 と す る こ と が 多 い 。 白 井 ・ 吉 本 （ 1 9 8 8）

に よ る と 、 た め 池 灌 漑 シ ス テ ム は 、 そ の 連

続 性 で 、 以 下 の 三 つ の タ イ プ に 分 類 す る こ

と が で き る 。 ま ず 、 谷 筋 に あ り 小 規 模 な 受

益 地 を 養 う「 単 独 た め 池 型 」、次 に 一 定 規 模

の 受 益 地 を 養 う 「 重 畳 た め 池 型 」 が あ る 。

後 者 は 、 池 が 二 つ 三 つ 棚 状 に 並 ん で 樋 管 で

直 接 つ な が っ て い る た め 、 連 動 し て 利 用 す

る 。 三 つ 目 は 、 平 野 部 や 台 地 上 に 位 置 す る

「 複 合 た め 池 型 」 で 、 小 灌 漑 区 域 が 複 数 内

包 さ れ て い る 。 上 手 に あ る 親 池 に 貯 留 し た

水 を 、 そ の 周 辺 の 灌 漑 に あ て る と と も に 、

下 手 に あ る 小 池 に も 引 水 す る 。 但 し 、 一 級

河 川 で あ る 加 古 川 か ら の 用 水 を 受 益 し て い

る 池 に つ い て は 、「 そ の 他 」 と し た 。  

た め 池 の 水 を 農 業 用 水 と し て 利 用 す る の

は 、 6 月 上 旬 か ら 9 月 下 旬 ま で が 一 般 的 で



 

あ っ た 。 全 体 の 8 割 の た め 池 は 、 渇 水 時 の

補 給 水 源 を も っ て お り 、 北 播 磨 地 域 で は 、

河 川 や 他 の 池 以 外 に 、 ダ ム か ら の 用 水 を 直

接 補 給 す る 池 が 多 か っ た 。  

 

3． た め 池 の 水 質 状 況 と 下 水 道 整 備 （ 表 3） 

た め 池 の 管 理 者 の 経 験 と し て 、 過 去 に 水

質 が 悪 化 し た と す る と こ ろ が 約 半 数 に 上 っ

て い た 。 た め 池 集 水 域 の 下 水 道 整 備 状 況 や

供 用 開 始 年 に つ い て 、 2 0 0 7 年 1 2 月 に 関 係

市 町 へ 、 資 料 閲 覧 を 行 い 整 理 し た と こ ろ 、

た め 池 の 集 水 域 側 の 公 共 下 水 道 は 、1 9 8 0 年

代 以 降 に 順 次 整 備 さ れ て き た こ と が わ か っ

た 。 近 年 で は 「 農 業 排 水 」 や 「 路 面 排 水 」

の 流 入 が 、 水 質 悪 化 の 原 因 に 挙 げ ら れ る よ

う に な っ て い る 。  

 

4． た め 池 の 水 管 理 組 織 と 改 修 事 業 （ 表 4） 

対 象 と し た た め 池 の 水 管 理 組 織 は 、 平 均

で 6～ 7 の た め 池 を 管 理 し て い た 。調 査 対 象

池 に つ い て も 管 理 主 体 が 同 じ 場 合 が あ っ た

た め 、 池 の 管 理 主 体 を 区 別 す る 「 管 理 組 織

番 号 」 を つ け 、 管 理 組 織 と し て の 回 答 を 整

理 し た 。 水 管 理 組 織 は 、 山 地 ・ 丘 陵 地 に 位

置 し 農 業 振 興 地 域 が 多 く を 占 め る 北 播 磨 地

域 で は 、「 集 落 」、「 農 会 」、 平 野 部 に 位 置 し

市 街 化 区 域 が 多 く を 占 め る 東 播 磨 ・ 神 戸 地

域 で は 、「 土 地 改 良 区 」や「 水 利 組 合 」と い

う 形 態 を と っ て い る こ と が 多 か っ た 。 こ こ

で い う 水 利 組 合 と は 、 規 約 を も た な い 申 し

合 わ せ 組 合 の こ と で あ り 、 い わ ゆ る 町 内

会 ・ 自 治 会 と は 会 計 を 別 に し て い る 。 構 成

員 数 は 、 地 域 区 分 別 に は 大 き な 差 異 は 見 ら

れ な か っ た が 、 土 地 改 良 区 、 集 落 、 農 会 、

水 利 組 合 、 村 組 、 小 字 、 財 産 区 の 順 で 規 模

が 大 き く 、 最 大 で 8 2 0 人 、 最 小 で 9 人 （ 荒

廃 池 を 除 く ） で あ っ た 。「 村 組 」 と 「 小 字 」

は 、 集 落 の 中 の 坪 ・ 最 寄 な ど と 呼 ば れ る 地

域 内 組 織 で 、 特 に 小 字 は 居 住 地 を 含 ま な い

水 系 を 単 位 と し た 組 織 と し て 定 義 ・ 分 類 し

た （ 福 田 、 1 9 8 2）。  

各 た め 池 の 改 修 事 業 実 施 状 況 に つ い て は 、

た め 池 台 帳 を 参 考 に し な が ら 聞 き 取 り を 行

っ た 。 改 修 事 業 は 主 に 、 国 や 県 の 補 助 を 受

け 、 1 9 7 0 年 代 末 か ら 8 0 年 代 初 め に か け て

の 圃 場 整 備 の 一 環 と し て 、ま た 8 0～ 9 0 年 代

に か け て は 老 朽 化 対 策 と し て た め 池 等 整 備

事 業 が 行 わ れ た 。そ の 他 に 、1 9 9 5 年 の 兵 庫

県 南 部 地 震 を 受 け て の 災 害 復 旧 事 業 、 た め

池 ミ ュ ー ジ ア ム の 取 り 組 み に 伴 う も の な ど

が あ る 。 改 修 事 業 の 際 に 、 統 合 や 埋 め 立 て

に よ っ て 管 理 し て い る 池 の 数 が 減 少 し た り 、

埋 め 立 て に よ り 面 積 が 縮 小 し た 。  

大 規 模 改 修 の 際 に は 、 改 修 費 用 の 一 部 を

地 元 が 負 担 す る こ と に な る 。 こ の 負 担 主 体

に つ い て は 、た め 池 管 理 組 織 で あ る「 集 落 」

や 「 水 利 組 合 」 と い う 回 答 に 加 え 、 よ り 都

市 化 の 進 ん だ 地 域 で は 、 条 例 に も と づ き 、

た め 池 の 売 却 金 を 公 益 的 使 用 に 制 限 す る た

め に 設 け ら れ た 「 財 産 区 」 と の 回 答 も み ら

れ た 。  

 

5． た め 池 の 副 次 的 利 用 と 生 物 認 知  

（ 表 5 - 1 ,  5 - 2）  

た め 池 は 、 水 田 か ん が い 用 水 目 的 以 外 に

も 、 副 次 的 な 利 用 が 行 わ れ て い た 。 副 次 的

利 用 の 詳 細 に つ い て は 、 調 査 対 象 池 ご と に

回 答 を 整 理 し た 。過 去 に お い て は 、「 水 泳 」、

「 魚 つ か み（ じ ゃ こ と り も 含 む ）」、「 水 草 採

取 」な ど の 回 答 が あ っ た 。現 在 は 、「 釣 り（ ル

ア ー 釣 り ）」や「 散 策 」と い っ た も の が 増 え

て い た 。 水 草 採 取 は 、 具 体 的 に は ジ ュ ン サ

イ ・ ヒ シ の 実 採 り 、 あ る い は ハ ス の 花 、 レ

ン コ ン 堀 り と い っ た も の が 見 ら れ 、 中 に は

商 売 目 的 で 権 利 を 買 っ て 採 取 さ れ る も の も

あ っ た 。  

ま た 、 た め 池 の 生 物 認 知 に つ い て は 、 管

理 者 に 生 物 の 写 真 を 提 示 し て 調 査 対 象 外 池

も 含 め て 、 生 物 の 認 知 の 有 無 を ま と め た 。

「 た め 池 に い た 生 物 」 に つ い て は 、 回 答 者

の 年 齢 を 勘 案 し て 、お よ そ 1 9 6 0～ 7 0 年 代 を

想 定 し て 質 問 を 行 っ た 。 た め 池 の 生 物 に つ



 

い て 、 平 均 す る と 現 在 と 過 去 を 通 じ て 2 0

程 度 の 種 類 を 知 っ て お り 、 そ の う ち 資 源 と

し て 利 用 さ れ る こ と も あ っ た 魚 類 や 植 物 に

対 し て 比 較 的 多 く 回 答 が 得 ら れ た 。  

 

6． 池 干 し の 実 施 状 況 と 実 施 理 由 の 変 化  

（ 表 6 - 1 ,  6 - 2）  

た め 池 に は 、「 池 干 し 」と 呼 ば れ る 、非 か

ん が い 期 に た め 池 の 水 抜 き を す る 慣 行 が あ

る 。対 象 と し た た め 池 で は 、約 7 割 の 池 で 、

か つ て 池 干 し が 行 わ れ て い た 。 そ の 実 施 理

由 は 「 池 の 補 修 」 や 「 樋 の 点 検 」「 泥 吐 け 」

な ど と い っ た た め 池 の ＜ 利 水 機 能 の 向 上 ＞ 、

関 連 し て「 波 打 ち 防 止 」「 改 修 工 事 」な ど の

<防 災 的 意 義 ＞ が あ げ ら れ た 。 過 去 の 理 由

に は 「 じ ゃ こ と り 」 と い う ＜ 生 物 資 源 利 用

＞ が 多 く 挙 げ ら れ た 。 現 在 で は 、 池 干 し を

実 施 し て い る 地 域 は 半 数 に 満 た な い が 、「 水

質 改 善 」 や 「 外 来 魚 駆 除 」 な ど と い っ た ＜

環 境 保 全 ＞ を 目 的 に 、 行 政 支 援 を 受 け て 再

開 す る 地 域 も 増 え て い る 。  

 

7 .  た め 池 の 生 物 資 源 利 用 を 介 し た 社 会 関

係 （ 表 7）  

池 干 し の 実 施 理 由 と し て 多 く 挙 が っ た

「 じ ゃ こ と り 」 と い う 生 物 資 源 利 用 の 詳 細

に つ い て 補 足 調 査 を 行 っ た 。 じ ゃ こ と り の

「 実 施 パ タ ー ン 」 や 「 続 い た 年 代 」 は 、 調

査 池 で は な く 管 理 組 織 と し て の 回 答 結 果 を

ま と め た 。 か つ て の 「 じ ゃ こ と り 」 は 、 稲

の 刈 り 取 り 以 後 の 水 の い ら な く な っ た 時 期

に 村 落 を 挙 げ て の 行 事 と し て 開 催 さ れ て い

た 。1 9 6 0 年 代 頃 ま で の 実 施 が 多 く 、そ の 開

催 主 体 は 、 た め 池 水 管 理 組 織 で あ る 集 落

（ 町 ） や 水 利 組 合 だ け で な く 、 戦 前 の 恐 慌

対 策 や 戦 後 の 農 村 復 興 を 盛 り た て て き た 青

年 団 が 実 施 す る こ と も あ っ た 。 ま た 、 参 加

主 体 は 入 札 で 町 外 か ら の 参 加 を 募 る こ と も

あ っ た 。 近 年 で は 専 門 の 業 者 や 仲 間 同 士 で

行 う こ と が 多 く な り 、 町 民 全 体 が 参 加 す る

祭 事 と し て 開 催 す る と こ ろ は 、 行 政 支 援 に

よ る 事 業 を 除 い て は み ら れ な く な っ た 。  

 

8．た め 池 管 理 上 の 問 題 点 と そ の 対 策（ 表 8） 

た め 池 の 管 理 上 の 問 題 点 は 、「 釣 り 人 の マ

ナ ー 」 が 「 不 法 投 棄 」 な ど の 回 答 を 上 回 っ

た 。 特 に 外 来 魚 を 対 象 と し た 釣 り 人 の マ ナ

ー の 悪 さ が 指 摘 さ れ た 。 柵 の 設 置 だ け で な

く 口 頭 注 意 な ど の 対 策 が と ら れ て い た 。 ま

た 、 た め 池 ミ ュ ー ジ ア ム 構 想 の 一 環 と し て

ク リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン や 、 農 地 ・ 水 ・ 環 境

保 全 向 上 対 策 の 一 環 と し て の 維 持 管 理 活 動

な ど と あ わ せ て 、「 外 来 魚 駆 除 」な ど と い っ

た た め 池 の 生 態 系 を 保 全 す る 活 動 も 行 わ れ

つ つ あ る 。 先 に 述 べ た よ う な 、 地 域 の た め

池 の 生 物 に 関 す る 利 用 体 験 と 認 知 が 残 っ て

い る う ち に 、 次 世 代 を 巻 き 込 ん だ 活 動 が 行

わ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。  
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表1. 2006-2007年度ため池の諸元と用途.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

池番号 ため池名称 所在地 地域区分
1) 貯水容量

（㎥）
受益面積
（ha） 利用状況

2) 用途 管理する区域の作物
3) 受益地の都市計画区分

06-01 廻り谷下池 加西市 北播磨 28,000 8 利用 水田 米、レンゲ 農振農用地区域

06-02 皿池 加西市 北播磨 11,000 5 利用 水田 米、大豆、ソルガム、自家用野菜 農振農用地区域

06-03 中池 加西市 北播磨 6,800 13 利用 水田、防火 米、麦、レンゲ 市街化区域、農振農用地区域

06-04 西山谷下池 加西市 北播磨 7,000 2.8 利用 水田 米、大豆、レンゲ、自家用野菜 農振農用地区域

06-05 東新池 加西市 北播磨 3,126 2 利用 水田 米、麦、ソルガム 市街化調整区域,農振農用地区域

06-06 尼池 加西市 北播磨 6,000 0 荒廃 - - -

06-07 大池 加西市 北播磨 150,000 23 利用 水田、防火 米、麦 農振農用地区域

06-08 下池 加西市 北播磨 3,000 18 利用 水田、畑地 米、麦、ソルガム、自家用野菜 農振農用地区域

06-09 南新池 加東市 北播磨 15,000 5 利用 水田、防火 米、大豆、野菜、レンゲ、自家用野菜 NA

06-10 皿池 加東市 北播磨 21,000 1 利用 水田、防火 米、大豆、青紫蘇、自家用野菜 市街化区域

06-11 大池 加東市 北播磨 17,000 7.1 利用 水田、防火 米、大豆、青紫蘇、自家用野菜 農振農用地区域

06-12 樫谷6号池 小野市 北播磨 10,000 3 予備水 水田 米、果樹、自家用野菜 農振農用地区域

06-13 ホタニ池 小野市 北播磨 56,500 12 利用 水田、防火 米 農振農用地区域

06-14 土坂池 小野市 北播磨 10,500 23 予備水 水田 米、野菜、レンゲ 農振農用地区域

06-15 岡城池 三木市 東播磨 40,000 50 予備水 水田 米、大豆、野菜、果樹 農振農用地区域

06-16 村池 三木市 東播磨 3,000 0.7 利用 水田 米 NA

06-17 岡崎池 稲美町 東播磨 54,000 13 利用 水田、防火 米、ソルガム、花卉、自家用野菜 農振農用地区域

06-18 六軒屋池 稲美町 東播磨 20,000 6.89 調整池 水田 米、麦、野菜 農振農用地区域

06-19 奥の池 稲美町 東播磨 22,000 0 荒廃、調整池 - - -

06-20 城の池 稲美町 東播磨 35,126 5～6 調整池 水田、防火 米、麦、野菜、果樹、レンゲ 市街化区域

06-21 谷ヶ池 加古川市 東播磨 15,800 8.3 調整池 水田 米、野菜 農振農用地区域

06-22 新平池 加古川市 東播磨 16,000 42 利用 水田 米、自家用野菜 農振農用地区域

06-23 中の池東 加古川市 東播磨 1,200 7～8 利用 水田、防火 米、麦、野菜、レンゲ、自家用野菜 市街化区域

06-24 平池 明石市 東播磨 6,000 0.5 利用 水田、防火 米、自家用野菜 市街化区域

06-25 新池 明石市 東播磨 12,000 4 利用 水田、防火 米、自家用野菜 市街化区域

06-26 竜の池 明石市 東播磨 30,000 15.5 利用 水田、畑地 米、蔬菜類、自家用野菜 農振農用地区域

06-27 西谷池 明石市 東播磨 6,500 6 利用 水田、畑地 米、蔬菜類、果樹 市街化調整区域,農振農用地区域

06-28 下川池 明石市 東播磨 32,000 12 利用 水田、畑地 米、蔬菜類 農振農用地区域

06-29 藤治ヶ池 明石市 東播磨 6,000 43 利用 水田、畑地 米、蔬菜類 市街化調整区域,農振農用地区域

06-30 七番池 神戸市 神戸 60,000 2 予備水 水田 米、自家用野菜 市街化調整区域

06-31 青谷池 神戸市 神戸 2,000 2 荒廃 - - -

07-01 牛ヶ池 加西市 北播磨 64,500 15 利用 水田、防火 米、レンゲ 農振農用地区域

07-02 菰池 加西市 北播磨 9,500 0.8 利用 水田 米、自家用野菜 農振農用地区域

07-03 新田池 加西市 北播磨 43,500 0.7 利用 水田、防火 - 市街化区域

07-04 淀池 加西市 北播磨 9,000 7 利用 水田、調整地 米、麦 農振農用地区域

07-05 長池 加西市 北播磨 25,000 15 予備水 水田 米、麦 農振農用地区域

07-06 新池 加西市 北播磨 39,000 NA 利用 水田、防火 米、レンゲ、自家用野菜 農振農用地区域

07-07 桜谷池 加西市 北播磨 2,500 1 利用 水田 米、レンゲ、自家用野菜 農振農用地区域

07-08 盆ヶ池 加西市 北播磨 28,000 11.7 利用 水田 米、野菜、自家要野菜 農振農用地区域

07-09 カシマガ池中 加西市 北播磨 10,000 5 利用
水田、畑地、防

火
米、麦、大豆、ソルガム、レンゲ、コスモス 農振農用地区域

07-10 上永長池 加西市 北播磨 8,500 2.9 調整池 水田 米、麦、大豆、ソルガム、レンゲ、コスモス 農振農用地区域

07-11 金比羅池 加東市 北播磨 15,500 0 荒廃 - 米、麦、大豆、青紫蘇 農振農用地区域

07-12 谷田中池 加東市 北播磨 2,000 3.8 利用 水田 米、大豆、果樹、自家用野菜 農振農用地区域

07-13 鶴池 小野市 北播磨 140,500 51 予備水 水田 米、麦、大豆、蔬菜類、コスモス、ひまわり 農振農用地区域

07-14 長池 小野市 北播磨 86,300 0 荒廃 - - 　-

07-15 白土池 小野市 北播磨 27,000 30 予備水 水田 米、麦、大豆、自家用野菜 農振農用地区域

07-16 口池 小野市 北播磨 6,300 9 利用 水田
米、麦、大豆、蔬菜類、レンゲ、コスモス、
ひまわり

農振農用地区域

07-17 中ノ池 小野市 北播磨 9,800 9 利用 水田
米、麦、大豆、蔬菜類、レンゲ、コスモス、
ひまわり

農振農用地区域

07-18 墓池 小野市 北播磨 5,000 3.5 調整池 水田 米、大豆、野菜、コスモス 市街化区域

07-19 操屋下池 小野市 北播磨 20,000 11.8 利用 水田、防火 米、大豆、コスモス、自家用野菜 農振農用地区域

07-20 ハジコ池 小野市 北播磨 3,500 2 利用 水田 米、野菜、果樹、自家用野菜 農振農用地区域

07-21 桜谷池中 小野市 北播磨 8,500 3 利用 水田 米 農振農用地区域

07-22 中沢池 三木市 東播磨 11,200 5 調整池 水田 米、大豆、自家用野菜 市街化調整区域、一部市街化区域

07-23 新池の上 加古川市 東播磨 8,000 0 予備水 水田 米、自家用野菜 農振農用地区域

07-24 櫃池 加古川市 東播磨 29,700 17 利用 水田 米、麦、レンゲ、自家用野菜 農振農用地区域

07-25 新櫃池の上 加古川市 東播磨 33,000 17 調整池 水田 米、麦、レンゲ、自家用野菜 農振農用地区域

07-26 伝兵衛池 加古川市 東播磨 8,000 5 利用、調整池 畑地 - 市街化区域

07-27 狐池 加古川市 東播磨 18,300 20 利用 水田 米、蔬菜類、自家用野菜 市街化調整区域、一部市街化区域

07-28 葦池 加古川市 東播磨 19,000 6.5 利用 水田 米、蔬菜類、自家用野菜 市街化区域

07-29 城池 播磨町 東播磨 13,500 1 利用 水田、畑地 米、自家用野菜 市街化区域

07-30 ソウブチ池 播磨町 東播磨 6,200 0.3 利用 水田、畑地 米、蔬菜類、自家用野菜 市街化区域

07-31 請池 明石市 東播磨 12,000 3 利用 水田 米、自家用野菜 市街化区域

07-32 大沢池 神戸市 神戸 60,720 4.4 利用
水田、畑地、防

火
米、蔬菜類、ソルガム、レンゲ 農振農用地区域

07-33 二ツ池東 神戸市 神戸 2,000 2.1 調整池 水田 米、蔬菜類 市街化区域

注1) 2007年時点の県民局管轄区域を示す。現在三木市は北播磨の管轄区域に変更になった。

注2) 「予備水」は、日常的な水利用がなく緊急時のみ使用する池のこと。「調整池」は、他の主要な水源をうける中継地であるために比較的水位変動の激しい池のこと。

注3) 「管理する区域の作物」は、調査対象池以外の受益地の栽培作物も含む。



表2-1. 2006年度ため池の水源とかんがい方法.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

池番号 水源詳細
1) ため池の基本類型

2)

かんがい期
間
（開始時
期）

かんがい期
間
（終了時
期）

かんがい期
間の
水管理頻度

水が不足した時の
補給水源 ダム用水源情報3)

06-01
◎他のため池（上池→中池→下池）
○山（湧水）
○その他（溝から受ける）

重畳ため池型（二
番目）

5月下旬 8月下旬 大雨時 他の池 -

06-02
◎他のため池（奥池・少婦谷池→皿池）
○山
○排水（農業排水）

複合ため池型（二
番目）

5月下旬 8月下旬 NA - 糀屋ダム（水系へ
流入）

06-03 ◎ダム用水
○山

重畳ため池型（一
番上）

5月下旬 9月中旬 週に1回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

06-04

◎他のため池（西山谷上池→下池）
◎ダム用水
○周辺からの水（主に雨水）
○排水（一部農業排水を含む）

重畳ため池型（二
番目）

5月下旬 9月上旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

06-05 ◎他のため池（ダム用水→庄次郎池→東新池）
○周辺からの水（藪地・一部宅地・農地・工場→庄次郎池→東新池）

重畳ため池型（二
番目）

6月上旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

06-06 ◎他のため池（庄次郎池→東新池→尼池、一部狩又池→尼池）
○周辺からの水

重畳ため池型（三
番目以降）

- - - ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（上の池
へ流入）

06-07

◎他のため池（ダム用水→澄田池→五郎池→皿池→大池）
○山
○周辺からの水
○排水（生活排水）

重畳ため池型（三
番目以降）

5月下旬 9月中旬 毎日
ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（上の池
へ流入）

06-08
◎他のため池（上池→下池）
○ダム用水
◎その他（湧水）

重畳ため池型（二
番目）

5月下旬 9月下旬 常に開放
ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（上の池
へ流入）

06-09 ◎天水
○ダム用水

単独ため池型 6月上旬 9月下旬 毎日
ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

06-10 ◎排水（生活排水・一部農業排水）
○その他（天水）

単独ため池型 6月上旬 9月下旬 毎日 - -

06-11 ◎排水（農業排水）
○その他（下川）

重畳ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 毎日 河川水
鴨川ダム（水系へ
流入）

06-12 ◎山
○排水（路面排水）

重畳ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 毎日 - -

06-13
◎他のため池（大池→ホタニ池、権現池→ホタニ池）
○周辺からの水
◎排水（路面排水、農業排水、工業排水）

複合ため池型（二
番目）

6月上旬 - 毎日 河川水
糀屋ダム（水系へ
流入）

06-14 ◎山
複合ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 毎日 河川水 -

06-15 ◎山
○排水（農業排水）

複合ため池型（一
番上）

5月下旬 9月下旬 その他 - -

06-16 ◎山
○排水（農業排水）

単独ため池型 5月中旬 9月下旬 NA - -

06-17
◎ダム用水
◎天水
○排水（農業排水）

複合ため池型（一
番上）

5月上旬 10月下旬 毎日
ダム用水（鴨川ダ
ム）、井戸水

呑吐ダム（直接流
入）

06-18 ◎排水（生活排水、農業排水）
○周辺からの水

複合ため池型（三
番目以降）

5月下旬 9月下旬 - 他の池
呑吐ダム（水系へ
流入）

06-19 ◎他のため池（加古大池→茨池→奥の池）
○排水（生活排水、農業排水）

複合ため池型（三
番目以降）

- - - - 呑吐ダム（水系へ
流入）

06-20
◎他のため池（加古大池→千波池→城ノ池、愛宕池→城ノ池）
○周辺からの水
○排水（生活排水、農業排水）

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 毎日
ダム用水（呑吐ダ
ム）、井戸水

呑吐ダム（水系へ
流入）

06-21 ◎他のため池（加古大池→茨池→奥の池→谷ヶ池→天ヶ池）
○排水（生活排水、農業排水）

複合ため池型（三
番目以降）

- - その他 他の池
呑吐ダム（水系へ
流入）

06-22 ◎山
○他のため池（擂鉢池→新池→新平池→小塩池）

重畳ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 毎日 他の池 -

06-23 ◎用水（新井）
○排水（農業排水）

その他 5月上旬 9月下旬 毎日 その他（用水） -

06-24 ○その他（天水、湧水）
○用水（庄内水路）

その他 5月中旬 9月下旬 週に1回 その他（用水） -

06-25 ◎井戸
○排水（路面排水）

重畳ため池型（一
番上）

5月下旬 9月上旬 週に1回 井戸水 -

06-26
◎他のため池（山の谷／古前池→古前中池→竜の池）
○排水（路面排水・生活排水）
○井戸（地下水）

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月上旬 毎日 他の池 -

06-27
◎他のため池（大道池→亥ノ谷池→亥ノ池→西谷池、新池→亥ノ谷→亥ノ池→西谷池）
○排水（生活排水、農業排水）
○天水

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 10月下旬 週に1回 他の池 -

06-28
◎他のため池（皿池→上六池→大池→（井戸）→口無池→（井戸）→上川池）
○用水（林崎掘割→上川池）
○排水（農業排水→上川池）

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 週2～3回 他の池 -

06-29 ◎他のため池（鳴池→砂池→寺池→琵琶池→藤治ヶ池→屋形池）
○井戸

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 毎日 他の池、井戸水 -

06-30
◎山
○他のため池（青谷池→七番池→湯出池→五番池→芳ヶ谷池→溜池）
○周辺からの水

重畳ため池型（二
番目）

NA NA その他 他の池 -

06-31 ◎山（青谷池→七番池→湯出池→五番池→芳ヶ谷池→溜池）
○周辺からの水

重畳ため池型（一
番上）

- - - - -

注1) 主要な水源について◎で示した。

注2) ため池の基本類型は、白井・吉本（1988）の分類に習った。管理者への聞き取りと地図情報から整理した。

注3) 2007年12月に土地改良区に確認した。



表2-2. 2007年度ため池の水源とかんがい方法.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

池番号 水源詳細
1) ため池の基本類型

2)

かんがい期
間
（開始時
期）

かんがい期
間
（終了時
期）

かんがい期
間の
水管理頻度

水が不足した時の
補給水源 ダム用水源情報3)

07-01
◎山
○他のため池（古内池→牛ヶ池）
○ダム用水

複合ため池型（二
番目）

5月下旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

07-02
◎他のため池（ダム用水→赤坂池）
○排水（農業排水）
○山

複合ため池型（二
番目）

6月上旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（上の池
へ流入）

07-03 ○山
○周辺からの水（路面排水）

複合ため池型（三
番目以降）

5月下旬 9月中旬 週1回 他の池 -

07-04
○周辺からの水
○排水（農業排水）
○他のため池（才の池→長池→淀池）

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 NA 他の池
糀屋ダム（上の池
へ流入）

07-05
◎山
○他のため池（鎮岩池→長池→淀池）
○ダム用水

複合ため池型（二
番目）

6月上旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

07-06 ◎山
○ダム用水

単独ため池型 5月下旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

07-07 ◎山
○ダム用水

単独ため池型 5月中旬 9月下旬 週に2～3回 ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

07-08 ◎他のため池（ダム用水→おたけ池→中池）
○山

重畳ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月中旬 NA ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（上の池
へ流入）

07-09 ◎山
重畳ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 毎日 河川水 -

07-10 ◎ダム用水
○山

重畳ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 毎日
ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム（直接流
入）

07-11 ◎天水
○排水（農業排水）

単独ため池型 - - - - -

07-12 ○山
○他のため池（谷田奥池→上池→中池→下池）

重畳ため池型（三
番目以降）

5月下旬 9月頃 その他 - -

07-13 ○山
○ダム用水

複合ため池型（一
番上）

- - - ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム

07-14 ○周辺からの水
複合ため池型（一
番上）

- - - - -

07-15 ○他のため池（長池→下沢池→ダム用水→白土池→二号貯水池）
複合ため池型（二
番目）

6月上旬 9月下旬 その他
ダム用水（糀屋ダ
ム）

糀屋ダム

07-16
◎他のため池（ダム用水→鶴池→一号ダム→四ツ池（長清池→中ノ池→大池→口池））
○山
○その他（湧水）

重畳ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 毎日
他の池、ダム用水
（糀屋ダム）

糀屋ダム

07-17
◎他のため池（ダム用水→鶴池→一号ダム→四ツ池（長清池→中ノ池→大池→口池））
○山
○その他（湧水）

重畳ため池型（二
番目）

6月上旬 9月下旬 毎日
他の池、ダム用水
（糀屋ダム）

糀屋ダム

07-18
◎周辺からの水
○他のため池（ダム用水余水→鳥の池→通り池→墓池→下ノ池）
○排水（農業排水）

複合ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 その他
他の池、ダム用水
（鴨川ダム）

鴨川ダム（上の池
へ流入）

07-19 ◎他のため池（ダム用水→操屋3号池→操屋2号池→操屋下池→田池）
○山

重畳ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 毎日
ダム用水（鴨川ダ
ム）

鴨川ダム（上の池
へ流入）

07-20 ◎山
○ダム用水（ダム用水→船木ダム→水路）

単独ため池型 6月上旬 9月下旬 毎日
ダム用水（鴨川ダ
ム）

鴨川ダム（上の池
へ流入）

07-21 ○他のため池（ダム用水余水→桜谷上池→中池）
重畳ため池型（二
番目）

5月下旬 9月下旬 NA ダム用水（鴨川ダ
ム）

鴨川ダム（上の池
へ流入）

07-22 ○周辺からの水
○他のため池（二位の谷池→福田池→中沢池→合ノ池）

複合ため池型（三
番目以降）

6月下旬 9月中旬 週に2～3回 他の池 -

07-23
◎山
○周辺からの水
○排水（路面排水）

複合ため池型（二
番目）

- - その他 - -

07-24 ◎他のため池（新櫃池）
重畳ため池型（三
番目以降）

6月上旬 9月下旬 週に1回 他の池 -

07-25 ◎周辺からの水
◎排水（農業排水、生活排水）

重畳ため池型（一
番上）

6月上旬 9月下旬 週に1回 - -

07-26 ○周辺からの水
○排水（一部生活排水）

単独ため池型 - - - - -

07-27
◎他のため池（花園池→狐池）
◎井戸
○周辺からの水

複合ため池型（二
番目）

5月上旬 9月下旬 毎日 他の池 -

07-28
◎周辺からの水（路面排水）
○用水（新井）
○排水（生活排水、農業排水）

その他 6月上旬 9月下旬 毎日 その他（用水） -

07-29
◎周辺からの水
○井戸
○その他（雨水）

単独ため池型 5月上旬 9月中旬 NA 井戸水 -

07-30 ◎井戸 単独ため池型 6月 10月下旬 週に2～3回 井戸水、河川水 -

07-31 ◎井戸
○その他（雨水）

単独ため池型 5月下旬 9月中旬 週に2～3回 井戸水 -

07-32 ◎他のため池（新池→大沢池）
○排水（農業排水）

複合ため池型（二
番目）

5月上旬 9月中旬 NA 他の池 -

07-33 ◎他のため池（畑池→籠池→野谷池→中の池→二ツ池東→二ツ池西）
○周辺からの水

複合ため池型（三
番目以降）

4月下旬 9月中旬 週に2～3回 他の池 -

注1) 主要な水源について◎で示した。

注2) ため池の基本類型は、白井・吉本（1988）の分類に習った。管理者への聞き取りと地図情報から整理した。

注3) 2007年12月に土地改良区に確認した。



表3. 2006-07年度ため池の水質悪化の状況と集水域の下水道整備状況.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

池番号 現在の水質悪化の原因 過去の水質悪化の原因
過去の水質悪化の時
期 ため池集水域の下水道整備状況

1) 2) ため池集水域の下水道供用

開始年(西暦）
1) 2)

06-01 - - - 未処理区域 -

06-02 NA ・生活排水 1970 公共下水道 1997

06-03 - - - 未処理区域 -

06-04 - ・工場排水 1990 未処理区域（工場は独自の浄化槽を設置） -

06-05 ・生活排水
・農業排水

NA NA 未処理区域 -

06-06 NA NA NA 未処理区域 -

06-07 NA ・生活排水 1970～2000 公共下水道 2002

06-08 - ・工場廃水 2003 公共下水道 2004

06-09 - ・生活排水 ～1996 公共下水道 2000

06-10 ・生活排水
・路面排水

・生活排水 1990 公共下水道 1996

06-11 - ・生活排水 NA 公共下水道 1993

06-12 - NA NA 未処理区域 -

06-13 ・生活排水
・工場排水

・生活排水 1990 公共下水道 1992

06-14 - - - 未処理区域 -

06-15 - - - 未処理区域 -

06-16 NA - - 未処理区域 -

06-17 ・農業排水
・ダム用水

・その他（工事排水） NA 農業集落排水 2000

06-18
・生活排水（農村集落排水）
・農業排水
・工場排水

NA NA 農業集落排水、公共下水道 2005

06-19 NA NA NA 農業集落排水、公共下水道 2005

06-20 ・生活排水
・路面排水

- - 公共下水道 2000

06-21 ・家庭雑排水
・農業排水

・工場排水 NA 公共下水道 2000

06-22 - - - 未処理区域 -

06-23 ・生活排水 ・工場排水 1960 公共下水道 1996

06-24
・生活排水（単独処理）
・路面排水
・工場排水

- - 公共下水道 1987

06-25 ・生活排水
・農業排水

・生活排水 1990 公共下水道／公共下水道 1986／1993

06-26 ・生活排水
・その他（病院の排水）

- - 公共下水道／公共下水道 1987／1994

06-27 ・路面排水 ・工場排水 2000 公共下水道 2003

06-28
・路面排水
・農業排水
・その他（食品会社の排水等）

・その他（食品会社の排水） 現在 未処理区域 2007

06-29 ・農業排水
・畜産排水

- - 未処理区域 2007

06-30 - - - 未処理区域 -

06-31 ・その他（工事の排水） NA NA 未処理区域 -

07-01 - ・畜産排水 1980 未処理区域 -

07-02 ・その他（ゴルフ場） NA NA 公共下水道 1995

07-03 ・路面排水 - - 公共下水道 1994

07-04 NA ・その他（温度） 2006 未処理区域 -

07-05 NA NA NA 未処理区域 -

07-06 - ・その他（泥水） 2000 未処理区域 -

07-07 - - - 未処理区域 -

07-08 ・その他（養魚） NA NA 未処理区域 -

07-09 - NA NA 未処理区域 -

07-10 - - - 未処理区域 -

07-11 ・農業排水 NA NA 未処理区域 -

07-12 - - - 未処理区域 -

07-13 - NA NA 未処理区域 -

07-14 NA NA NA 未処理区域 -

07-15 ・工場排水 ・その他（駐屯地の設置） 1976 未処理区域 -

07-16 - - - 未処理区域 -

07-17 - - - 未処理区域 -

07-18 ・生活排水 ・生活排水 2003 公共下水道 1991

07-19 - - - 未処理区域 -

07-20 - - - 未処理区域 -

07-21 - - - 未処理区域 2001

07-22 ・生活排水 ・生活排水 1950 公共下水道／公共下水道 1993／NA

07-23 ・路面排水 - - 未処理区域 -

07-24 ・生活排水 NA NA 未処理区域 -

07-25 ・生活排水 NA NA 未処理区域 -

07-26 ・生活排水
・その他

・生活排水 1990 未処理区域 -

07-27 ・生活排水 ・生活排水 1970 公共下水道 1997

07-28 NA ・生活排水
・工場排水

1980 公共下水道 1995

07-29 NA NA NA 公共下水道 1996

07-30 NA ・生活排水 2000 公共下水道 2001

07-31 - ・その他（塩水） 2004 公共下水道／公共下水道 1996／2000

07-32 ・その他 ・その他（釣堀） 1990 農業集落排水／農業集落排水 1984／1988

07-33 NA NA NA 未処理区域 -

注1) 2007年12月に関係市町へ資料閲覧を行い整理した。

注2) 下水道整備の工区が二つにまたがっている箇所を「／」で分けて示した。



表4. 2006-07年度ため池管理組織と改修事業.

池番号
管理組織

番号
1) 所在地 地域区分 組織の性格

2)
管理池数

3)
組織の構成員

3) 水利権者
かんがい世帯

数
2) 池守

4)
水入れ

4)

06-01 - 加西市 北播磨 集落（小字） 3/11 32/104 89 32 ○ ○（当番）

06-02 - 加西市 北播磨 農会 7 115 70 10 ○（役員） ○（当番）

06-03 - 加西市 北播磨 農会 6 40 40 8 ○（役員） ○（当番）

06-04 - 加西市 北播磨 集落（小字） 2/9 9/94 64 8～9 ○ ○

06-05 [1] 加西市 北播磨 集落 6 25 22 7 ○ ○

06-06 [1] 加西市 北播磨 集落 6 25 22 0 ○ ○

06-07 - 加西市 北播磨 集落 7 155 46 45 ○ ○

06-08 - 加西市 北播磨 集落（小字） 2/2 24～25/181 24～25 10 ○（役員） ×

06-09 - 加東市 北播磨 集落（小字） 3/7 98/352 134 8 ○（役員） ○

06-10 [2] 加東市 北播磨 農会 5 70 70 3 ○ ×

06-11 [2] 加東市 北播磨 農会 5 70 70 17 ○ ×

06-12 - 小野市 北播磨 集落（村組） 7/14 33/130 16 16 ○ ○（当番）

06-13 - 小野市 北播磨 集落（村組） 1 198/440 78 78 ○（役員） ×

06-14 - 小野市 北播磨 集落 4 120 80 80 ○（役員） ○

06-15 [3-1] 三木市 東播磨 水利組合 15 60 60 60 ○ ×

06-16 [3-2] 三木市 東播磨 集落 2 62 2～3 2～3 ○ ×

06-17 - 三木市 東播磨 水利組合 3 98 98 17 ○（役員） ○

06-18 - 稲美町 東播磨 土地改良区 10 820 30 30 ○（役員） ×

06-19 [4] 稲美町 東播磨 水利組合 6 50 0 0 ○（役員） ×

06-20 - 稲美町 東播磨 土地改良区 7 164 164 NA ○（役員） ○（当番）

06-21 [4] 加古川市 東播磨 水利組合 6 50 50 30 ○（役員） ×

06-22 - 加古川市 東播磨 土地改良区 7 158 158 158 ○（役員） ○（当番）

06-23 - 加古川市 東播磨 水利組合 3 31 31 31 ○（役員） ×

06-24 - 明石市 東播磨 水利組合 2 36 36 NA ○（役員） ○（当番）

06-25 - 明石市 東播磨 水利組合 5 53 53 2～3 ○（役員） ○（当番）

06-26 - 明石市 東播磨 水利組合 5 100 100 100 ○（役員） ○

06-27 - 明石市 東播磨 農会 8 120 120 30 ○（役員） ○

06-28 - 明石市 東播磨 水利組合 8 115 115 18 ○（役員） ○

06-29 - 明石市 東播磨 水利組合 8 47 47 10 ○（役員） ○（当番）

06-30 [5] 神戸市 神戸 水利組合 6 23 23 23 ○（役員） ×

06-31 [5] 神戸市 神戸 水利組合 6 23 - 0 ○（役員） ×

07-01 - 加西市 北播磨 集落 5 55 45 30 ○ ×

07-02 - 加西市 北播磨 集落 8 53 23 10 × ○（当番）

07-03 - 加西市 北播磨 集落 10 170 70 12 ○（役員） ○（当番）

07-04 [6] 加西市 北播磨 集落 6 83 40 12 ○（役員） ○（当番）

07-05 [6] 加西市 北播磨 集落 6 83 40 25 ○（役員） ○（当番）

07-06 [7] 加西市 北播磨 集落 7 56 35 30 ○（役員） ○（当番）

07-07 [7] 加西市 北播磨 集落 7 56 35 5 ○（役員） ○（当番）

07-08 - 加西市 北播磨 集落 8 148 56 6 ○（役員） ×

07-09 [8-1] 加西市 北播磨 集落（村組） 3/24 24/280 9 9 ○（役員） ○（当番）

07-10 [8-2] 加西市 北播磨 集落（村組） 5/24 42/280 12 12 ○（役員） ○（当番）

07-11 - 加東市 北播磨 集落 4 127 70 2 ○（役員） ×

07-12 - 加東市 北播磨 集落 15 118 68 19 ○ ○（当番）

07-13 [9] 小野市 北播磨 集落 11 108 108 157 ○（役員） ○（当番）

07-14 [10] 小野市 北播磨 集落 7 190 72～73 0 × ×

07-15 [10] 小野市 北播磨 集落 7 190 72～73 93 ○（役員） ○（当番）

07-16 [9] 小野市 北播磨 集落 11 108 108 20 ○（役員） ○（当番）

07-17 [9] 小野市 北播磨 集落 11 108 108 20 ○（役員） ○（当番）

07-18 - 小野市 北播磨 集落 4 160 50 15 ○ ○

07-19 - 小野市 北播磨 集落 8 50 24～25 15 ○（役員） ○（当番）

07-20 - 小野市 北播磨 集落 9 65 58 12 ○（役員） ○（当番）

07-21 - 小野市 北播磨 集落 9 50 38 11 ○ ×

07-22 - 三木市 東播磨 水利組合 14 71 71 50 ○ ○（当番）

07-23 - 加古川市 東播磨 水利組合 5 30 30 21～22 ○ ○（当番）

07-24 [11] 加古川市 東播磨 水利組合 3 91 91 114 ○ ○（当番）

07-25 [11] 加古川市 東播磨 水利組合 3 91 91 114 ○ ○（当番）

07-26 - 加古川市 東播磨 土地改良区 4 120 82 2 × ×

07-27 - 加古川市 東播磨 水利組合 3 130 130 130 ○ ×

07-28 - 加古川市 東播磨 水利組合 1 27 36 36 ○ ×

07-29 [12-1] 播磨町 東播磨 水利組合（村組） 1/3 12/NA - 7 ○（役員） ×

07-30 [12-2] 播磨町 東播磨 水利組合（村組） 1/3 23/NA - 4 ○（役員） ×

07-31 - 明石市 東播磨 水利組合 2 71 71 38 × ○（当番）

07-32 - 神戸市 神戸 水利組合 11 47 47 12～13 ○（役員） ×

07-33 - 神戸市 神戸 財産区 9 20 20 6 × ×

注1) 同じ地域に管理組織が存在していても、その利用方針が異なる場合には、小番号を割り振った。

注2) 集落の中に地域内組織が存在していて、それが居住地域の結びつきを持つ場合には「村組」とし、そうでない場合には「小字」と分類した。

注3) 分母には集落・水利組合単位の数を、分子には池の管理をになう地域内組織単位の数を記した。

注4) 有を「○」、無を「×」で表記した。

注5) 調査対象池についての回答を整理した。

注6) 回答がなかった場合には、兵庫県ため池台帳の数値を参考にした。



表5-1. 2006年度ため池の副次的利用と生物認知.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

利用年代 過去 備考 現在 備考 過去
2) 現在

じゃことり - 散策 -

釣り -

水泳 -

魚つかみ -

NA 養魚 -

1970 じゃことり -

魚つかみ -

釣り -

水泳 -

じゃことり -

水草採取 ヒシの実

06-04 - - - ルアー釣り - メダカ、エビ、コイ、フナ、ナマズ、ドジョウ、ヒ
シ、ゲンゴロウ、カラスガイ、タニシ、シジミ

ブルーギル、カメ、ヒメコウホネ、ジュンサイ、
ヌートリア

06-05 1960 魚つかみ - ルアー釣り - エビ、チョウセンナマズ、オニヤンマ、カラスガ
イ、タニシ

コイ、ヘラブナ、カメ、ブルーギル、トンボ類、ザ
リガニ、ハス、カイツブリ、カモ、ヌートリア

釣り -

ルアー釣り -

養魚 -

1960 水泳 -

魚つかみ -

じゃことり -

1990 水草採取 ジュンサイ

1940 じゃことり -

1970 釣り -

その他 -

じゃことり -

水草採取 ハスの花

釣り -

ルアー釣り -

じゃことり - 散策 -

釣り -

1990 魚つかみ 業者

じゃことり - 散策 -

釣り -

1990 魚つかみ 業者

06-12 - - - 散策 - コイ、モロコ、ドジョウ、エビ、トンボ、カラスガ
イ、ジュンサイ、ヒツジグサ、オミナエシ、水ゴケ

カメ、カエル、ドジョウ、モロコ、エビ、イトトン
ボ、タニシ、メダカ、ヒツジグサ、ホタル、クロ
モ、ヒシ、ノタヌキモ、ヒルムシロ、ヒメコウホ
ネ、ガマ、リンドウ、キキョウ、サギ、カイツブ
リ、カワセミ、ケリ、モズ、アライグマ

水泳 -

じゃことり -

1980 釣り -

散策 -

ルアー釣り -

水泳 -

じゃことり -

1990 釣り -

06-16 - - - - - エビ、モロコ、カワウ、ウナギ
コイ、フナ、ゲンゴロウブナ、エビ、ヌートリア、
ブルーギル

1960 釣り -

1970 じゃことり -

じゃことり -

水泳 -

06-19 - - - - - NA NA

じゃことり -

水草採取 ヒシ

1970 水泳 -

釣り -

養魚 -

06-21 2000 じゃことり - 散策 - ヒシ コイ、ナマズ、エビ、カメ

じゃことり -

養魚 -

1940 水泳 -

1970 じゃことり -

1990 水草採取 ハスの花

06-24 1940 水泳 - 養魚 - カラスガイ、オニヤンマ
マブナ、ナマズ、サギ、カイツブリ、カモ、セキレ
イ、モズ、ガマ、ヨシ、ザリガニ、アカトンボ、シ
オカラ

散策 -

フナ、コイ、ウナギ、ドンコ、ヌマエビ、ドジョ
ウ、メダカ、カラスガイ、タイコウウチ、ミズスマ
シ、アメンボ、コオイムシ、キキョウ、オミナエシ

ブラックバス、ブルーギル、サギ、カイツブリ、カ
モ、ハシビロガモ、イトトンボ、タイワンウナギ、
ヨシ、タニシ、クサガメ、カエル、ギンヤンマ

-

エビ、チョウセンナマズ、オニヤンマ、カラスガ
イ、タニシ

コイ、ヘラブナ、カメ、ブルーギル、トンボ類、ザ
リガニ、ハス、カイツブリ、カモ、ヌートリア

-

フナ、エビ、モロコ、コイ、ウナギ、ドジョウ、カ
ラスガイ、タニシ、ジュンサイ、カイツブリ、ザリ
ガニ

ブルーギル、ブラックバス、コイ、フナ、ゴイサ
ギ、シラサギ、カメ、ヌートリア、ザリガニ、ソウ
ギョ

ため池の副次的利用 ため池の生物認知
1)

ウナギ、フナ、カイツブリ、カラスガイ、シジミ、
ウシガエル、キキョウ、オミナエシ、ナデシコ、シ
オカラ、オハグロトンボ

ブラックバス、エビ、カエル、イシガメ、カモ、サ
ギ、カルガモ、クズ、ザリガニ、サワガニ、シオカ
ラ、オハグロトンボ

釣り ‐

‐ルアー釣り

タイワンドジョウ、フナ、コイ、エビ、シジミ、カ
ラスガイ、ガマ、ヒシ、キショウブ、イトトンボ

ブラックバス、カメ、ブルーギル、カイツブリ、カ
モ、サギ、ケリ、ハス、キショウブ、ベッコウトン
ボ、シオカラトンボ、アメリカザリガニ、ヌートリ
ア

フナ、コイ、ウナギ、チョウセンナマズ、サギ、タ
ニシ、カラスガイ

フナ、カメ、カエル、ギンヤンマ、ザリガニ、タニ
シ、カラスガイ

フナ、ウナギ、エビ、モロコ、ヒシ
ブラックバス、サギ、シロサギ、アオサギ、ジュン
サイ

カワセミ、コイ、ナマズ、ウナギ、カメ、カニ、モ
ロコ、エビ、タニシ、カラスガイ、ヒシ、ハス、ガ
マ、ザリガニ

カモ、カイツブリ、マガモ、カナダモ、オカヨシ、
ウキクサ、ヒシ、ジュンサイ、マコモ、ヨシ、サ
ギ、アオサギ、ザリガニ、ジャンボタニシ、ヌート
リア

池番号

ヒシ、カラスガイ、ザリガニ、トンボ、クロモ、
ジュンサイ

コイ、フナ、エビ、モツゴ、ブラックバス、ブルー
ギル、クサガメ、ウシガエル、カイツブリ、カモ、
アオサギ、サギ、ヒシ、アメンボ、マコモ、ヌート
リア

フナ、モロコ、チョウセンナマズ、ナマズ、エビ、
ミズスマシ、ミズカマキリ、カラスガイ、タニシ、
アメンボ、リンドウ、カイツブリ

ブラックバス、コイ、フナ、カメ、アカトンボ、セ
グロセキレイ、マコモ、ヒシ、ヨシ、ザリガニ、ハ
ギの木、タヌキ、アライグマ

カイツブリ

エビ、モロコ、カワウ、ウナギ

ゲンゴロウ、アメンボ、エビ、カラスガイ、ギンヤ
ンマ、シオカラトンボ

ブラックバス、コイ、フナ、カメ、アカトンボ、セ
グロセキレイ、マコモ、ヒシ、ヨシ、ザリガニ、ハ
ギの木、タヌキ、アライグマ

06-07

ブラックバス、フナ、ザリガニ、ヒツジグサ

コイ、フナ、ゲンゴロウブナ、エビ、ヌートリア、
ブルーギル

ガガブタ、ヒシ、オニバス

ブラックバス、ドジョウ、エビ、コイ、ナマズ、ク
サガメ、カメ、カラスガイ、タニシ、ギンヤンマ、
アカトンボ、ガマ、ザリガニ、ヌートリア

チョウセンナマズ、フナ、コイ、ナマズ、食用ガエ
ル、ゲンゴロウ、カラスガイ、ミズスマシ、トンボ

ゲンゴロウ、アメンボ、エビ、カラスガイ、ギンヤ
ンマ、シオカラトンボ

コイ、フナ、ドジョウ、貝類、ウナギ、モロコ、エ
ビ

ブラックバス、カラス、スズメ、シラサギ、アオサ
ギ、カイツブリ、ヨシ、ジュンサイ、ザリガニ

ルアー釣り
フナ、コイ、カラスガイ、タニシ、ヒシ、ジュンサ
イ

ブラックバス、ドジョウ、エビ、カルガモ、サギ、
カイツブリ、カラスガイ、ザリガニ、ヌートリア、
カメ、カエル、チョウセンナマズ

06-08

NA -

1980

散策 -

06-09

06-01

06-02

06-03

06-06

06-15

06-10

06-13

06-11

06-17

1940

1960

1990

1950

1960

NA

06-14

06-23

06-18

06-20

06-22

- -

1970

1960

1990

1990

NA 水草採取 ジュンサイ

1960

1960

1960

-

散策 -

ルアー釣り -

1950

水泳 -

-じゃことり

ルアー釣り

ルアー釣り -

ルアー釣り -

魚つかみ -

-ルアー釣り

ルアー釣り

魚つかみ -

ルアー釣り -



表5-1. 続き.

利用年代 過去 備考 現在 備考 過去
2) 現在

じゃことり - 散策 -

水泳 - 釣り -

1970 水草採取
ハスの花、ジュ
ンサイ

1990 養魚 -

1960 魚つかみ 業者 養魚 -

1970 水草採取 ヒシの実 釣り -

2000 魚つかみ - ルアー釣り -

水草採取
レンコン掘り、ハ
スの実

散策 -

その他 ゴルフの練習場

水泳 - 魚つかみ -

じゃことり - 散策 -

釣り -

ルアー釣り -

釣り -

ルアー釣り -

水草採取
レンコン掘り、
ハスの花

散策 -

その他
中学生の自然観
察

水泳 -

じゃことり -

水草採取 ヒシの実

2000 釣り -

06-31 - - - - - NA NA

注1) 「ため池の生物認知」については、調査対象外池についての回答も含む。

注2) 管理者が幼少時代にあたる1960～70年代を想定して聞き取りを行った。

フナ、コイ、モロコ、ヒシ、カラスガイ、ミズスマ
シ、ザリガニ、アメンボ、オニヤンマ、ヤゴ、ザリ
ガニ、ツツジ、ススキ、カイツブリ、カモ

ザリガニ、ヌートリア、カモ、アメンボ、アライグ
マ

エビ、コイ、フナ、ナマズ、モロコ、ジュンサイ、
ヒシ、カラスガイ、タニシ、ザリガニ、鳥類

ブラックバス、モロコ、カモ、ヒツジグサ、ザリガ
ニ

トンボ類、カラスガイ、イシガメ、ハス、ヒシ、ソ
ウギョ

カメ、カエル、フナ、コイ、シオカラ、オニヤン
マ、アカトンボ、イトトンボ、ガマ、ハス、ショウ
ブ、ミドリガメ、イ、ザリガニ、ケリ、カモ、ゴイ
サギ、セキレイ

NA ブラックバス、ガマ、ザリガニ、ヌートリア

カラスガイ、オオタニシ、アメンボ、エビ、トン
ボ、フナ、モロコ、カエル、カメ、カイツブリ、マ
ガモ、ライギョ（チョウセンドジョウ）

トンボ、カメ、カイツブリ、カモ、ススキ、ササ

モロコ、ドジョウ、ウナギ、ライギョ（チョウセン
ナマズ）、アマガエル、カメ、ハス、ヨシ、ヒシ、
オオタニシ、カラスガイ、エビ、ザリガニ、アメン
ボ、トンボ、ギンヤンマ、ガマ、ヨシ、クロモ、
ジュンサイ、カモ、カイツブリ、アオサギ、サギ、
ユリカモメ

フナ、コイ、ザリガニ、エビ、カメ、カワウ、ブ
ルーギル、ユリカモメ、ヨシ、ツル類、アライグマ

06-30

06-25

06-26

06-27

06-28

06-29

散策 -

1950

1940

1950

1970

1970

じゃことり -

ヒシの実水草採取

ルアー釣り

養魚

-

-

じゃことり -

-ルアー釣り

池番号
ため池の副次的利用 ため池の生物認知1)



表5-2. 2007年度ため池の副次的利用と生物認知.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

利用年代 過去 備考 現在 備考 過去
2) 現在

1960 水泳 -

魚つかみ -

じゃことり -

水草採取
ショウブ、ヒシ
の実

1990 釣り -

2000 釣り堀 -

1960 じゃことり -

1990 釣り -

1950 水泳 -

1960 じゃことり -

1970 水草採取 ヒシの実

07-04 1950 じゃことり - - - フナ、コイ、ウナギ カモ、ヌートリア

07-05 NA 水泳 - ルアー釣り - エビ NA

1960 水泳 - 散策 -

じゃことり -

水草採取 レンコン掘り

釣り -

2000 水草採取 ハスの花

じゃことり -

釣り -

その他 -

じゃことり -

散策 -

釣り -

ルアー釣り -

水泳 -

魚つかみ -

じゃことり -

水草採取 ジュンサイ

1990 水草採取 ヒシの実

07-10 1960 じゃことり - ルアー釣り - ライギョ、エビ ザリガニ、ブラックバス、ヌートリア

07-11 - - - - - フナ、モロコ類、ガガブタ NA

水草採取 ジュンサイ

ルアー釣り -

釣り -

散策 -

その他
山菜採り、自然
観察

07-14 NA NA - - - NA NA

じゃことり - サギ

ルアー釣り -

散策 -

釣り -

散策 -

釣り -

1910 水草採取 ジュンサイ

1950 じゃことり -

魚つかみ -

水草採取 ‐

07-19 - - - ルアー釣り - フナ、コイ、カモ カモ、クサガメ、フナ、ヌートリア、ジュンサイ

07-20 2000 じゃことり - 散策 - フナ、コイ、エビ、モロコ ブラックバス、ガマ類

釣り -

散策 -

07-22 NA NA - 散策 -
フナ、コイ、ライギョ、ウナギ、モロコ、ドジョ
ウ、スジエビ、カラスガイ、タニシ、メダカ、アメ
ンボ、タイコウチ

ホテイアオイ、ガマ

07-23 - - - 散策 -
ウナギ、モロコ、フナ、コイ、カラスガイ、ドン
コ、チョウセンナマズ、タニシ、トノサマガエル、
エビ、ヒシ、ジュンサイ

コイ、フナ

ルアー釣り -

散策 -

1960 水泳 - ルアー釣り -

水草採取 ヒシの実

散策 -

釣り - 魚つかみ -

水草採取 カキツバタ 散策 -

1940 水泳 -

魚つかみ -

じゃことり -

水草採取 ヒシの実

1990 養魚 -

釣り -

その他 底土利用

1950 水泳 -

魚つかみ -

養魚 -

1990 ルアー釣り -

NA ジュンサイ、イヌタヌキモ、カラス、ドロメ（モロ
コの類）、フナ、コイ、ライギョ、エビ

モロコ、エビ、ブルーギル、クサガメ、イシガメ、
カイツブリ、サギ、ウシガエル、ザリガニ、カラス
ガイ、タニシ、ササ、ススキ、ワラビ、リンドウ・
キキョウ・オミナエシ、オニヤンマ、セイタカアワ
ダチ、アライグマ、イノシシ、シカ

メダカ、モロコ、チョウセンナマズ、コイ、フナ、
ゲンゴロウ、タニシ、カラスガイ、エビ

カイツブリ、カナダモ、ザリガニ

カワエビ、カラスガイ、アカトンボ
ヒシ、ガマ、マコモ、ブルーギル、コハクチョウ、
カモ、カイツブリ、オニヤンマ、ザリガニ、ヌート
リア、ソウギョ

フナ、ハエジャコ、コイ、ナマズ、ライギョ、シラ
サエビ、カラスガイ、タニシ

フナ、ハエジャコ、コイ、ナマズ、ライギョ、シラ
サエビ、カラスガイ、タニシ

コイ、ウナギ、エビ、チョウセンナマズ、ミズスマ
シ、ノタヌキモ、ヒシ、カワセミ、ヒシ、イトトン
ボ、チョウトンボ、カトリヤンマ、リンドウ、キ
キョウ、オミナエシ

池番号

フナ、ザリガニ、カエル、オタマジャクシ、カイツ
ブリ、ヒシ

ザリガニ、サギ、ヌートリア、アライグマ

NA

ボテ、エビ、ハス、ノタヌキモ、ジュンサイ

ブラックバス、コイ、フナ、サギ、セグロセキレ
イ、カワセミ、ジュンサイ、アシ、ガマ、カメ、ザ
リガニ、ヌートリア、ナンバンギセル、ツリガネソ
ウ、オミナエシ、ハギ、ススキ、セイタカアワダチ
ソウ、モウセンゴケ、ミミカキグサ

ブラックバス、ブルーギル、カモ、カイツブリ、コ
ハクチョウ、オミナエシ、チガヤ、イ、ツリガネニ
ンジン

ホトケノドジョウ、スナドジョウ、エビ・カラスガ
イ、ヒシ、ガガブタ、タヌキモ

ガガブタ、ブラックバス、ブルーギル、モウセンゴ
ケ、アライグマ

ミズスマシ、ヒシ、アサザ、ジュンサイ カメ、カルガモ、サギ、カイツブリ

フナ、ブルーギル、サギ、水草類NA

ジュンサイ、ヒル
ガガブタ、ブラックバス、ブルーギル、モウセンゴ
ケ、ヌートリア

ホトケノドジョウ、スナドジョウ、エビ・カラガ
イ、ヒシ、ガガブタ、タヌキモ

ガガブタ、ブラックバス、ブルーギル、モウセンゴ
ケ、アライグマ

フナ、ウナギ、ナマズ、コイ、チョウセンナマズ
（ライギョ）

フナ カイツブリ、カモ、サギ、ゴイサギ、紋付の鳥

マブナ、ウナギ、チョウセンナマズ、ザリガニ、モ
ズクガニ、カラスガイ、アメンボ、ドジョウ、ウシ
ガエル、クサガメ、イシガメ、ギンヤンマ、オニヤ
ンマ、ヒメコウホネ、ガマ、マコモ、ヨシ

ウナギ、ジュンサイ

ブラックバス、ウナギ、フナ、ウツボグサ、ヌート
リア

ライギョ、ナマズ、フナ、カラスガイ、タニシ、ハ
エジャコ、エビ、ジュンサイ、ヒシ、カモ

ため池の生物認知
1)

ボテ、エビ、ノタヌキモ、ヒシ、ジュンサイ、タガ
メ、アメンボ、ミズスマシ、アカトンボ

ブラックバス、ウナギ、コイ、フナ、アメンボ、オ
ミナエシ、チガヤ、イ、ザリガニ

07-08

07-01

07-02

07-03

07-15

07-06

07-07

07-12

07-13

07-16

07-27

07-18

07-21

07-26

07-28

1990

1990

07-25

07-24

07-17

07-09

継続 じゃことり

- -

1980

1980

フナ、ザリガニ、カエル、オタマジャクシ、カイツ
ブリ

ザリガニ、サギ、ヌートリア、アライグマ

1990 水草採取 ジュンサイ

-

1960

1970

-

-

NA

1980

ルアー釣り

ルアー釣り

ルアー釣り

散策

- - -

-

NA

1980

-

-

ルアー釣り

-

-

散策 -

-

-

散策

ルアー釣り

1980 その他 林間学校

1960 じゃことり -

じゃことり

-釣り

- 水草採取 ヒシの実

NA -

NA NA -

ため池の副次的利用

散策 -

水草採取
レンコン掘り、
ハスの花

-



表5-2. 続き.

利用年代 過去 備考 現在 備考 過去
2) 現在

1960 水草採取 ヒシの実 魚つかみ -

じゃことり - ルアー釣り -

その他 底土利用

1990 魚つかみ -

じゃことり - 散策 -

釣り - その他 アヒルの餌やり

1930 その他 氷上の通学路

1960 水泳 -

釣り -

水草採取 ハスの実

水泳 -

じゃことり -

水草採取 ヒシの実

1970 魚つかみ -

1990 養魚 釣掘

水草採取 ハスの花

散策 -

注1) 「ため池の生物認知」については、調査対象外池についての回答も含む。

注2) 管理者が幼少時代にあたる1960～70年代を想定して聞き取りを行った。

ヨシ、ショウブ

ウナギ、タニシ、カラスガイ、ドジョウ、メダカ、
カエル、ウシガエル

シラサエビ、ザリガニ、ヒシ、タヌキモ類、ソウ
ギョ

マゴイ、ホンモロコ、マブナ、エビ、カメ、ゼニガ
メ、ヒメタニシ、モロコ、コイ、ヨシ、ヌートリ
ア、ソウギョ

ミズスマシ、ゲンゴロウ、シオカラトンボ、オニヤ
ンマ、エビ、ザリガニ、ホタル、フナ、ドジョウ、
チョウセンドジョウ、ウナギ、メダカ

ブラックバス、フナ、カメ、チョウセンドジョウ、
コイ

ヌートリア

タニシ、カラスガイ、ザリガニ、スジエビ、アメン
ボ、ミズスマシ、メダカ、モツゴ（アカス）、ド
ジョウ、イシガメ、クサガメ、ウシガエル、コイ、
チョウセンナマズ、ヒシ、丸い葉の水草、ヨシ、カ
ワセミ

ブルーギル、サギ、カイツブリ

カメ、カエル、フナ、コイ、モロコ、ナマズ、チョ
ウセンナマズ、ウナギ、スジエビ、ドジョウ、ザリ
ガニ、カラスガイ、メダカ、アメンボ、ゲンゴロ
ウ、イトトンボ、ヒシ

07-31

07-33

07-29

07-30

07-32

1960

1940 水草採取 レンコン掘り

1970

1960

1990

散策 -

ルアー釣り -

管理通路その他

ルアー釣り -

-散策

池番号
ため池の副次的利用 ため池の生物認知1)



表6-1. 2006年度ため池の池干し実施状況と実施理由の変化.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

時期1) 頻度 程度 実施理由
池干しの続い
た年代

実施理由

06-01 廃止 10月下旬～11月上旬 - - - 1980 ・じゃことり
・堤体補修

・池の改修
・堤体の崩壊防止

06-02 継続 9月、10月～4月 毎年 完全に干す ・自然減水 1970 ・堤体補修 ・圃場整備

06-03 廃止 10月下旬頃 - - - 1950 ・じゃことり ・じゃことりをしなくなった

06-04 ナシ - - - - - - -

06-05 ナシ - - - - - - -

06-06 ナシ - - - - - - -

06-07 廃止 9月下旬～10月下旬 - - - 1980 ・貯水機能向上
・じゃことり

・管理意識の低下

06-08 ナシ - - - - - - -

06-09 再開 10月以降 数年に1回 完全に干す ・外来魚駆除 1960 ・じゃことり
・底土利用

・ダム用水の導入

06-10 継続 1月初め～3月下旬 数年に1回 ある程度干す ・堤体補修 現在

・堤体補修
・池底の浚渫
・波打ち防止
・じゃことり

-

06-11 継続 1月初め～3月下旬 数年に1回 ある程度干す ・堤体補修 現在

・堤体補修
・池底の浚渫
・波打ち防止
・じゃことり

-

06-12 ナシ - - - - - - -

06-13 廃止 10月下旬～12月下旬 - - - 1960 ・じゃことり
・水質悪化
・魚を食べなくなった
・貯水量の確保

06-14 継続 9月下旬～2月 毎年 完全に干す
・樋の点検
・泥吐け

現在 ・樋の点検 -

06-15 継続 11月～2月 数年に1回 ある程度干す
・樋の点検
・泥吐け

現在
・樋の点検
・泥吐け

-

06-16 ナシ - - - - - - -

06-17 廃止 10月位 - - - 1970 ・泥吐け
・魚がとれなくなった
・ダム用水の導入

06-18 継続 夏場 数年に1回 完全に干す ・水質改善 現在 ・じゃことり -

06-19 ナシ - - - - - - -

06-20 継続 6月下旬～2月 数年に1回 ある程度干す
・水質改善
・改修工事

現在
・じゃことり
・改修工事

-

06-21 廃止 11月～12月 - - - 1990 ・じゃことり（業者） ・底樋の不具合

06-22 廃止 10月以降 - - - 1990 ・じゃことり

・じゃことりをしなくなった
・水質悪化
・魚をたべなくなった
・防火用水確保

06-23 継続 10月～4月下旬 毎年 ある程度干す ・水質改善 現在 ・じゃことり -

06-24 新規 10月下旬～4月中旬 毎年 完全に干す
・水質改善
・堤体補修

現在 - -

06-25 廃止 10月～3月 - - - 1990
・じゃことり
・波打ち防止
・水質改善

・池の改修
・魚がとれなくなった

06-26 ナシ - - - - - - -

06-27 継続 12月～2月下旬 毎年 ある程度干す
・レンコン掘り

現在
・レンコン掘り
・堤体補修
・波打ち防止

-

06-28 継続 12月～2月 数年に1回 ある程度干す

・堤体補修
・波打ち防止
・外来魚駆除
・レンコン掘り
・改修工事

現在
・堤体補修
・波打ち防止
・じゃことり

-

06-29 廃止 11月～2月 - - - 1960 ・じゃことり
・畑作用かんがい
・貯水量の確保
・じゃことりをしなくなった

06-30 ナシ - - - - - - -

06-31 ナシ - - - - - - -

注1) 池干しの実施パターンが「廃止」の場合には、過去の実績を記載した。

池干し（現在）
池干しの
実施

池番号

池干し（過去）

池干しをしなくなった理由



表6-2. 2007年度ため池の池干し実施状況と実施理由の変化.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

時期1) 頻度 程度 実施理由
池干しの続い
た年代

実施理由

07-01 廃止 10月～2月 - - - 1980 ・じゃことり
・堤体補修

・魚を食べなくなった
・魚がとれなくなった
・じゃことりが楽しみでなくなった

07-02 廃止 10月～2月 - - - 1960
・じゃことり
・堤体補修
・泥吐け

・じゃことりが楽しみでなくなった

07-03 廃止 10月～3月 - - - 1960 ・じゃことり
・床土利用

・魚を食べなくなった
・水質悪化
・ソウギョの受け入れ
・管理意識の低下

07-04 継続 9月下旬以降 毎年 完全に干す ・自然減水 1950 NA -

07-05 廃止 10月～3月 - - ・貯水機能向上 1950 ・じゃことり
・植え付け時期の集中化の緩和
・ダム用水の導入

07-06 廃止 10月～1月 - - - 1990 ・自然減水
・じゃことり

・貯水量の確保

07-07 廃止 10月～1月 - - - 1990 ・自然減水
・じゃことり

・貯水量の確保

07-08 継続 11月～2月 数年に1回 ある程度干す
・じゃことり
・樋の点検

現在
・じゃことり
・樋の点検

-

07-09 再開 11月～2月下旬 毎年 完全に干す
・外来魚駆除
・貯水機能の向上

1960 ・貯水機能の向上
・じゃことり

・池の改修
・底樋の不具合

07-10 継続 11月～2月下旬 毎年 完全に干す
・外来魚駆除
・樋の補修
・貯水機能の向上

現在
・貯水機能の向上
・じゃことり

-

07-11 ナシ - - - - - - -

07-12 廃止 9月～10月初旬以降 - - - 1960 ・じゃことり
・泥吐け

・底樋の不具合

07-13 ナシ - - - - - - -

07-14 ナシ - - - - - - -

07-15 継続 10月～1月頃 数年に1回 ある程度干す
・じゃことり
・泥吐け

現在
・じゃことり
・泥吐け

-

07-16 再開 10月～11月 数年に1回 ある程度干す
・外来魚駆除
・池の補修

1990 ・池の補修 ・ダム用水の導入

07-17 再開 11月～12月 数年に1回 ある程度干す
・外来魚駆除
・池の補修

1990 ・池の補修 ・ダム用水の導入

07-18 再開 11月～2,3月 毎年 ある程度干す
・水質改善
・貯水機能の向上

1950 ・じゃことり
・魚を食べなくなった
・貯水量の確保

07-19 継続 10月～11月末 毎年 ある程度干す
・樋の点検
・池の補修

現在
・樋の点検
・池の補修
・じゃことり

-

07-20 再開 11月～2月 数年に1回 ある程度干す
・樋の点検
・池の補修

1980 ・じゃことり
・自然減水

・圃場整備
・じゃことりをしなくなった
・貯水量の確保

07-21 ナシ - - - - - - -

07-22 ナシ - - - - - - -

07-23 廃止 12月～1月 - - - 1990 ・池の点検
・池を利用しなくなった
・じゃことりをしなくなった

07-24 継続 10月中旬～3月下旬 毎年 完全に干す
・水質改善
・樋の点検

現在 ・レンコン掘り -

07-25 継続 10月中旬～3月下旬 毎年 完全に干す
・水質改善
・樋の点検

現在 ・レンコン掘り -

07-26 新規 7～8月 毎年 ある程度干す ・水質改善 - - -

07-27 再開 11月～2月 毎年 ある程度干す
・水質改善
・樋の点検
・外来魚駆除

1980 ・樋の点検
・じゃことり

・じゃことりをしなくなった

07-28 継続 11月下旬～4月下旬 毎年 ある程度干す

・樋の点検
・池の補修
・貯水機能向上
・レンコン掘り

現在

・樋の点検
・池の補修
・貯水機能向上
・レンコン掘り

NA

07-29 廃止 10月～4月中旬 毎年 ある程度干す - 1960 ・底土の利用
・じゃことり

・防火用水の確保
・畑作用かんがい

07-30 廃止 10月～4月初旬 - - - 1960 ・じゃことり
・防火用水の確保
・じゃことりをしなくなった

07-31 廃止 NA - - - NA ・樋の修理

07-32 廃止 10月下旬～1月下旬 - - - 1960 ・池の補修
・じゃことり

・じゃことりをしなくなった
・水質悪化
・貯水量の確保
・池の改修

07-33 廃止 10月下旬～3月下旬 - - - 1950
・池の補修
・波打ち防止
・レンコン掘り

・じゃことりをしなくなった
・畑作用かんがい

注1) 池干しの実施パターンが「廃止」の場合には、過去の実績を記載した。

池番号
池干しの
実施

池干し（現在） 池干し（過去）

池干しをしなくなった理由



表7. 2006-07年度ため池の生物資源利用（じゃことり）を介した社会関係.

※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

池番号
管理組織

番号
2) 組織の性格

3) 実施パ
ターン 続いた年代

4)
開催主体

5) 参加者
5) 収益の使途

06-01 - 集落（小字） 廃止 1940 池守 水利関係者 小字の会計

06-02 - 農会 廃止 1970 町 町内の人 町の会計

06-03 - 農会 廃止 1950 町 町内の人 -

06-04 - 集落（小字） 廃止 1960 池守 水利関係者 -

06-05 [1] 集落 廃止 1960 町 町外の人も含む 町の会計（コイの稚魚の購入）

06-06 [1] 集落 廃止 1960 町 町外の人も含む 町の会計（コイの稚魚の購入）

06-07 - 集落 再開 1980→2008 町→営農組合 町内の人→町外の人も含む 町の会計

06-08 - 集落（小字） 廃止 1940 町 町内の人 -

06-09 - 集落（小字） 再開 1950→2008 村組→農地水協議会、学校 町内の人→学校の子供 NA

06-10 [2] 農会 廃止 1990 農会 農会員のみ→業者 NA

06-11 [2] 農会 廃止 1990 農会 農会員のみ→業者 NA

06-12 - 集落（村組） 廃止 1980 町（村組） 町内の人 町の会計（コイの稚魚の購入）

06-13 - 集落（村組） 廃止 1960 町（村組） 業者、町内の子供 町の会計

06-14 - 集落 廃止 1950 町 町内の人 -

06-15 [3-1] 水利組合 継続 現在 町 町内の人→仲間 NA

06-16 [3-2] 集落 ナシ - - - -

06-17 - 水利組合 廃止 1970 町 水利組合員のみ -

06-18 - 土地改良区 廃止 1970 水利組合 水利組合員のみ→仲間 -

06-19 [4] 水利組合 ナシ - - - -

06-20 - 土地改良区 再開 1960→2007 土地改良区 仲間 -

06-21 [4] 水利組合 廃止 2000 土地改良区 仲間、業者 土地改良区

06-22 - 土地改良区 廃止 1990 町、水利組合 町外の人も含む→業者 町内会会計または水利組合会計

06-23 - 水利組合 廃止 1970 青年団 町内の人 青年団会計

06-24 - 水利組合 廃止 1960→現在 町 町内の人 -

06-25 - 水利組合 廃止 1950 農会 農会関係者→業者 -

06-26 - 水利組合 廃止 2000 町 業者 町の会計→農会活動へ

06-27 - 農会 廃止 1970 町 町内の人→業者 - →農会会計

06-28 - 水利組合 再開 1950→2008 町→ため池協議会 町内の人、業者→町外の人 町の会計

06-29 - 水利組合 廃止 1970 町 町内の人→仲間、業者 青年団の資金源、稚魚の購入

06-30 [5] 水利組合 廃止 1940 町、青年団 町内の人、青年団員 青年団の資金源

06-31 [5] 水利組合 廃止 1940 町、青年団 町内の人、青年団員 青年団の資金源

07-01 - 集落 廃止 1980 町 町内の人 -

07-02 - 集落 廃止 1960 町 町内の人 -

07-03 - 集落 廃止 1960 町 町外の人も含む -

07-04 [6] 集落 廃止 1950 町 町内の人 -

07-05 [6] 集落 廃止 1950 町 町内の人 -

07-06 [7] 集落 廃止 1990 町 町内の人、仲間 -

07-07 [7] 集落 廃止 1990 町 町内の人、仲間 町の会計

07-08 - 集落 継続 現在 町
町外の人も含む
→仲間

町の会計

07-09 [8-1] 集落（村組） 再開 1960→2007 町、地区、青年団
→農地水協議会

町外の人も含む、業者
→町内の人

町の会計、村組の会計、青年団の資金源

07-10 [8-2] 集落（村組） 継続 現在 町、地区、青年団→仲間 町外の人も含む、業者 町の会計、村組の会計、青年団の資金源

07-11 - 集落 廃止 NA 町 町内の人 -

07-12 - 集落 廃止 1960 町 町内の人→仲間 町の会計

07-13 [9] 集落 再開 1970→2006 青年団→町 町内の人 青年団の資金源

07-14 [10] 集落 継続 現在 町 町内の人 -

07-15 [10] 集落 継続 現在 町 町内の人 -

07-16 [9] 集落 再開 1970→2006 青年団→町 町内の人 青年団の資金源

07-17 [9] 集落 再開 1970→2006 青年団→町 町内の人 青年団の資金源

07-18 - 集落 廃止 1950 町、青年団 町内の人 町の会計、青年団・消防団の資金源

07-19 - 集落 廃止 1960 町 町内の人 町の会計

07-20 - 集落 廃止 2000 町→青年団→町 町内の人→青年団員→町内の人（個人） 青年団の資金源、町の会計

07-21 - 集落 ナシ - - - -

07-22 - 水利組合 廃止 1960 町 水利組合員のみ -

07-23 - 水利組合 廃止 1970 町 町外の人も含む→町内の人→仲間 -

07-24 [11] 水利組合 継続 現在 水利組合 業者 水利組合の会計

07-25 [11] 水利組合 継続 現在 水利組合 業者 水利組合の会計

07-26 - 土地改良区 再開 1980→2006 土地改良区→ため池協議会 町内の人→町外の人も含む NA

07-27 - 水利組合 再開 1980→2008 町→町内会連合会 町内の人→町外の人も含む -

07-28 - 水利組合 再開 1980→1990 水利組合 町内の人→業者、仲間 水利組合の会計

07-29 [12-1] 水利組合（村組） 廃止 1960 水利組合 業者 水利組合の会計

07-30 [12-2] 水利組合（村組） 廃止 1960 水利組合 水利組合員のみ NA

07-31 - 水利組合 ナシ - - - -

07-32 - 水利組合 廃止 1960 町 町外の人も含む 町の会計

07-33 - 財産区 廃止 1950 水利組合 水利組合員のみ 水利組合の会計

注1) *印の4池は、じゃことりでなくハスの花やレンコンなどの利用を介した社会関係について記した。

注2) 同じ地域に管理組織が存在していても、その利用方針が異なる場合には、小番号を割り振った。

注3) 集落の中に地域内組織が存在していて、それが居住地域の結びつきを持つ場合には「村組」とし、そうでない場合には「小字」と分類した。

注4) 実施パターンが「再開」の場合は、廃止年（左）と再開年（右）を矢印で示した。

注5) 主体が時代によって変化した場合には矢印で示した。



※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

最近のため池改修事業
5） 改修・整備年

5)6)

大規模改修事業の
地元負担先
（予定も含む）

ため池等整備事業（国庫補助） 1982 集落

圃場整備事業（地方単独県営） 1980 集落

町内事業 1996 集落

災害復旧事業（地方単独県営） 1985 集落

NA 1993 集落、営農組合

自普請 1980 集落、営農組合

NA 1978 集落

圃場整備事業 1978 集落（小字）

防衛庁演習場障害事業 1977 -

NA 1996 農会

ため池等整備事業（国庫補助） 1991 農会

災害復旧事業（地方単独県営） 2003 集落

ため池等整備事業（国庫補助） 1974 集落

ため池等整備事業（国庫補助） 1983 集落（農家関係）

県営自治振興事業 1961 集落

NA NA 集落（農家関係）

ため池等整備事業（国庫補助） 1989 水利組合、集落

ため池ミュージアム構想関連 2006 土地改良区

圃場整備事業 2005 財産区

区画整理事業 1996 土地改良区

市単独事業、区画整理事業 NA 財産区

市単独事業 1979 財産区

市道整備事業 1985 水利組合、財産区

市単独事業 1965 水利組合

市単独事業 1993 財産区

災害復旧事業 1995 水利組合

圃場整備事業（地方単独県営） 1993 農会

ため池等整備事業（国庫補助） 1991 財産区

自普請 2007 水利組合

NA 1955 水利組合

- - 水利組合

県単独事業 1985 NA

県単独事業 1980 集落

県単独事業 1990 NA

NA 1985 集落

NA 1990 集落

NA 1985 集落（農家関係）

県単独事業 1993 集落（農家関係）

災害復旧事業 1980 集落（農家関係）

県単独事業 1980 集落（農家関係）

災害復旧事業 1998 集落（農家関係）

自普請 NA 集落（農家関係）

自普請 NA 集落（農家関係）

ため池等整備事業（国庫補助） 1937,1965 -

自普請 NA 集落（農家関係）

国庫補助事業、ため池等整備事業（国庫補助） 1964,1981 集落（農家関係）

自衛隊周辺対策事業、障害防止対策事業 1973,2002 -

国庫補助事業、災害復旧事業 1973,1995 -

国庫補助事業、災害復旧事業 1980 集落（農家関係）

自治振興事業 1984 集落（農家関係）

道路工事 1991 集落

災害復旧事業 1995 集落＋農家関係

NA NA NA

市単独事業 NA 財産区

市単独事業 1973 水利組合

市単独事業 1973 水利組合

市単独事業 1977 財産区

市単独事業 1978 財産区

自普請 1992,1995 財産区

ため池等整備事業（国庫補助） 1960 財産区

市単独事業 1970 財産区

市単独事業 1985,1987 水利組合

ため池等整備事業（国庫補助） 1974 水利組合

区画整理事業 NA 財産区



表8. 2006-07年度ため池管理上の問題点とその対策.

柵の有無
3)

鍵の有無
3) 釣り人を見かける頻度 看板の設置の有無

3) 口頭注意 活動主体

06-01 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策、その他 × × よくみかける ○（危険防止） するようにしている -

06-02 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策 × × たまにみかける × あまりしていない -

06-03 安全対策、補修・改修の費用負担、その他 × × たまにみかける × しない -

06-04 不法投棄、安全対策、補修・改修の費用負担 × × よくみかける ○（危険防止） しない -

06-05 不法投棄、釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × たまにみかける × しない -

06-06 補修・改修の費用負担 × × たまにみかける × しない -

06-07 釣り人のマナー、その他 × × よくみかける × しない 農地水協議会

06-08 - × × たまにみかける × しない -

06-09 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策 × × たまにみかける ○（危険防止） しない 農地水協議会

06-10 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策 × × よくみかける ○（危険防止） するようにしている -

06-11 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策 × × たまにみかける ○（危険防止） するようにしている -

06-12 不法投棄 × × たまにみかける ○ あまりしていない -

06-13 NA × × たまにみかける × しない -

06-14 釣り人のマナー × × たまにみかける × するようにしている -

06-15 不法投棄、釣り人のマナー、安全対策 × × たまにみかける × するようにしている -

06-16 その他 × × みかけない × - -

06-17 不法投棄、釣り人のマナー、維持管理の手間 × × たまにみかける ○ するようにしている -

06-18 安全対策、維持管理の手間、その他 × × たまにみかける ○（危険防止） しない ため池協議会

06-19 補修・改修の費用負担、その他 × × みかけない × しない -

06-20 不法投棄、汚水の流入、その他 ○（一部） × よくみかける ○（不法投棄） しない ため池協議会

06-21 不法投棄、その他 × × みかけない ○（不法投棄） しない -

06-22 不法投棄、釣り人のマナー × × みかけない ○（危険防止） しない -

06-23 不法投棄、安全対策 × × みかけない ○（危険防止） - -

06-24 汚水の流入、その他 × × みかけない × - -

06-25 - × × みかけない × しない -

06-26 補修・改修の費用負担、汚水の流入、その他 × × たまにみかける × しない ため池協議会

06-27 安全対策、その他 × × みかけない ‐ - ため池協議会

06-28 不法投棄、その他 × × たまにみかける ○（釣り禁止の浮き） しない ため池協議会

06-29 補修・改修の費用負担、その他 × × よくみかける × するようにしている ため池協議会

06-30 不法投棄 ○ ○ よくみかける ○（不法投棄） しない -

06-31 - ○ ○ みかけない × - -

07-01 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × たまにみかける ○ しない -

07-02 釣り人のマナー、安全対策 × × たまにみかける ○（危険防止） しない -

07-03 釣り人のマナー、安全対策、その他 ○（一部） × たまにみかける × しない -

07-04 不法投棄 × × たまにみかける ○（不法投棄、危険防止） しない -

07-05 釣り人のマナー × × よくみかける ○（不法投棄、危険防止） しない -

07-06 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × よくみかける × するようにしている -

07-07 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × たまにみかける × するようにしている -

07-08 釣り人のマナー、汚水の流入、その他 × × よくみかける × するようにしている 農地水協議会

07-09 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × よくみかける ○ しない 農地水協議会

07-10 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × たまにみかける ○ するようにしている 農地水協議会

07-11 - × × みかけない × - -

07-12 不法投棄、釣り人のマナー × × みかけない ○（不法投棄） - -

07-13 NA × × みかけない × - -

07-14 釣り人のマナー、補修・改修の費用負担 × × みかけない × しない -

07-15 NA × × みかけない × しない -

07-16 不法投棄、釣り人のマナー × × よくみかける × するようにしている 農地水協議会

07-17 不法投棄、釣り人のマナー × × よくみかける ○ するようにしている 農地水協議会

07-18 汚水の流入、その他 ○（一部） ○ たまにみかける ○（危険防止） - 農地水協議会

07-19 不法投棄 ○（一部） ○ たまにみかける × するようにしている -

07-20 不法投棄、釣り人のマナー × × みかけない ○（危険防止） - -

07-21 釣り人のマナー、その他 × × よくみかける ○（危険防止） しない -

07-22 釣り人のマナー、維持管理の手間その他 ○ ○ みかけない ○（危険防止） - ため池協議会

07-23 不法投棄、補修・改修の費用負担、維持管理の手間 ○（一部） × みかけない ○（危険防止） - -

07-24 補修・改修の費用負担 × × みかけない ○（危険防止） - -

07-25 補修・改修の費用負担 ○（一部） × みかけない ○（危険防止） - -

07-26 NA ○（一部） × みかけない ○（危険防止） - ため池協議会

07-27 汚水の流入 × × みかけない ○（危険防止） - 町内会連合会

07-28 NA ○ ○ みかけない ○（危険防止） - -

07-29 不法投棄、汚水の流入、その他 × × たまにみかける ○（危険防止） するようにしている -

07-30 安全対策 ○ ○ みかけない ○（危険防止） - -

07-31 安全対策、その他 ○ ○ みかけない ○（危険防止、釣り禁止） - -

07-32 釣り人のマナー、維持管理の手間 × × よくみかける ○（危険防止） しない -

07-33 その他 × × みかけない × - -

注1) 2008年8月の補足調査により作成した。

注2) 2009年2月に補足調査を行い、2008年度までの実績を記載した。管理組織の回答として整理したため、調査対象外池の実績も含む。

注3) 有を「○」、無を「×」で表記した。

ため池管理上の問題点

釣り人対策1)

池番号



※回答が得られなかった場合は「NA」、該当しないものについては「-」と表記した。

協力体制 参加者 実施時期 活動の内容

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

県・市・町・土地改良区 約200人 2008
クリーンキャンペーン
外来魚駆除を目的とした池干し（調査対象外池）
21世紀土地改良創造運動

- - - -

県・市・町・土地改良区 約200人 2008
外来魚駆除を目的とした池干し（調査対象池）
21世紀土地改良創造運動

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

関係地区自治会、土地改良区・町 約200人 2008 クリーンキャンペーン（調査対象外池）

- - - -

関係地区自治会、土地改良区・町 NA 2008 桜の植樹、景観を配慮した草刈
外来魚駆除を目的とした池干し（調査対象外池）

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

水利組合、自治会、農会、老人会、財産区、社会福祉法人、消防団 約120人 2009 クリーンキャンペーン

水利組合、自治会、老人会、財産区、消防団 約150人 2009 クリーンキャンペーン

水利組合、自治会、女性会、財産区 約120人 2009 クリーンキャンペーン
外来魚駆除を目的とした池干し

水利組合、自治会、老人会、財産区、消防団 約80人 2009
クリーンキャンペーン
中学生が池の自然観察、
散策ルートの利用あり

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

町、女性会、子供会、その他 10数人 2008 じゃことり目的の池干し

町、女性会、子供会、その他 町民50人 2008 クリーンキャンペーン

町、女性会、子供会、その他 町民50人 2008 クリーンキャンペーン

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

町、農会 町民20人 2007，2008 外来魚駆除目的の池干し

町、農会 町民20人 2007，2008 外来魚駆除目的の池干し

市・町・大池管理者 町民20人 2008 クリーンキャンペーン（調査対象外池）

- - - -

- - - -

- - - -

自治会、女性会、子供会、その他 NA 2000～ クリーンキャンペーン

- - - -

- - - -

- - - -

土地改良区、自治会、子供会、PTA、営農組合 NA 2007 クリーンキャンペーン、レンコン掘り（調査対象外池）

町内会連合会、町内会、水利組合、農会、子供会、PTA、社会福祉協議会 約100人 2007 外来種の駆除を目的とした池干しため池学習会開催（調査対象池）

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

保全活動2)



 

１－３．調査池の位置情報と周辺の土地利用  

赤坂宗光 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Geog raph i ca l  i n fo rma t ion  an d  pe r iph e ra l  l and  u se  

M u n e mi t s u  A K A S A K A a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池 の

位 置 情 報 と 概 要（ 地 理 座 標 、標 高 、池 面 積 、

周 囲 長 、 護 岸 長 、 護 岸 率 お よ び 池 周 辺 の 土

地 利 用 ） で あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高

村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

 調 査 池 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系 ： 世 界 測 地 系 で 示 し た 。  

標 高 は 、 国 土 地 理 院 が 発 行 し た 5 0  m メ

ッ シ ュ の 数 値 地 図 を 補 間 し て 作 成 し た デ ジ

タ ル 標 高 地 図 か ら 求 め た 。  

池 面 積 、周 囲 長 、護 岸 長 お よ び 護 岸 率 は 、

最 も 新 し い 都 市 計 画 図（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を デ

ジ タ ル 化 し た も の か ら G I S（ A r c G I S 9 . 1、

E S R I、 R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 求 め た 。 

 調 査 池 周 辺 の 土 地 利 用 は 、 植 生 図 か ら 、

G I S 上 で 算 出 し た 。 池 の 周 辺 と は 、 池 の 縁

か ら の 距 離 が 1 0、 1 0 0、 2 5 0、 5 0 0、 1 0 0 0、

3 0 0 0  m 以 内 の 範 囲 と し 、範 囲 内 に 含 ま れ る

淡 水 域 、 草 地 、 水 田 、 畑 、 市 街 地 、 広 葉 樹

の 各 面 積 と 比 率 を 求 め た 。 デ ー タ の 精 度 を

保 つ た め 、池 の 縁 か ら の 距 離 が 5、1 0、2 5  m

以 内 の 土 地 利 用 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ オ ル

ソ 化 し た 空 中 写 真 （ 縮 尺 1 / 1 5 , 0 0 0） か ら 作

成 し た 独 自 の 土 地 利 用 図 か ら 求 め た 。 そ れ

以 外 に つ い て は 、 環 境 省 が 作 成 し た 自 然 環

境 情 報 G I S の 最 新 の 植 生 図（ 縮 尺 1 / 2 5 , 0 0 0）

か ら 得 た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－４．定置網とドウにより捕獲された大型水生動物  

村上俊明  1 )・大封 裕介  1 )・ 高村典子  2 )  
1 )  （ 株 ） 地 域 生 態 系 保 全 （ 〒 6 6 6 - 0 8 0 5 尼 崎 市 西 長 洲 ２ 丁 目 ８ 番 １ 4 号 ）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Aqu a t i c  an i ma l s  c au gh t  by  a  f i xed  n e t  an d  a  cage  t r ap  

To sh i a k i  M U R A K A M I  
1 ) ,  Yu s u k e  D A I H U  

1 )  a n d  No r i k o  TA K A M U R A 
2 )  

1 )  R e a g i o n a l  E c o s ys t e m C o n s e r v a t i o n ,  2 -8 -1 4  N i s i n a g a s u  A ma g a s a k i  6 6 6 - 0 8 0 5 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 6 年 か ら 2 0 0 7 年 ま で の 秋 季（ 9

か ら 1 0 月 ） に 調 査 し た 兵 庫 県 東 播 磨 地 域 の

6 4 の た め 池 に お け る 水 生 生 物 の 捕 獲 結 果 で

あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を

参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

湖 沼 に 生 息 す る 魚 類 は 、 生 態 系 へ の 環 境 リ

ス ク を 把 握 す る 上 で 有 効 な 生 物 指 標 の 一 つ と

考 え ら れ る 。 今 回 の 調 査 は 、 対 象 た め 池 6 4

箇 所 に つ い て 、 魚 類 相 の 把 握 を 主 た る 目 的 と

し て 実 施 し た 。 ま た 、 定 置 網 に よ る サ ン プ リ

ン グ と は 別 に 、 定 置 網 と ド ウ で 得 ら れ る 生 物

種 の 違 い を 把 握 す る こ と を 目 的 と し て 、 ド ウ

に よ る 捕 獲 調 査 を 併 せ て 実 施 し た 。  

 

調 査 日  

 2 0 0 6 年 9 月 1 9 日 - 1 0 月 5 日 （ 3 1 池 ）  

2 0 0 7 年 9 月 1 8 日 - 1 0 月 1 2 日 （ 3 3 池 ）  

 

調 査 機 材  

1 .  定 置 網  

主 に 魚 類 の 捕 獲 を 目 的 と し て 、 す べ て の 池

で 実 施 し た 。  

設 置 時 間 ： 前 日 に 設 置 、 一 晩 置 い た 後 、 翌 日

回 収 し た 。  

設 置 場 所 ： 定 置 網 の 片 袖 を 岸 に 固 定 し 、 も う

一 方 の 片 袖 を 池 中 央 寄 り に 固 定 し た （ 図 1）。

設 置 の 際 に は 、 抽 水 植 物 帯 な ど 多 数 の 生 息

が 見 込 め る 場 所 に 設 置 し た 。  

調 査 器 具 の 規 格 ： 裾 網 （ 片 側 ） 3 0 0  c m、 胴

＋ 袋 網 3 0 4  c m、網 目 4  m m、間 口 6 9  c m（ 表

1）  

 

2 .  ド ウ  

定 置 網 と の 生 物 種 の 違 い を 把 握 す る こ と

を 目 的 と し て 、 す べ て の 池 で 実 施 し た 。  

設 置 時 間 ： 前 日 に 設 置 、 一 晩 置 い た 後 、 翌

日 回 収 し た 。  

設 置 場 所 ： 1 池 内 の 設 置 数 は 5 と し 、 最 深

部 を 通 る 直 線 上 の 、 浅 部 と 最 深 部 を 含 め た

等 間 隔 の 5 点 に 設 置 し た （ 図 2）。  

調 査 器 具 の 規 格 ： 網 製 、 長 さ 4 0  c m、 高 さ

2 5  c m、網 目 2  m m、間 口 6  c m（ 表 1）、誘 引

餌 は ス ル メ と 魚 肉 ソ ー セ ー ジ を 混 合 で 使 用

し た 。  

 

収 集 デ ー タ お よ び サ ン プ ル  

捕 獲 し た 試 料 は 種 別 個 体 数 を 計 測 し た 後 、

個 体 ご と に 標 準 体 長 、 全 長 、 湿 重 量 、 甲 羅

が あ れ ば そ の 長 さ と 幅 を 測 定 し た 。た だ し 、

極 端 に 多 く 捕 獲 さ れ た 種 類 が あ る 場 合 は 、

各 種 類 あ た り 5 0 個 体 程 度 を ラ ン ダ ム に 抜

き 出 し て 計 測 を 行 っ た 。 体 サ イ ズ 測 定 値 等

を 付 表 に 示 し た 。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 .  定 置 網 の 設 置 状 況 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 .  ド ウ の 設 置 状 況 .  

 

表  1 使 用 機 材 一 覧  

定 置 網  ド ウ  

裾 網 （ 片 側 ） 3 0 0 cm 、 胴

＋ 袋 網 3 0 4 c m、網 目 4 m m、

間 口 6 9 c m  

長 さ 4 0 c m、 高 さ 2 5 c m、

網 目 2 m m、 間 口 6 cm  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 点 は 杭 を 立

て る 、ま た は ブ

ロ ッ ク を 沈 め

て 固 定 す る  

１ 点 は ロ ー プ

で 岸 に 固 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最 深 部 を 通

る ラ イ ン 上

の 5 点 に 設 置  

最

深

部 

→



 

１－５．底生無脊椎動物  

村上伊佐 弥 1 )・上 野隆平 2 )・大高明 史 3 )・西 川  潮 2 )・高村典 子 2 )  
1 )（ 株 ） 地 域 環 境 計 画 大 阪 支 社 （ 〒 5 6 9 - 11 2 高 槻 市 芥 川 町 1 - 1 5 - 1 8）  

2 )（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  
3 ） 弘 前 大 学 教 育 学 部 （ 〒 0 3 6 - 8 5 6 0 弘 前 市 文 京 町 1）  

 

B en th i c  m a cro inv e r t eb ra t e s  

I s a ya  M U R A K A M I  
1 ) ,  Ryu h e i  U E N O  

2 ) ,  A k i f u mi  O H TA K A 
3 ) ,  U s i o  N I S H I K AWA 

2 )  a n d  No r i k o  

TA K A M U R A 
2 )  

1 )  R e g i o n a l  E n v i r o n me n t a l  P l a n n i n g  I n c . O s a k a -o f f i c e ,  1 - 1 5 - 1 8  Ak u t a g a wa ,  Ta k a t s u k i  

5 6 9 - 11 2 3 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  
3 )  H i r o s a k i  Un i v e r s i t y,  1  B u n k yo - c h o ,  H i r o s a k i  0 3 6 - 8 5 6 0 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 7 年 か ら 2 0 0 8 年 ま で の 春 季

（ 5 月 ）、 お よ び 秋 季 （ 1 0 月 ） に 調 査 し た

6 4 の た め 池 に お け る ベ ン ト ス の 分 析 結 果 、

お よ び 調 査 時 に 確 認 し た 魚 類 、 両 生 類 、 爬

虫 類 、 鳥 類 と い っ た 水 辺 に 生 息 す る 動 物 の

確 認 結 果 で あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高

村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

定 量 採 集 - 1  

 底 泥 に 生 息 す る ベ ン ト ス を 採 集 す る た

め 、 た め 池 の 中 央 部 付 近 の 3 箇 所 で 、 エ ク

マ ン バ ー ジ 型 採 泥 器（ 開 口 部 1 5  c m×1 5  c m、

（ 株 ） 離 合 社 、 東 京 ） を 用 い 、 そ れ ぞ れ 1

回 採 集 を 実 施 し た 。 採 集 し た 底 泥 は 、 目 合

い 0 . 2  m m の ふ る い を 用 い て 分 画 し 、 ふ る

い 上 に 残 っ た 生 物 や 有 機 残 渣 等 を 試 料 と し

た 。  

 

定 量 採 集 - 2  

 た め 池 内 で ベ ン ト ス が 最 も 多 く 生 息 す る

と 考 え ら れ る 浮 葉 植 物 帯 、 抽 水 植 物 帯 、 落

葉 な ど が 存 在 す る 場 所 に お い て 、 D 型 フ レ

ー ム ネ ッ ト （ 開 口 部 底 辺 長 3 5  c m、 目 合 い

0 . 2  m m、 D 型 フ レ ー ム に 網 と 柄 を 取 り 付 け

て 使 用 ） を 用 い 、 1 箇 所 あ た り 0 . 5  ｍ 曳 網

す る こ と に よ り 採 集 を 実 施 し た 。 ま た 、 浮

葉 植 物 の 種 が 異 な っ て い る 場 合 は 、 別 サ ン

プ ル と し て 採 集 を 実 施 し 、 1 た め 池 あ た り

合 計 3～ 1 2 箇 所 程 度 採 集 を 行 っ た 。  

 

定 量 採 集 - 3  

 イ シ ガ イ や ド ブ ガ イ 等 の 大 型 二 枚 貝 が 確

認 さ れ た 場 合 は 、鋤 簾（ 開 口 部 底 辺 長 2 0  c m、

目 合 い 2  c m×7  c m、（ 有 ） よ し っ く す 、 三

重 ）を 用 い て 、1 0 個 体 以 上 採 集 さ れ る ま で

調 査 を 行 い 、そ の 時 点 で の 採 集 面 積 、種 名 、

個 体 数 を 記 録 し た 。た だ し 、2 0 分 以 上 調 査

を 行 っ て も 、1 0 個 体 に 満 た な か っ た 場 合 は 、

そ の 時 点 で の 採 集 面 積 、 種 名 、 個 体 数 を 記

録 し た 。  

 

任 意 採 集  

 希 少 種 な ど の 様 に 本 来 の 生 息 個 体 数 が 少

な く 、 定 量 採 集 の み で は 採 集 が 困 難 な ベ ン

ト ス を 採 集 す る た め 、 D 型 フ レ ー ム ネ ッ ト

を 用 い て 任 意 採 集 を 実 施 し 、採 集 努 力 量（ 採

集 人 数 と 採 集 時 間 ） を 記 録 し た 。  

 以 上 の 方 法 に よ り 採 集 し た ベ ン ト ス は 、

い ず れ も 1 0  ％ ホ ル マ リ ン で 固 定 し て 持 ち



 

帰 り 、 室 内 分 析 に 供 し た 。  

 

そ の 他 の 生 物 （ 目 視 観 察 ）  

 現 地 調 査 時 に 観 察 し た 鳥 類 、両 生 類 、爬

虫 類 、 目 視 に よ る 魚 類 に つ い て も 、 そ れ ぞ

れ 、 種 名 、 個 体 数 を 記 録 し た 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－６．トンボ  

青木典司  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  神 戸 市 立 須 磨 翔 風 高 等 学 校 （ 〒 6 5 4 - 0 1 5 5 神 戸 市 須 磨 区 西 落 合 1 - 5 -5）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Odon a t e s  

Ta k a sh i  A O K I  1 )  a n d  No r i k o  TA K A M U R A 2 )  
1 )  S u ma s h o fu  H i g h  S c h o o l ,  1 - 5 - 5 ,  N i s h i o c h i a i ,  S u ma - k u ,  Ko b e ,  J a p a n  

2 )   N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

 本 節 は 、2 0 0 6 年 1 0 月 か ら 2 0 0 8 年 9 月 の 間

に か け て 調 査 し た 6 4 の た め 池 に お け る 、ト ン

ボ の 成 虫 及 び 幼 虫 の 調 査 結 果 で あ る 。 池 の 位

置 は 1 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 時 期 の 選 定  

 ト ン ボ に は 季 節 消 長 が あ る の で 、 成 虫 及 び

幼 虫 の 季 節 消 長 に 合 わ せ た 適 切 な 調 査 時 期 を

選 ぶ こ と が 、 調 査 結 果 の 信 頼 性 を 高 め る た め

に は 重 要 な こ と で あ る 。  

 成 虫 に 関 し て は 、 温 帯 地 域 の 基 本 的 な 生 活

史 の パ タ ー ン（ C o r b e t、 1 9 9 9： Ta b l e 7 . 3）を 基

に し て 成 虫 の 出 現 時 期 を 大 き く 3 つ に 分 け 、

さ ら に そ れ ぞ れ の 時 期 を 兵 庫 県 南 部 に 見 ら れ

る ト ン ボ 類 の 経 験 的 な 出 現 最 盛 期 に 合 わ せ て

2 つ に 細 分 し 、1 つ の た め 池 に つ い て 年 6 回 の

調 査 を 行 っ た 。 各 調 査 時 期 と そ の と き の タ ー

ゲ ッ ト と な る 種 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

 （ A 1）早 春（ 2 0 0 7 年 4 月 2 9 日 ～ 5 月 4 日 、

2 0 0 8 年 4 月 2 6 日 ～ 5 月 4 日 ）： 成 虫 越 冬

種 及 び 早 期 に 羽 化 す る s p r i n g  s p e c i e s  

（ C o r b e t、 1 9 6 2）。  

 （ A 2） 春 ～ 初 夏 （ 2 0 0 7 年 5 月 2 0 日 ～ 6 月

1 0 日 、 2 0 0 8 年 5 月 11～ 2 5 日 ）： S p r i n g  

s p e c i e s 一 般 及 び 早 期 に 出 現 す る s u m m e r  

s p e c i e s（ C o r b e t、 1 9 6 2）。  

 （ A 3）初 夏（ 2 0 0 7 年 6 月 1 7 日 ～ 7 月 8 日 、

2 0 0 8 年 6 月 2 8 日 ～ 7 月 6 日 ）：S u m m e r  

s p e c i e s 一 般 。  

 （ A 4） 盛 夏（ 2 0 0 7 年 7 月 2 3～ 2 7 日 、2 0 0 8

年 7 月 1 9～ 2 7 日 ）： S u m m e r  s p e c i e s 一

般 。  

 （ A 5） 初 秋 （ 2 0 0 7 年 9 月 1 日 ～ 2 2 日 、

2 0 0 8 年 9 月 1 4～ 2 7 日 ）：早 期 に 出 現 す

る a u t u m n  s p e c i e s（ 上 田 、 1 9 9 0）。  

 （ A 6）晩 秋（ 2 0 0 6 年 1 0 月 2 1 日 ～ 11 月 4

日 、2 0 0 7 年 1 0 月 6～ 2 0 日 ）：遅 く 出 現

す る a u t u m n  s p e c i e s。  

 

 上 記 の 調 査 以 外 に 、 た め 池 の 下 見 時 や 幼

虫 調 査 時 な ど で 目 撃 さ れ た 成 虫 の う ち 、A 1  

～ A 6 の 本 調 査 で 発 見 さ れ な か っ た 種 が あ

っ た 場 合 、直 近 の 成 虫 調 査 欄 に 、A 2  （ A d u l t  

2 e x s .） の よ う に 個 体 数 を 添 え て 記 載 し た 。 

  

幼 虫 に は 、 卵 や 成 虫 で 越 冬 す る た め 幼 虫

出 現 期 が 春 か ら 初 夏 に 限 ら れ る 種 と 、 幼 虫

で 越 冬 す る 種 と が 存 在 す る 。 そ こ で 、 春 か

ら 初 夏 に か け て 1 回 、 冬 か ら 春 に か け て 1

回 、 そ れ ぞ れ 以 下 の よ う に タ ー ゲ ッ ト 種 を

設 定 し て 行 っ た 。  

 

 （ L 1） 晩 秋 ～ 早 春 （ 2 0 0 7 年 3 月 3 日 ～ 4

月 8 日 、2 0 0 7 年 11 月 3 日 ～ 1 2 月 6 日 ）：

幼 虫 越 冬 種 。  

 （ L 2） 春 ～ 初 夏 （ 2 0 0 7 年 5 月 2 6 日 ～ 6



 

月 1 0 日 、2 0 0 8 年 5 月 1 7 日 ～ 6 月 1 5 日 ）：

卵 越 冬 種 及 び 成 虫 越 冬 種 の 幼 虫 対 象 。 成

虫 調 査 A 2 と 同 じ 日 に 行 っ た 場 合 も あ る 。 

 

 上 記 の 調 査 以 外 に 、 2 0 0 6 年 度 の L 1 の 調 査

日 に お い て 、 ほ ぼ 完 全 な 水 落 の た め 幼 虫 調 査

が 行 え な か っ た 池 が い く つ か あ り 、 こ れ ら に

つ い て は 秋 に 再 調 査 L 1 ' （ 0 6 - 1 4 ・ 0 6 - 1 5 ・

0 6 - 1 8： 2 0 0 7 年 9 月 1 6 日 、0 6 - 2 4・ 0 6 - 2 7： 2 0 0 7

年 9 月 2 2 日 ） を 行 っ た 。  

 幼 虫 調 査 を 補 う た め に 、 す べ て の 種 に つ い

て 、 成 虫 調 査 時 に 、 羽 化 殻 ま た は 処 女 飛 翔 個

体 の 発 見 が あ っ た 場 合 、 前 者 に つ い て は 記 号

記 号 E（ E x u v i a e）、後 者 に つ い て は M（ M e i d e n  

f l i g h t）で 、い ず れ も 直 近 の 幼 虫 調 査 欄 に 記 載

し た 。 ま た ウ チ ワ ヤ ン マ に つ い て は 通 常 の 幼

虫 採 取 の 方 法 で は 捕 ら え る こ と が で き な い た

め 、 成 虫 調 査 A 3 に お い て ウ チ ワ ヤ ン マ の 羽

化 殻 も 同 時 に 全 数 カ ウ ン ト を 行 い 、E 2 の よ う

に 数 字 を 添 え て 記 載 し た 。  

 

成 虫 の サ ン プ リ ン グ  

 ル ー ト セ ン サ ス に よ っ て 、 種 名 確 認 及 び 個

体 数 カ ウ ン ト を 行 っ た 。 記 録 は ビ デ オ カ メ ラ

（ D C R - H C 9 6、 S O N Y）を 用 い 、可 能 な 限 り 目

撃 個 体 を 撮 影 し て 誤 同 定 に 備 え 、 同 時 に 音 声

に よ っ て 個 体 数 や 状 況 を 記 録 し た 。 類 似 種 の

存 在 や 均 翅 亜 目 の よ う な 小 型 種 な ど 、 種 名 確

認 が 困 難 な 場 合 は 捕 獲 し て 種 名 を 確 認 し た 。

種 名 を 確 認 で き な か っ た も の は 可 能 性 を 示 唆

し た 上 で 参 考 デ ー タ と し て 記 録 し た 。  

 ル ー ト は 、水 際（ 水 中 を 歩 く こ と も 含 め て ）

を 周 回 す る コ ー ス を 原 則 と し た が 、 時 期 ・ 天

候 ・ 時 刻 な ど 、 諸 条 件 の 違 い に よ っ て 、 経 験

的 に 最 も 多 く の 個 体 数 が 見 ら れ る で あ ろ う コ

ー ス を 選 択 し た 。 し た が っ て 、 同 じ 池 で も 、

調 査 毎 に セ ン サ ス ル ー ト は 微 妙 に 異 な っ て い

る 。 ま た 水 際 を 歩 い て 周 回 で き な い 場 合 は フ

ロ ー タ ー を 用 い て 水 面 か ら セ ン サ ス し た 場 合

も あ っ た 。 諸 条 件 に よ り 全 周 ま わ れ な い 池 に

つ い て は 、 部 分 周 回 調 査 と し た 。  

 原 則 と し て 、 ル ー ト か ら 目 視 で き る 個 体

は す べ て 記 録 し た が 、 池 の 中 央 に 浮 葉 植 物

が 繁 茂 し イ ト ト ン ボ 類 な ど が そ こ に 集 結 し

て い る 場 合 、 ル ー ト か ら 約 3 . 6  m の ネ ッ ト

の 届 く 範 囲 を 最 大 限 と し て カ ウ ン ト す る 努

力 を 行 い 。 他 は 無 視 し た 。 こ れ は フ ロ ー タ

ー を 使 っ た 調 査 で も 同 様 と し た 。 ま た 、 池

に 隣 接 す る 草 地 や 林 に 見 ら れ た 成 虫 も 、 同

様 に ル ー ト か ら 3 . 6 m の ネ ッ ト の 届 く 範 囲

で 記 録 し た 。  

 

幼 虫 の サ ン プ リ ン グ  

 1 調 査 地 点 に つ き 9 0  c m× 9 0  c m の 範 囲 を 、

先 が 3 5  c m の 直 線 に な っ た D 型 枠 で メ ッ シ

ュ サ イ ズ 約 2  m m の 手 網 を 用 い て す く っ た 。

こ の 網 で 水 底 を 3 回 、 少 し 位 置 を 重 複 さ せ

て 平 行 に 9 0  c m ず つ 引 く と 、 9 0  c m×9 0  c m

の 範 囲 を 一 通 り さ ら う こ と が で き る 。 次 に

引 く 向 き を 9 0 度 変 更 し て 同 様 に 引 き 、少 な

く と も 2 回 以 上 底 を さ ら っ た 。 2 回 目 で も

幼 虫 が 採 取 さ れ た 場 合 に は 、 さ ら に 幼 虫 が

採 集 で き な く な る ま で 繰 り 返 し た 。 抽 水 植

物 が あ る 場 合 は 十 分 に 濯 ぎ 、 幼 虫 を 網 の 中

に 落 と す よ う に し た 。 植 物 沈 積 物 が 厚 く 堆

積 し て い る 場 合 は 、 少 し ず つ は ぎ 取 る よ う

に し て 何 度 も 採 取 し 、 幼 虫 の 発 見 効 率 を 上

げ る よ う に し た 。  

 1 つ の た め 池 に お け る 調 査 地 点 数 を 、 池

の 周 囲 長 約 6 0  m に つ き 1 箇 所 の 割 合 で 決

定 し た 。 各 た め 池 に 存 在 す る 植 生 、 底 質 、

沈 積 物 の 状 態 を 考 慮 し 、 一 つ の た め 池 内 で

で き る だ け 環 境 の 異 な る 多 様 な 場 所 を 調 査

地 点 に 選 ん だ 。た だ し 調 査 地 点 数 が 3 8 あ る

0 7 - 1 3 池 や 、1 9 あ る 0 7 - 1 5 池 に つ い て は 、1

調 査 地 点 あ た り の 面 積 を 5 倍 、す な わ ち 9 0  

c m × 4 5 0  c m に し て 幼 虫 を す く っ た 場 合 が あ

る 。  

 現 場 で ソ ー テ ィ ン グ を 行 っ た 。 同 定 不 能

に な る も の が 多 く な る た め 若 小 な 個 体 は 特

に 選 別 す る 努 力 は し な か っ た （ こ れ に 関 す



 

る 議 論 は 青 木（ 2 0 0 2）参 照 ）。採 取 さ れ た 幼

虫 は す べ て 生 か し た ま ま 持 ち 帰 り 、 同 定 が

困 難 な も の は 自 宅 で 羽 化 さ せ 、 種 名 を 確 認

し た 。 幼 虫 は 同 定 後 9 5  ％ エ タ ノ ー ル に 浸

け る か ま た は 冷 凍 し て 保 存 し た 。  

 

成 虫 の ル ー ト セ ン サ ス に か け る 時 間  

 2 0 0 1 ～ 2 0 0 2 年 度 の 調 査 時 に は タ イ ム キ

ー パ ー を つ け 調 査 時 間 を 厳 密 に 測 定 し た 。

し か し 2 0 0 1～ 2 0 0 2 年 度 の 調 査 に お い て は 、

す べ て の た め 池 で 調 査 制 限 時 間 内 に 調 査 を

終 え る こ と が で き た こ と か ら 、 今 回 は ビ デ

オ カ メ ラ を 使 っ て 調 査 時 間 の 記 録 だ け を 行

っ た 。  

 結 果 と し て は 、 一 部 の 池 で か な り 時 間 が

か か っ た が 、 こ れ は ル ー ト 途 中 の 引 き 返 し

（ 0 7 - 1 2、 0 7 - 2 3） や 大 回 り （ 0 6 - 2 2、 0 6 - 3 1）

に よ る ロ ス タ イ ム が あ っ た り 、 足 場 の 悪 い

池 の 内 部 を 慎 重 に 踏 査 す る 必 要 の あ る 池

（ 0 6 - 1 2、0 6 - 2 2、0 7 - 11、0 7 - 1 2）で あ っ た り 、

フ ロ ー タ ー で 調 査 し た 池 （ 0 7 - 0 6、 0 7 - 0 7、

0 7 - 2 0）で あ っ た り 、個 体 数 が 多 く 採 集 や 種

名 確 認 に 要 し た 時 間 が 多 く 含 ま れ て い た り

（ 0 6 - 0 4、0 6 - 1 4、0 6 - 1 5、0 6 - 1 7、0 7 - 0 1、0 7 - 0 2、

0 7 - 11、 0 7 - 2 3） な ど 、 す べ て 原 因 が 明 ら か

で あ っ た 。  
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１－７．水生植物の被度  

樋口伸介  1 )・角野 康郎  1 )・ 高村典子  2 )  
1 )  神 戸 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 （ 〒 6 5 7 - 8 5 0 1  神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 1 - 1）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Cov e rage  o f  aqu a t i c  p l an t s  

S h i n s u k e  H I G U C H I  
1 ) ,  Ya s u r o  K A D O N O  

1 )
 an d  No r ik o  TA K A M U R A 

2 )  
1 )  De p a r t m e n t  o f  B i o l o g y,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  S c i e n c e ,  Ko b e  U n i v e r s i t y,  1 - 1  

R o k k o u d a i - c h o ,  Na d a - k u ,  Ko b e  6 5 7 - 8 5 0 1 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池 の

水 生 植 物 の 被 度 で あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今

田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 調 査 は 2 0 0 6 年 と 2 0 0 7 年 の 8 - 9 月 に 実 施

し た 。 深 部 へ は 手 漕 ぎ ボ ー ト あ る い は フ ロ

ー タ ー で 移 動 し 、 水 生 植 物 の 生 育 範 囲 を 視

察 し た 上 で 、 ひ と つ の た め 池 を 調 査 区 と し

て 目 視 に て 水 生 植 物 の 被 度 を 判 定 し た 。  

被 度 の ラ ン ク は 以 下 の と お り で あ る 。 5  :  

7 5 - 1 0 0  %、 4  :  5 0 - 7 5  %、 3  :  2 5 - 5 0  %、 2  :  数

パ ッ チ が 存 在 、 1  :  2 - 3 の パ ッ チ が 散 在 、 r  :  

少 数 の 孤 立 個 体 が 存 在 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－８．池の植物群落面積  

赤坂宗光 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Veg e t a t io n  a r ea  

M u n e mi t s u  A K A S A K A a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池 の 植

生 面 積 と 被 率 で あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・

高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 浮 葉 植 物 と 抽 水 植 物 の 面 積 は 、2 0 0 7 年 8 月

に 撮 影 し た 空 中 写 真 （ 縮 尺 1 / 1 5 , 0 0 0） を オ ル

ソ 幾 何 補 正 し た 画 像 を 元 に 、G I S（ A r c G I S 9 . 1、

E S R I、 R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 目 視 判 読 に

よ っ て 求 め た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－９．動物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Zoop l an k t on  d en s i ty  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 7 年 夏 季 （ 8 月 2 3 - 2 9 日 ） に 、

兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 6 4 の た め 池 で 出 現 し た

動 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 密 度（ i n d .  L - 1）で あ

る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参

照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 地 点 は 最 深 部 と し た 。 最 深 部 へ は フ ロ

ー タ ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー

で 計 測 し た 。 プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト （ メ ッ シ ュ

サ イ ズ N X X X 2 5、直 径 3 0  c m、丈 7 0  c m、R i g o、

To k y o）を 池 底 直 上 よ り 0 . 1  m 上 か ら 鉛 直 引 き

し た 。 池 水 が 新 た に 入 ら ぬ よ う 、 池 水 で 捕 集

物 を 洗 い 落 と す 作 業 を 3 回 繰 り 返 し て 、 ネ ッ

ト 上 の 全 捕 集 物 を 1 0 0  m L 容 ポ リ ビ ン に 回 収

し た 。 水 深 が 0 . 5  m よ り 浅 い 場 合 は 2  L 容 手

付 き ビ ー カ ー で 池 水 を 汲 み 、 柄 付 き ネ ッ ト

（ N X X X 2 5、 R i g o、 To k y o）で 濾 し て 試 料 を 得

た 。  

試 料 は 、 中 性 ホ リ マ リ ン （ A P H A 、 1 9 9 8 ）

で 最 終 濃 度 が 1 %に な る よ う に 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は 全 量（ m L）を 計 量 し た 後 、ポ リ ビ ン

に 戻 し て 2 4 時 間 以 上 静 置 し て 全 捕 集 物 を 沈

降 さ せ た 。 計 数 前 、 駒 込 ピ ペ ッ ト で 上 澄 み を

除 き 、そ の 除 去 量 を 計 量 し て 濃 縮 率 を 求 め た 。

濃 縮 の 程 度 は 、 橈 脚 類 、 枝 角 類 、 ワ ム シ 類 の

計 数 値 が そ れ ぞ れ 1 0 0 個 体 以 上 に な る よ う に

決 め た 。  

濃 縮 試 料 は よ く 混 ぜ た 後 、 マ イ ク ロ ピ ペ ッ

ト で 1  m L を 、 格 子 が 描 か れ た 計 数 盤 上

に 量 り 採 っ た 。 対 物 レ ン ズ 2 0 ま た は 4 0

倍 を 備 え た 倒 立 顕 微 鏡 （ T S - 1 0 0、 N i k o n、

To k y o） で タ ク サ を 同 定 し た 後 、 対 物 レ

ン ズ 4 ま た は 1 0 倍 で タ ク サ ご と に 計 数 し 、

最 終 的 に お の お の 密 度（ i n d .  L - 1）に 換 算

し た 。 出 現 密 度 が 小 さ い タ ク サ は 、 試 料

の 全 量 を シ ャ ー レ に 移 し 、 実 体 顕 微 鏡

（ M Z 1 6、L e i c a、H e e r b r u g g、S w i t z e r l a n d）

で 計 数 し た 。 プ ラ ン ク ト ン と し て 捕 集 さ

れ た フ サ カ 、 ユ ス リ カ な ど も 参 考 値 と し

て 掲 載 し た 。  

同 定 は 水 野 ・ 高 橋 （ 2 0 0 0） に 従 い 、 橈

脚 類 は 沈・水 野（ 1 9 8 4）、枝 角 類 は 堵・水

野 （ 1 9 8 2）、 ワ ム シ 類 は K o s t e（ 1 9 7 8） と

鈴 木 （ 1 9 9 9） で 補 足 し た 。  

  

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

K o s t e ,  W.  ( 1 9 7 8 )  R o t a t o r i a .  G e b r ü d e r  

B o r n t r a e g e r  B e r l i n、  S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 2 0 0 0 )  日 本 淡 水 プ

ラ ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .   

沈  嘉 瑞 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 4 )  中 国 /日 本  

淡 水 産 橈 脚 類 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  

鈴 木  實  ( 1 9 9 9 )  車 輪 虫 類 同 定 学 .  三 省

堂 ,  東 京 .  

堵  南 山・水 野 寿 彦  ( 1 9 8 2 )  中 国 /日 本  淡

水 産 枝 角 類 総 説 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  



 

１－１０．植物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Phy top lan k ton  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 7 年 夏 季 （ 8 月 2 3 - 2 9 日 ） に

兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 6 4 の た め 池 で 出 現 し

た 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 現 存 量 （ μm 3  

m L - 1） で あ る 。 現 存 量 は 、 細 胞 体 積 で な く

葉 緑 体 の 体 積 で 示 し た 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今

田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 は 最 深 部 で 実 施 し た 。1 0 0  m L 容 ポ リ

ビ ン を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、 水 深 0 . 2  m の

池 水 を 直 接 採 水 し た 。 試 料 は 、 ル ゴ ー ル 液

（ 高 村 、 2 0 0 3） を 数 滴 滴 下 し て 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、

U t e r m ö h l（ 1 9 5 8） の セ デ ィ メ ン ト チ ャ ン バ

ー に 溢 れ る 程 度 に 乗 せ 、 気 泡 が 入 ら ぬ よ う

ガ ラ ス 板 で 余 分 な 水 を 切 っ て 蓋 を し た 。 2 4

時 間 静 置 し た 後 、対 物 レ ン ズ 4 0 倍 を 備 え た

倒 立 顕 微 鏡 （ T S - 1 0 0 、 N i k o n 、 To k y o ） で 、

チ ャ ン バ ー 底 面 の 直 径 を 含 む 線 上 に 沿 っ て

一 ～ 複 数 列 の ユ ニ ッ ト 数 を タ ク サ ご と に 計

数 し た 。 1 と す る ユ ニ ッ ト は 、 シ ア ノ バ ク

テ リ ア M i c ro c y s t i s の よ う に 1 細 胞 性 の タ ク

サ は 1 細 胞 、P l a n k t o t h r i x の よ う に 糸 状 群 体

を 形 成 す る タ ク サ は 接 眼 マ イ ク ロ メ ー タ ー

に 合 わ せ 2 5  μm の 円 筒 体 、 A n a b a e n o p s i s の

よ う に 螺 旋 状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 1 螺

旋 、緑 藻 B o t r y o c o c c u s の よ う に 塊 状 群 体 を

形 成 す る タ ク サ は 1 塊 と し た 。 計 数 す る 列

は 、 総 ユ ニ ッ ト 数 が 4 0 0 以 上 に な る ま で 、

プ ラ ン ク ト ン 量 が 多 い 場 合 に は 適 宜 希 釈 し

た 試 水 を 用 い て 実 施 し た 。  

次 に 葉 緑 体 の 体 積 を 求 め 、 こ れ を そ の タ

ク サ の 現 存 量 （ μm 3  m L - 1） と し た 。 体 積 へ

の 換 算 は 、 先 に 示 し た ユ ニ ッ ト を 球 、 楕 円

体 、 円 筒 体 、 直 方 体 、 三 角 錐 な ど に 近 似 さ

せ て （ We t z e l  a n d  L i k e n s、 1 9 9 1） 基 本 と な

る 長 さ を 計 測 し て 得 た 。 基 本 と な る 長 さ は

顕 微 鏡 画 像 を デ ジ タ ル カ メ ラ （ D F C 4 9 0 、

L e i c a 、 H e e r b r u g g 、 S w i t z e r l a n d ） で 取 り 込

み 、計 測 ソ フ ト（ I M 5 0 0  Ve r.  5）で 計 測 し た 。  

同 定 に 用 い た 資 料 は 以 下 の と お り で あ る 。

シ ア ノ バ ク テ リ ア （ C y a n o p h y c e a e ） は

H u b e r - P e s t a l o z z i（ 1 9 3 8）お よ び 渡 邊（ 2 0 0 7）、

黄 緑 色 藻（ X a n t h o p h y c e a e）は E t t l（ 1 9 7 8）、

黄 金 色 藻 （ C h r y s o p h y c e a e ） は St a r m a c h

（ 1 9 8 5 ）、 珪 藻 （ B a c i l l a r i o p h y c e a e ） は

K r a m m e r  a n d  L a n g e - B e r t a l o t（ 1 9 8 6、 1 9 8 8、

1 9 9 1 a 、 b ） と 渡 辺 （ 2 0 0 5 ）、 渦 鞭 毛 藻

（ D i n o p h y c e a e ） 、 ク リ プ ト 藻

（ C r y p t o p h y c e a e ） お よ び プ ラ シ ノ 藻

（ P r a s h i n o p h y c e a e） は 水 野 ・ 高 橋 （ 2 0 0 0）、

ミ ド リ ム シ 藻 （ E u g l e n o p h y c e a e ） は  

H u b e r - P e s t a l o z z i （ 1 9 5 5 ）、 ラ フ ィ ド 藻

（ C h l o r o m o n a d o p h y c e a e） は 廣 瀬 （ 1 9 7 7）、

緑 藻 （ C h l o r o p h y c e a e ） は 廣 瀬 （ 1 9 7 7 ）、

K o m á r e k  a n d  F o t t  ( 1 9 8 3 )、水 野・高 橋（ 2 0 0 0）

お よ び 山 岸 （ 1 9 9 8）。

 

   

 

 



 

引 用 文 献  

E t t l ,  H .  ( 1 9 7 8 )  X a n t h o p h y c e a e .  I n :  

3 . S ü s s w a s s e r f l o r a  v o n  M i t t e l e u r o p a  ( e d s .  

H .  E t t l ,  J .  G e r l o f f  a n d  H .  H e y n i g ) ,  G u s t a v  

F i s c h e r  Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

廣 瀬 弘 幸  ( 1 9 7 7 )  日 本 淡 水 藻 図 鑑 .  内 田 老 鶴

圃 新 社 ,  東 京 .  

H u b e r - P e s t a l o z z i ,  G.  ( 1 9 3 8 )  D a s  P h y t o p l a n k t o n  

d e s  S ü ß w a s s e r s .  B a n d  X V I .  1 .  Te i l .  I n :  D i e  

B i n n e n g e w ä s s e r.  e d .  b y  T h i e n e m a n n ,  A .  E .  

S c h w e i z e r b a r t ’s c h e  Ve r l a g s b u c h h a n d l u n g ,  

S t u t t g a r t .  

H u b e r - P e s t a l o z z i ,  G.  ( 1 9 5 5 )  D a s  P h y t o p l a n k t o n  

d e s  S ü ß w a s s e r s .  4 .  Te i l .  E u g l e n o p h y c e e n .  

I n :  D i e  B i n n e n g e w ä s s e r.  e d .  b y  

T h i e n e m a n n ,  A .  E .  S c h w e i z e r b a r t ’s c h e  

Ve r l a g s b u c h h a n d l u n g ,  S t u t t g a r t .  

K o m á r e k ,  J .  a n d  F o t t ,  B .  ( 1 9 8 3 )  D a s  

P h y t o p l a n k t o n  d e s  S ü ß w a s s e r s .  7 .  Te i l .  1 .  

H ä l f t e .  C h l o r o p h y c e a e  ( G r ü n a l g e n )  

O r d n u n g :  C h l o r o c o c c a l e s .  I n :  D i e  

B i n n e n g e w ä s s e r.  e d s .  b y  E l s t e r ,  H . - J .  a n d  

O h n e ,  W.  E .  S c h w e i z e r b a r t ’s c h e  

Ve r l a g s b u c h h a n d l u n g ,  S t u t t g a r t .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 8 6 )  

B a n d  2 / 1 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  1 .  Te i l .  

N a v i c u l a c e a e .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  

H e y n i g ,  H .  a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  

F i s c h e r  Ve r l a g ,  J e n a .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 8 8 )  

B a n d  2 / 2 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  2 .  Te i l .  

B a c i l l a r i o p h y c e a e ,  E p i t h e m i a c e a e ,  

S u r i r e l l a c e a e .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  

H e y n i g ,  H .  a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  

F i s c h e r  Ve r l a g ,  J e n a .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 9 1 a )  

B a n d  2 / 3 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  3 .  Te i l .  

C e n t r a l e s ,  F r a g i l a r i a c e a e ,  E u n o t i a c e a e .  I n :  

S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  

E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  a n d  

M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  F i s c h e r  

Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  

( 1 9 9 1 b )  B a n d  2 / 4 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  

4 .  Te i l .  A c h n a n t h a c e a e ,  K r i t i s c h e  

E r g ä n z u n g e n  z u  N a v i c u l a  ( L i n e o l a t a e )  

u n d  G o m p h o n e m a .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  

v o n  M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  

G ä r t n e r ,  G. ,  G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  

a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  F i s c h e r  

Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 2 0 0 0 )  日 本 淡 水 プ

ラ ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .   

S t a r m a c h ,  K .  ( 1 9 8 5 )  B a n d  1 .  

C h r y s o p h y c e a e  u n d  H a p t o p h y c e a e .  I n :  

S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  M i t t e l e u r o p a  e d s .  

b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  

a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  F i s c h e r  

Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

高 村 典 子 （ 2 0 0 3） 植 物 プ ラ ン ク ト ン .  地

球 環 境 調 査 計 測 事 典  第 2 巻  陸 域

編 ② ,  p p . 1 8 7 - 1 9 1 .  フ ジ・テ ク ノ シ ス

テ ム ,  東 京 .  

U t e r m ö h l ,  H .  ( 1 9 5 8 )  Z u r  Ve r v o l l k o m m n u n g  

d e r  q u a n t i t a t i v e n  

P h y t o p l a n k t o n - M e t h o d i k .  

I n t e r n a t i o n a l e  Ve r e i n i g u n g  f ü r  

t h e o r e t i s h e  u n d  a n g e w a n d t e  

L i m n o l o g i e ,  M i t t e i l u n g e n ,  9 :  1 - 3 8 .  

渡 辺 仁 治  ( 2 0 0 5 )  淡 水 珪 藻 生 態 図 鑑 .  内

田 老 鶴 圃 ,  東 京 .  

渡 邊 眞 之  ( 2 0 0 7 )  日 本 ア オ コ 大 図 鑑 .  誠

文 堂 新 光 社 ,  東 京 .  

山 岸 高 旺  ( 1 9 9 8 )  淡 水 藻 類 写 真 集 ガ イ ド

ブ ッ ク .  内 田 老 鶴 圃 新 社 ,  東 京 .  

We t z e l ,  R .  G.  a n d  L i k e n s ,  G.  E .  ( 1 9 9 1 )  

L i m n o l o g i c a l  A n a l y s e s .  

S p r i n g e r - Ve r l a g ,  N e w  Yo r k .  

 

 



 

１－１１．水質  

中川  惠 ・及川康 子・佐治 あずみ・ 高村典子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

  

Wa t e r  qu a l i t y  

M e g u mi  N A K A G AWA ,  Ya s u k o  O I K AWA ,  A z u mi  S A J I  a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 6 4 の た め 池

で 、 2 0 0 6 - 0 8 年 の 夏 季 、 秋 季 お よ び 春 季 に

調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分 析 値 で あ る 。

池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照

さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 日  

 2 0 0 6 年 度 に 選 定 し た 3 1 池 は 、夏 季 は 2 0 0 6

年 7 月 3 1 日 ～ 9 月 2 9 日 と 2 0 0 7 年 8 月 2 3 - 2 9

日 の 2 回 、 秋 季 は 2 0 0 6 年 1 0 月 2 3 - 2 7 日 と

一 部 の 池（ 1 2 池 ）で は ベ ン ト ス や 底 泥 の 調

査 に 合 わ せ 2 0 0 7 年 1 0 月 2 2 - 2 6 日 、 春 季 は

2 0 0 7 年 5 月 1 3 - 1 5 日 に 、そ れ ぞ れ 実 施 し た 。

ま た 、 2 0 0 7 年 度 に 選 定 し た 3 3 池 は 、 夏 季

は 2 0 0 7 年 8 月 2 3 - 2 8 日 、秋 季 は 1 0 月 2 2 - 2 6

日 、 春 季 は 2 0 0 8 年 5 月 1 9 - 2 2 日 に 行 っ た 。 

 

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 は 最 深 部 で 、 採 水 や プ ラ ン ク ト

ン 採 集 前 に 実 施 し た 。 最 深 部 へ は フ ロ ー タ

ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー で

計 測 し た 。 光 量 子 量 は ロ ガ ー （ L I 1 4 0 0 、

L i - C o r 、 L i n c o r l n 、 N E ） を 備 え た 水 中 光 量

子 セ ン サ ー （ L I - 1 9 2 S A、 L i - C o r、 L i n c o r l n、

N E） で 少 な く と も 3 水 深 を 計 測 し 、 式 I z

＝ I 0  e - k z か ら 消 散 計 数（ k、m - 1）を 求 め た 。

こ こ で 、 I z は 水 深 Z  m の 光 量 子 量 （ μm o l  

p h o t o n  m - 2  s - 1）、 I 0 は 表 面 水 の 光 量 子 量 、 e

は 自 然 対 数 を 示 す 。 透 明 度 は 直 径 3 0  c m の

セ ッ キ 盤 を 用 い て 計 測 し た 。 水 温 と 溶 存 酸

素 （ D O） 濃 度 は D O メ ー タ ー （ M o d e l  5 8、

Y S I、 Ye l l o w  S p r i n g s、 O H、 U S A）、 電 気 伝

導 度 （ E C ） と p H は E C / p H メ ー タ ー

（ W M - 2 2 E P、 T O A - D K K、 To k y o） を 用 い 、

そ れ ぞ れ 水 深 0 . 2  m と 池 底 直 上 よ り 0 . 1  m

上 で 計 測 し た 。2 0 0 7 年 5 月 か ら 、濁 度 は 濁

度 セ ン サ ー （ 6 1 3 6、 Y S I、 Ye l l o w  S p r i n g s、

O H、 U S A）、 フ ィ コ シ ア ニ ン の 蛍 光 強 度 は

B G A - P C セ ン サ ー （ 6 1 3 1、 Y S I  I n c .、 Ye l l o w  

S p r i n g s、O H、U S A）を 備 え た 多 項 目 水 質 計

（ M o d e l 6 6 0 0 - D、Y S I、Ye l l o w  S p r i n g s、O H、

U S A） で 計 測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 現 場 計 測 を 行 っ た

地 点 で 採 水 し た 。 2  L 容 ポ リ プ ロ ピ レ ン 容

器 と 1 0 0  m L 容 バ イ ア ル 瓶 を 池 水 で 共 洗 い

し た 後 、水 深 0 . 2  m の 池 水 を 直 接 採 水 し た 。

こ の 時 、 透 明 度 が 1 . 5  m 以 上 を 示 し た 場 合

に は 複 数 本 採 っ た 。 バ イ ア ル 瓶 は 注 射 針 で

余 分 な 水 を 除 き 、 ア ル ミ 栓 で 密 封 し た 。 こ

れ ら は 冷 暗 下 で 実 験 室 ま で 運 搬 し た 。  

  

水 質 分 析 方 法  

ク ロ ロ フ ィ ル a（ C h l . a）濃 度 は 、水 中 懸

濁 物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙（ G F / F、

W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、 U K、 以

下 、ろ 紙 と 記 す ）上 に 集 め た も の を 、冷 暗

下 、ス ク リ ュ ー バ イ ア ル 瓶 の 中 で 9 9 . 9  %メ

タ ノ ー ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。抽 出 物 は よ く

振 っ て か ら 3 0 0 0  r p m で 1 0 分 遠 心（ H - 3 0 R、

K o k u s a n、 To k y o） し 、 上 澄 み の 6 6 5  n m に

お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計 （ U - 2 8 0 0 A、

H i t a c h i、To k y o）で 測 定 し た（ M a r k e r  e t  a l .、

1 9 8 0）。  



 

S S 濃 度 は 、予 め 5 5 0  ℃ 、1 0 3  ℃ で 1 時 間

ず つ 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ 紙

上 に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か ら

秤 量 し て 得 た 。ま た 、2 0 0 7 年 5 月 か ら は 懸

濁 態 無 機 物 （ F S  :  f i x e d  s o l i d s） と 懸 濁 態 有

機 物（ V S  :  v o l a t i l e  s o l i d s）の 濃 度 も 求 め た 。

F S 濃 度 は 、 S S を 計 測 し た ろ 紙 を 5 5 0  ℃ 、

1 0 3  ℃ で 1 時 間 ず つ 熱 処 理 を 行 っ た 残 渣 重

量 と し 、V S は S S と F S と の 差 か ら 求 め た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 5 5 0  ℃ で

1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液

（ 以 下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は

イ ン ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、1 9 9 8）、N O 2 - N

は ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。全 窒 素（ T N）濃 度 は 試 水 を そ の

ま ま 、溶 存 態 全 窒 素（ D T N） 濃 度 は ろ 液 を

一 定 量 量 り 採 っ た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器

に 、ア ル カ リ 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ

ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、N O 2 - N に 変 換 し

て 測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全

リ ン （ D T P） 濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ

た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル

オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解

し 、 S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。懸 濁 態 全 リ

ン （ P T P） 濃 度 は 、 ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ

ー （ 0 . 2  μm 孔 径 、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 濾 し 集 め た S S を フ ィ

ル タ ー ご と ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 収 め

て 一 定 量 の 超 純 水 を 加 え た 後 、 T P と 同 様

の 処 理 を 行 い 分 析 し た 。  

懸 濁 態 有 機 炭 素 （ P O C） と 懸 濁 態 有 機 窒

素（ P O N）の 各 濃 度 は 、S S 計 量 後 の ろ 紙 を

炭 素 ・ 水 素 ・ 窒 素 同 時 定 量 装 置 （ J M - 1 0、

J - S c i e n c e  L a b .、 K y o t o） で 分 析 し た 。  

溶 存 態 無 機 炭 素 （ D I C） 濃 度 は バ イ ア ル

瓶 で 密 封 し た 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 有 機

炭 素（ D O C）濃 度 は ろ 液 を N P O C 法 で 、オ

ー ト サ ン プ ラ ー（ A S I - V、S h i m a d z u、K y o t o）

を 備 え た 全 有 機 体 炭 素 計 （ T O C - V C S N、

S h i m a d z u、 K y o t o） で 計 測 し た 。 ま た 、 ろ

液 の 2 6 0  n m で の 吸 光 度 （ U V） を 測 定 し 、

U V / D O C 比 （ 福 島 ら 、 1 9 9 7） を 計 算 し た 。 

ナ ト リ ウ ム （ N a +）、 カ リ ウ ム （ K +）、 カ

ル シ ウ ム （ C a 2 +） お よ び マ グ ネ シ ウ ム

（ M g 2 +）の 各 イ オ ン 濃 度 は 、ガ ー ド カ ラ ム

（ P C I - 3 2 1 G、 T O A - D K K、 To k y o） を 装 着 し

た 2 0  μL ル ー プ カ ラ ム（ P C I - 3 2 2、T O A - D K K、

To k y o） を 用 い 、 オ ー ト サ ン プ ラ ー

（ I C A - 2 0 0 A S、 T O A - D K K、 To k y o） を 備 え

た イ オ ン 分 析 計（ I A - 3 0 0、T O A - D K K、To k y o）

で 測 定 し た 。試 料 注 入 の 際 に は 、ろ 液 を 更

に メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー （ 0 . 4 5  μm 孔 径 、

s a r t o r i u s  A G、 G o e t t i n g e n、 G e r m a n y） で 濾

し た 。  

塩 化 物 （ C l -） と 硫 酸 （ S O 4
2 -） の 各 イ オ

ン 濃 度 は 、 ガ ー ド カ ラ ム （ P C I - 2 0 5 G、

T O A - D K K、 To k y o） を 装 着 し た 2 0  μL ル ー

プ カ ラ ム（ P C I - 2 0 5、T O A - D K K、To k y o）を

用 い 、 陽 イ オ ン と 同 様 に 分 析 し た 。  

溶 存 態 の ア ル ミ ニ ウ ム （ D - A l）、 カ ル シ

ウ ム （ D - C a）、 鉄 （ D - F e）、 マ グ ネ シ ウ ム

（ D - M g）、 マ ン ガ ン （ D - M n） お よ び 珪 素

（ D - S i）の 各 濃 度 は 、ろ 液 に 最 終 濃 度 が 1  %

に な る よ う に 塩 酸 を 加 え た も の を 、誘 導 結

合 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 装 置 （ 6 1 E - Tr a c e、

T h e r m o  J a r r e l l  A s h、 M A、 U S A） で 測 定 し

た 。
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１－１２．底質  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Sed i men t s  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 6 4 の た め 池

で 採 泥 し た 底 質 の 分 析 値 で あ る 。 池 の 位 置

は 1 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

採 泥  

採 泥 は 、2 0 0 8 年 5 月 の ベ ン ト ス 調 査 を 実

施 し た 池 中 央 部 付 近 の 3 ヶ 所 で 実 施 し た 。

エ ク マ ン バ ー ジ 型 採 泥 器 （ 開 口 部

1 5 c m×1 5 c m、 R i g o、 To k y o） を 用 い て 採 取

し た 底 泥 表 層 は 、 タ ッ パ ー に 採 っ た 後 、 冷

凍 し て 実 験 室 に 持 ち 帰 っ た 。  

  

底 質 分 析 方 法  

 泥 は 凍 結 乾 燥 さ せ た 後 、 薬 さ じ な ど で 塊

を 崩 し 、 よ く 混 合 さ せ た 。  

強 熱 減 量 は 、 5 5 0  ℃ で 1 時 間 熱 処 理 し た

後 に 室 温 に 戻 し 秤 量 し た る つ ぼ に 、 試 泥 を

約 5  g 採 り 分 け て 秤 量 し た 値 か ら 、 再 度 同

じ 加 熱 処 理 を 行 い 秤 量 し た 、 そ の 差 分 と し

た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１－１３．底泥の成分および微生物活性  

広木幹也  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Chemica l  an a ly s i s  and  mi c rob i a l  a c t i v i t i e s  o f  s ed imen t s  

M i k i ya  H I R O K I   

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 7 年 の 春 季 （ 5 月 ） に 調 査 、

採 取 し た 3 1 池 の た め 池 底 泥 の 化 学 分 析 お

よ び 微 生 物 活 性 を 測 定 し た 結 果 で あ る 。 こ

の う ち 9 池 に つ い て は 夏 季（ 同 年 8 月 ）、秋

季（ 同 年 1 0 月 ）お よ び 冬 季（ 2 0 0 8 年 1 月 ）

に も 調 査 を 行 い 、 そ れ ら の 結 果 も 合 わ せ て

示 し た 。池 の 位 置 は 1 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

試 料 採 取 お よ び 調 製  

 一 つ の 池 に つ き 3 本 の ア ク リ ル 製 円 筒

（ 内 径 3 . 9  c m） を 底 泥 に 突 き 刺 し 、 非 か く

乱 の コ ア 試 料 を 採 取 し 、 冷 蔵 状 態 で 研 究 室

に 送 付 し た 。 こ れ ら の 試 料 は 池 の 周 縁 部 の

水 深 1 . 5  m 以 内 の 地 点 で 採 取 し た 。 水 草 帯

を 持 つ 池 で は 、 優 占 し て い る 植 生 の 中 で 採

取 し た 。  

研 究 室 に 送 ら れ た 各 コ ア 試 料 の 表 層 よ り

3  c m の 部 分 を 切 り 出 し 、礫 や リ タ ー 、植 物

根 を ピ ン セ ッ ト で 取 り 除 い た 後 、 サ ン プ ル

毎 に 均 一 に 混 合 し た も の を 微 生 物 活 性 お よ

び 有 機 物 含 量 の 測 定 に 供 し た 。 測 定 を 終 え

た 湿 潤 試 料 の 残 り は 凍 結 乾 燥 器 に よ り 水 分

を 完 全 に 除 去 し た 後 、 元 素 分 析 お よ び リ ン

の 形 態 別 分 析 に 供 し た 。  

 

分 析 法  

微 生 物 活 性 ： フ ル オ レ セ イ ン 二 酢 酸 （ F D A）

加 水 分 解 活 性 、 β -グ ル コ シ ダ ー ゼ（ G L U）活

性 、 フ ォ ス フ ァ タ ー ゼ （ P H S） 活 性 、 ペ プ チ

ダ ー ゼ （ P E P） 活 性 を 測 定 し た 。  

F D A加 水 分 解 活 性 は S c h n u r e r  a n d  R o s s w a l l

（ 1 9 8 2） の 方 法 を 改 変 し て 測 定 し た 。 5 0  m L

の 滅 菌 し た 6 0  m Mリ ン 酸 緩 衝 液 （ p H  7 . 6） に

湿 潤 試 料 4  gお よ び 1 0  m g  L - 1の F D A溶 液 0 . 2 5  

m Lを 加 え 、 2 4  ℃ で 2時 間 、 振 と う 培 養 し た 。

振 と う 培 養 の 前 後 で 4 9 0  n mの 吸 光 度 を 測 定

し 、吸 光 度 の 差 か ら F D A加 水 分 解 活 性（ 相 対

値 ） を 求 め た 。  

G L U活 性 は M e y e r - R e i l（ 1 9 8 7） を 改 変 し て

測 定 し た 。 湿 潤 試 料 0 . 4  g  に 蒸 留 水 0 . 5  m Lと

リ ン 酸 ク エ ン 酸 緩 衝 液 （ p H 6 . 2） 1 . 5  m Lを 加

え 、 更 に 基 質 と し て 3  m Mの 4 -メ チ ル ウ ン ベ

リ フ ェ リ ル - D -グ ル コ ピ ラ ノ シ ド（ M U F - G l c）

1  m Lを 加 え た 。こ れ を 3 0  ℃ で 2時 間 振 と う 培

養 し た の ち 、エ タ ノ ー ル 8  m Lを 加 え て 反 応 を

停 止 さ せ た 。こ れ を N o . 5 Bろ 紙 で ろ 過 し た 後 、

ろ 液 5  m Lに 1  Mト リ ス 緩 衝 液  2  m Lを 加 え 、

蛍 光 分 光 光 度 計（ R F - 1 5 0 0、S h i m a d z u、K y o t o）

を 用 い て 3 6 5  n mの 励 起 光 に 対 す る 4 5 5  n mの

蛍 光 強 度 を 測 定 し た 。4 -メ チ ル ウ ン ベ リ フ ェ

ロ ン（ M U F）標 準 液 か ら 作 成 し た 検 量 線 に よ

っ て 、培 養 に よ っ て 生 じ た M U F量 を 求 め 、底

泥 の G L U活 性 を 求 め た 。  

P E P活 性 の 測 定 に は M U F - G l cに 代 え て 0 . 0 5  

m M  の L -ロ イ シ ン  7 -ア ミ ド - 4 -メ チ ル ク マ リ

ン を 用 い て G L Uの 測 定 と 同 様 の 方 法 で 測 定

し た 。  

P H S活 性 の 測 定 に は 基 質 と し て リ ン 酸 ４

‐ メ チ ル ウ ン ベ リ フ ェ リ ル（ 3  m M）を 用 い 、

リ ン 酸 緩 衝 液 の 代 わ り に 蒸 留 水 を 用 い た 他

は 、G L U活 性 の 測 定 と 同 様 に 測 定 し た 。湿 潤

試 料 の 一 部 を 1 0 5  ℃ で 乾 燥 し 、水 分 含 量 を 求



 

め た 。 F D A加 水 分 解 活 性 お よ び G L U、 P E P、

P H S活 性 は 乾 燥 重 量 当 た り に 換 算 し た 。  

 

有 機 物 量（ 強 熱 損 量 ）：坩 堝 に 入 れ て 1 0 5  ℃

で 乾 燥 さ せ た 底 泥 試 料 を 電 気 炉 内 で 5 5 0  ℃ 、

1 昼 夜 強 熱 し て 、そ の と き の 重 量 減 少 量（ 強

熱 損 量 ） を 有 機 物 含 量 と し た 。  

 

元 素 分 析 ： 底 泥 中 の 全 炭 素 お よ び 全 窒 素 含

量 に つ い て は ア セ ト ア ニ リ ド を 標 準 物 質 と

し て 全 窒 素 ・ 全 炭 素 測 定 装 置 （ ス ミ グ ラ フ

N C 9 0 A、（ 株 ）住 化 分 析 セ ン タ ー ）を 用 い て

測 定 し た 。 炭 素 、 窒 素 以 外 の 元 素 に つ い て

は 湿 式 法 に よ り 分 解 、 測 定 し た 。 即 ち 、 テ

フ ロ ン 製 の バ イ ア ル ビ ン に 乾 燥 試 料 0 . 5  g  

と 硝 酸 を 加 え て 密 封 し た も の を ス テ ン レ ス

製 の 耐 圧 容 器 に 入 れ 、 1 4 0  ℃ で 4 時 間 、 加

温 し た（ O k a m o t o  a n d  F u w a、 1 9 8 4）。有 機 物

が 完 全 に 分 解 し た 後 、 残 渣 を G F / F フ ィ ル

タ ー で 除 き 、分 解 液 中 の C a、M g、F e、A l、

C u、 Z n、 P の 濃 度 を 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 発 光

分 光 分 析 装 置 （ I C A P - 6 1 E - T R A C E 、 T h e r m o  

J a r r e l l  A s h、 F r a n k l i n、 M A） で 測 定 し た 。  

 

有 機 お よ び 無 機 態 リ ン の 測 定 ： O ’ H a l l o r a n

（ 1 9 9 3） の 方 法 に 従 っ て 有 機 態 お よ び 無 機

態 の リ ン 含 量 を 測 定 し た 。 乾 燥 試 料 0 . 5  g

を 0 . 5  M  硫 酸 2 5  m L 中 で 1 6 時 間 振 と う 抽

出 し た 。遠 心 分 離（ 2 5 0 0  r p m、1 0  m i n）後 、

上 澄 み 液 中 の リ ン 酸 含 量 を モ リ ブ デ ン ブ ル

ー 法 で 定 量 し 、 元 の 底 泥 中 の 無 機 態 リ ン 酸

含 量 を 求 め た 。 別 に 、 乾 燥 試 料 0 . 5  g を 坩

堝 に 測 り と り 、5 5 0  ℃ で 1 時 間 強 熱 し た 後 、

上 記 と 同 様 に 0 . 5  M の 硫 酸 で 抽 出 し 、 リ ン

酸 含 量 を 定 量 し た 。 強 熱 後 に 抽 出 さ れ た リ

ン 含 量 と 、 強 熱 せ ず に 抽 出 さ れ た リ ン 含 量

の 差 を 有 機 態 の リ ン 含 量 と し た 。  
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１－１４．農薬の散布情報  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

I n fo rma t ion  o f  pes t i c i de  sp r ay  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 6 - 0 7 年 に 調 査 し た た め 池 の 集

水 域 で 散 布 さ れ る 農 薬 の 散 布 時 期 、 お よ び 種

類 と 有 効 成 分 に つ い て 、 た め 池 管 理 者 な ら び

に 農 業 協 同 組 合（ 以 下 ， J A と 記 す ）に 聞 き 取

り 調 査 を 行 っ た 結 果 で あ る 。 な お 、 調 査 対 象

域 は 、 2 0 0 6 年 度 時 点 の 市 町 村 単 位 で 区 分 し

「 地 区 名 」 と し た 。 ま た 、 地 区 別 の 栽 培 指 導

内 容 は 、「 J A 支 部 」 ご と に 確 認 を 行 っ た 。 池

の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ

た い 。  

 

方 法  

農 薬 散 布 時 期  

除 草 剤 散 布 や 病 虫 害 防 除 の 時 期 の 特 定 は 、

調 査 対 象 域 の 農 家 一 般 に 配 布 さ れ る 栽 培 指 導

暦 の 内 容 と 、 対 象 域 の 各 J A へ の 補 足 の ヒ ア

リ ン グ を も と に 行 っ た 。 た め 池 管 理 者 へ の 水

稲 の 栽 培 品 種 と 作 業 日 程 の 確 認 結 果 と 併 せ て 、

調 査 地 点 に お け る 農 薬 の 影 響 が 見 ら れ そ う な

時 期 を 選 定 し た 。 そ の 際 、 水 田 か ら た め 池 へ

の 流 出 時 間 を 、 お お よ そ 1～ 2 日 と 見 込 ん だ 。 

ま ず 、 2 0 0 7 年 度 の 農 薬 調 査 に あ た っ て は 、

2 0 0 6 年 度 の J A 栽 培 指 導 暦 か ら 、 2 0 0 7 年 度 の

栽 培 推 定 暦 （ 図 1） 、 2 0 0 8 年 度 の 農 薬 調 査 に

あ た っ て は 、 2 0 0 8 年 度 の J A 栽 培 指 導 暦 か ら

2 0 0 8 年 度 栽 培 推 定 暦 （ 図 2） を 作 成 し た 。 各

図 の 上 段 に は そ れ ぞ れ 、 代 表 例 と し て J A 兵

庫 六 甲 （ 神 戸 西 ） の 栽 培 指 導 暦 を 掲 載 し た 。

ま た 、 各 図 の 下 段 に は 、 た め 池 管 理 者 へ の 聞

き 取 り 調 査 か ら 、 池 の 集 水 域 に お け る 水 稲 の

栽 培 品 種 、 田 植 え ・ 中 干 し ・ 稲 刈 り の 各 作 業

時 期 を 大 ま か に 聞 き 取 っ た も の を マ ー キ ン グ

し た 。ま た 、J A 支 部 ご と の 水 稲 の 田 植 え

ピ ー ク 時 期 や 防 除 の ピ ー ク 時 期 を 確 認 し

た 結 果 を 網 掛 け で 示 し た 。 そ れ ら の 情 報

を も と に 、 各 図 の 最 下 段 に 、 調 査 対 象 池

の 集 水 域 に お け る 農 作 業 の 繁 忙 期 （ 作 業

繁 暦 ） を 特 定 し 、 農 薬 調 査 候 補 日 を 調 査

地 点 ご と に 記 し た 。  

 

農 薬 の 種 類 と 有 効 成 分  

農 薬 の 種 類 と 有 効 成 分 に つ い て は 、 調

査 対 象 地 域 の J A が 支 部 ご と に 作 成 し 一

般 農 家 へ 配 布 す る 水 稲 栽 培 指 導 暦 （ 2 0 0 6

年 度 と 2 0 0 8 年 度 分 ）か ら 、除 草 や 防 除 に

使 わ れ て い る 薬 剤 名 を 抽 出 し 、 表 1 を 作

成 し た 。 薬 剤 ご と の 有 効 成 分 は 、 農 林 水

産 消 費 安 全 技 術 セ ン タ ー の 提 供 す る 農 薬

登 録 情 報 提 供 シ ス テ ム ＜

h t t p : / / a c s e a r c h . a c i s . f a m i c . g o . j p / f a m i c /＞

か ら 特 定 を 行 っ た 。  

 表 1 で は 、 図 1 お よ び 2 の 農 薬 散 布 時

期 と 対 照 で き る よ う に 、J A 栽 培 指 導 暦 か

ら 読 み 取 れ る 「 散 布 作 業 」 の 分 類 と 「 散

布 時 期 」の 詳 細 を 記 載 し た 。ま た 、 J A の

栽 培 指 導 暦 に 記 載 さ れ た 商 品 名 を 「 農 薬

の 商 品 名 」 、 検 索 サ ー ビ ス 上 に 登 録 さ れ

て い る 商 品 名 を 「 農 薬 の 商 品 名 （ 登 録 商

標 ） 」 と し た 。 更 に 、 「 製 剤 の 一 般 名 」

は 、 国 際 的 に 標 準 化 さ れ 通 用 す る 名 称 で

あ り 、 行 政 的 な 文 章 に よ く 用 い ら れ る も

の で 、 農 薬 の 有 効 成 分 を 指 し 示 す 。 有 効

成 分 の 毒 性 の 詳 細 は 、 以 下 の 通 り （ ＜



 

h t t p : / / w w w . a c i s . g o . j p / s e a r c h F / v t l l m 0 0 2 . h t m l

＞ の 記 載 内 容 を 引 用 ） で あ る 。  

 

（ 人 畜 毒 性 ）      

 化 学 物 質 の 毒 性 に つ い て 毒 物 及 び 劇 物 取

締 法 に よ り 、 毒 性 が 著 し く 高 く 、 取 扱 い 上

危 険 を 伴 う も の を 毒 物 ま た は 劇 物 と し て 指

定 し て い ま す 。 毒 物 等 を 売 買 ・ 譲 渡 す る 場

合 は 譲 渡 書 が 必 要 で す 。 ま た 、 毒 物 及 び 劇

物 の 保 管 に 当 た っ て は 鍵 の か か る と こ ろ に

保 管 し な け れ ば な り ま せ ん 。  

 

1 .  特 定 毒 物：毒 物 の 中 で も 特 に 毒 性 が 高 い

も の （ 使 用 者 は 法 令 で 指 定 さ れ た 者 に 限

ら れ て い ま す ）   

2 .  毒 物：毒 性 が 高 い も の（ 容 器 包 装 に「 医

薬 用 外 毒 物 」 の 表 示 が さ れ て い ま す 。 農

薬 の 場 合 に は 、 通 常 防 護 マ ス ク な ど の 使

用 が 求 め ら れ ま す 。）   

3 .  劇 物：毒 物 ほ ど で は な い が 、毒 性 が 高 い

も の （ 容 器 包 装 に 「 医 薬 用 外 劇 物 」 の 表

示 が さ れ て い ま す 。 農 薬 の 場 合 に は 、 通

常 防 護 マ ス ク な ど の 使 用 が 求 め ら れ ま

す 。）   

4 .  普 通 物：毒 劇 物 に 該 当 し な い も の を 指 し

て い う 通 称 で す 。  

 

（ 魚 毒 性 ）      

 通 常 、 農 薬 の 有 効 成 分 を 用 い た コ イ 、 ミ

ジ ン コ 類 に 対 す る 実 験 結 果 （ 半 数 致 死 濃

度： L C 5 0）か ら 農 薬 の 有 効 成 分 の 水 産 動 物

へ の 影 響 の 度 合 い を 示 し ま す 。 使 用 に 際 し

て は 、 個 々 の 農 薬 の ラ ベ ル を 見 て 行 っ て く

だ さ い 。     

  

1 .  Ａ 類 ： コ イ の L C 5 0（ 4 8 時 間 ） ＞ 1 0 p p m  

か つ ミ ジ ン コ の L C 5 0（ 3 時 間 ）＞ 0 . 5 p p m  

2 .  Ｂ 類 ： 0 . 5 p p m＜ コ イ の L C 5 0（ 4 8 時 間 ）

≦ 1 0 p p m  

又 は ミ ジ ン コ の L C 5 0（ 3 時 間 ） ≦ 0 . 5 p p  

（ Ｂ － ｓ 類：Ｂ 類 の 中 で も 特 に 注 意 を 要 す

る も の 。）  

3 .  Ｃ 類 ： コ イ の L C 5 0（ 4 8 時 間 ） ≦ 0 . 5 p p m  
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品目名 月 4月 5月 6月 7月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

コシヒカリ 作業内容 播種 田植
（早稲）

作業期間 4月1日～10日 5月1日～10日 7月4日頃

水管理 湛水 浅水 落水 間断かん水
中干し

コシヒカリ 作業内容 播種 田植
（準早稲）

作業期間 4月25日～5月5日 5月25日～6月5日

水管理 湛水 浅水 落水
中干し

キヌヒカリ 作業内容 播種 田植

作業期間 5月5日～15日 6月1日～10日

水管理 湛水 浅水 落水 間断か
中干し

ヒノヒカリ 作業内容 播種 田植

作業期間 5月10日～20日 6月5日～15日

水管理 湛水 浅水

【調査対象池集水域栽培暦】
調査対象池番号 栽培品種
06-02 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■ ▲
06-03 ‐
06-04 ‐
06-05 ヒノヒカリ ■
06-06 ‐
06-08 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■ ■ ■ ■ ■ ■
06-09 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■ ▲ ▲
06-11 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■ ▲ ▲
06-12 ‐
06-15 山田錦 ■ ■ ■ ■ ■ ▲
06-16 （不明）
06-18 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■ ■ ■ ■ ▲ ▲ ▲
06-19 （不明）
06-20 キヌヒカリ ■ ■
06-21 ヒノヒカリ ■
06-23 ヒノヒカリ ■ ■
06-24 コシヒカリ ■ ■ ■ ■
06-25 ‐
06-27 アキタコマチ ■
06-28 ヒノヒカリ ■
06-29 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■
作業繁暦の特定

★4月23,24日 ★5月28,29日 ★6月18,19日

注１）上段図は、JA兵庫六甲（神戸西）2006年度水稲栽培指導暦を参照して作成した。
注２）下段、表中の凡例は、■＝田植え、▲＝中干し、●＝刈り取り、△＝基幹防除・臨機防除とした。
注３）下段網掛け　　　　は、各JA支部に確認した田植えピーク時期。
注４）下段、調査対象池の集水域で水田がない場合には「‐」で表記した。
注５）下段、明石の調査地点の栽培時期についてはヒアリングができなかったため、JAあかしの栽培指導暦の田植え時期を参照した。
注６）農薬調査の候補日は、★に示した。

図1. 2007年度栽培推定歴.
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8月 9月 10月
下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

収穫

7月22日頃 9月1日頃

湛水状態 間断かん水 落水

収穫

7月20日頃 8月7日頃 9月15日頃

間断かん水 湛水状態 間断かん水 落水

収穫

7月20日頃 8月9日頃 9月20日頃

かん水 湛水状態 間断かん水 落水

収穫

8月8日頃 8月28日頃 10月5日頃

落水 間断かん水 湛水状態 間断かん水 落水
中干し

JA支部名 集水域地区名
▲ ▲ ▲ ● ● JA兵庫みらい 加西

JA兵庫みらい 加西
JA兵庫みらい 加西

▲ ● JA兵庫みらい 加西
JA兵庫みらい 加西

▲ ▲ ● ● ● ● JA兵庫みらい 加西
▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● JA兵庫みのり 社・滝野地区
▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● JA兵庫みのり 社・滝野地区

JA兵庫みらい 小野
▲ ● ● JA兵庫みらい 三木

JA兵庫みらい 三木
▲ ● ● JA兵庫南 稲美町

JA兵庫南 稲美町
▲ ▲ ● ● JA兵庫南 稲美町

● JA兵庫南 稲美町
▲ ▲ ● JA加古川南 加古川
▲ ▲ ● JA兵庫六甲 明石

JA兵庫六甲 明石
▲ ▲ ● ● JA兵庫六甲 明石
▲ ● ● ● ● JA兵庫六甲 明石

● ● ● ● ● ● JA兵庫六甲 明石

★7月17,18日 ★8月13,14日 ★9月3,4日 ★9月25,26日
基幹防除後（早
稲）

基幹防除後（中
稲・晩稲）

臨機防除後（晩
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△基幹防除（早
稲）

△基幹防除（8/25,26） △臨機防除（9/15～
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基幹防除前（早
稲）

●刈り取り（9/29,30～10/6,7）▲中稲・晩稲
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品目名 月 4月 5月 6月 7月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

コシヒカリ 作業内容 播種 田植
（早稲）

作業期間 4月1日～10日 5月1日～10日 7月8日頃 　7月10日頃

水管理 湛水 浅水 落水 間断かん水
中干し

コシヒカリ 作業内容 播種 田植
（準早稲）

作業期間 4月25日～5月5日 5月25日～6月5日

水管理 湛水 浅水 落水
中干し

キヌヒカリ 作業内容 播種 田植

作業期間 5月5日～15日  6月2日～12日

水管理 湛水 浅水 落水 間断か
中干し

ヒノヒカリ 作業内容 播種 田植

作業期間 5月10日～20日 6月10日～20日

水管理 湛水 浅水

【調査対象池集水域栽培暦】
調査対象池番号 栽培品種
07-01 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■
07-02 ヒノヒカリ ■
07-03 キヌヒカリ ■
07-04 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■
07-05 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■
07-06 ‐
07-07 ‐
07-08 キヌヒカリ ■ ■ ■
07-09 キヌヒカリ、ヒノヒカリ ■
07-11 コシヒカリ、山田錦 ■
07-16 ヒノヒカリ ■
07-18 ヒノヒカリ ■
07-20 ヒノヒカリ、山田錦 ■
07-22 ‐
07-23 ‐
07-26 ‐
07-30 （不明） ■
07-31 ‐
07-32 コシヒカリ、キヌヒカリ ■ ■
07-33 ヒノヒカリ ■
作業繁暦の特定

★4月21,22日 ★5月26,27日 ★6月16,17日

田植え前 田植え後（早稲） 田植え後（中稲・晩稲）

注１）上段図は、JA兵庫六甲（神戸西）2008年度水稲栽培指導暦を参照して作成。
注２）下段、表中の凡例は、■＝田植え、▲＝中干し、●＝刈り取り、△＝基幹防除・臨機防除とした。
注３）下段網掛け　　　　は、各JA支部に確認した田植えピーク時期を示した。
注４）下段網掛け　　　　は、各JA支部に確認した防除ピーク時期を示した。航空防除がない、もしくは集団防除を行わない部分については、網掛け部分に「‐」で示した。
注５）下段、調査対象池の集水域で水田がない場合には「‐」で表記した。
注６）農薬調査の候補日は、★に示した。

図2. 2008年度栽培推定歴.
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8月 9月 10月
下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

収穫

頃 9月1日頃

湛水状態 間断かん水 落水

収穫

7月20日頃  24日頃 8月7日頃 9月15日頃

間断かん水 湛水状態 間断かん水 落水

収穫

7月20日頃  26日頃   8月10日頃 9月20日頃

かん水 湛水状態 間断かん水 落水

収穫

8月8日頃 8月14日頃 8月28日頃 10月15日頃

落水 間断かん水 湛水状態 間断かん水 落水
中干し

JA支部名 集水域地区名
△ JA兵庫みらい 加西

△ △ △ △ JA兵庫みらい 加西
△ JA兵庫みらい 加西

△ △ △ △ JA兵庫みらい 加西
△ △ △ △ JA兵庫みらい 加西

JA兵庫みらい 加西
JA兵庫みらい 加西

△ △ JA兵庫みらい 加西
△ △ △ △ △ △ △ JA兵庫みらい 加西

‐ JAみのり 社・滝野地区
JA兵庫みらい 小野

△ △ JA兵庫みらい 小野
△ JA兵庫みらい 三木

JAみのり 加古川
JA兵庫南 加古川
JA兵庫南 加古川

‐ ‐ JA兵庫南 播磨
JAあかし 明石

‐ JA兵庫六甲 神戸
△ △ JA兵庫六甲 神戸

★7月14,15日 ★8月11,12日 ★9月1,2日

基幹防除前（中稲・晩稲） 基幹防除後（早稲） 基幹防除後（中稲・晩稲）

●刈り取り（9/27,28～10/11,12）▲中稲・晩稲 △基幹防除（早 △基幹防除（8/23,24） △臨機防除（9/13～
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表1. 東播磨・北播磨地域におけるJA地域別農薬成分一覧.

使用地域

地区名

アゾキシストロビン 劇

フィプロニル 劇

イミダクロプリド 劇

チアジニル 普

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

田植え後15～50日まで バサグラン液剤 同左 ベンタゾン液剤 除草 ベンタゾンナトリウム塩 普

エトフェンプロックス 普

ピロキロン 普

なげこみトレボン 同左 エトフェンプロックス油剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

コラトップジャンボ 同左 ピロキロン粒剤 殺菌 ピロキロン 普

モンカット粒剤 同左 フルトラニル粒剤 殺菌 フルトラニル 普

エトフェンプロックス 普

バリダマイシン 普

フェリムゾン 普

フサライド 普

スタークル粒剤 同左 ジノテフラン粒剤 殺虫 ジノテフラン 普

ＢＰＭＣ 劇

マラソン 普

ＭＲ．ジョーカー粉剤ＤＬ 同左 シラフルオフェン粉剤 殺虫 シラフルオフェン 普

ヒドロキシイソキザゾール 普

メタラキシル 普

ＴＰＮ 普

ベノミル 普

田植え当日 プリンス粒剤 同左 フィプロニル粒剤 殺虫 フィプロニル 劇

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ピリミノバックメチル 普

ベンスルフロンメチル 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

フィプロニル 劇

オリサストロビン 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

フルトラニル 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

モンカット粒剤 同左 フルトラニル粒剤 殺菌 フルトラニル 普

エトフェンプロックス 普

カルタップ 劇

ルーバン粒剤 同左 ベンスルタップ粒剤 殺虫 ベンスルタップ 普

スタークル粒剤 同左 ジノテフラン粒剤 殺虫 ジノテフラン 普

トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

チアメトキサム 普

ピロキロン 普

イミダクロプリド 劇

フラメトピル 普

チアジニル 普

フィプロニル 劇

オリサストロビン 普

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ペントキサゾン 普

稲美町

除草剤散布

田植え後10～12日

苗箱防除

苗箱防除

除草剤散布

基幹防除

臨機防除

苗箱防除

除草剤散布

基幹防除

臨機防除

明石

神戸西

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫

殺虫

除草

除草

除草

除草

殺菌

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫

殺菌

フィプロニル・オリサストロビ
ン粒剤

イミダクロプリド・チアジニ
ル・フラメトピル粒剤

チアメトキサム・ピロキロン粒
剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ブロモブチド・ペントキサゾン
水和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

フィプロニル・オリサストロビ
ン粒剤

カルタップ・ブプロフェジン・
フルトラニル粉剤

カルタップ・ブプロフェジン粒
剤

エトフェンプロックス・カル
タップ粉剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ピリミノバックメチ
ル・ベンスルフロンメチル剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

ベノミル・ＴＰＮ水和剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ブロモブチド・ペントキサゾン
水和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

フィプロニル・アゾキシストロ
ビン粒剤

イミダクロプリド・チアジニル
粒剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

エトフェンプロックス・ピロキ
ロン粒剤

エトフェンプロックス・バリダ
マイシン・フェリムゾン・フサ
ライド粉剤

マラソン・ＢＰＭＣ粉剤

ヒドロキシイソキサゾール・メ
タラキシル液剤

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

嵐プリンス箱粒剤１０

ブイゲットアドマイヤーリン
バー粒剤

デジタルコラトップアクタラ箱
粒剤

サキドリＥＷ

ショキニーフロアブル

トップガン１キロ粒剤

トップガンＧＴ１キロ粒剤

嵐プリンス箱粒剤

アプロードパダンモンカットＦ
粉剤ＤＬ

アプロードパダン粒剤

パダントレボン粉剤ＤＬ

トップガンＧＴ１キロ粒剤５１

トップガンＬフロアブル

パットフルエースＬジャンボ

クリンチャーバスＭＥ液剤

ダコレート水和剤

サキドリＥＷ

ショキニーフロアブル

トップガン１キロ粒剤

コラトップトレボン粒剤

ブラシントレバリダ粉剤ＤＬ

マラバッサ粉剤ＤＬ

タチガレエース液剤

アミスタープリンス粒剤

ブイゲットアドマイヤー粒剤

サキドリＥＷ

トップガンＬフロアブル

田植え2日前から当日

代かき直後

田植え後5～10日まで

出穂2週間前

出穂直前

収穫7日前まで

田植え前30日

代かき後～田植え4日前

田植え直後～3日

田植え後5～10日まで

中干し頃

田植え当日

中干し後

中干し後

出穂期

田植え当日

散布作業
人畜
毒性

散布時期 農薬の商品名
農薬の商品名（登

録商標）
製剤の一般名 農薬の適用 有効成分（原体）名称

代かき後

田植え後



2006年度 2008年度

Ｂ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｃ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 除草 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 除草 農薬の商品名は、７種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ－ｓ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ｂ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺虫 - JA兵庫六甲（神戸西） -

Ａ 殺菌 - - JAあかし

Ａ 殺菌 - - JAあかし

Ｃ 殺菌 ＳＴダコレート水和剤、クミアイ、昭和、武田の４種有。いずれも成分は同じ。 - JAあかし

Ｂ 殺菌 - - JAあかし

Ｃ 殺虫 - JAあかし -

Ｂ 除草 - JAあかし JAあかし

Ｂ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ｂ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし -

Ａ 除草 - JAあかし -

Ａ 除草 - JAあかし -

Ｂ 除草 - JAあかし -

Ａ 除草 - - JAあかし

Ａ 除草 - - JAあかし

Ａ 除草 - - JAあかし

Ｂ 除草 - - JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ｂ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ｂ 除草 - JAあかし JAあかし

Ａ 除草 - JAあかし JAあかし

Ｃ 殺虫 嵐プリンス箱粒剤10と嵐プリンス箱粒剤6の２種有。いずれも成分は同じ。 - JAあかし

Ｂ 殺菌 嵐プリンス箱粒剤10と嵐プリンス箱粒剤6の２種有。いずれも成分は同じ。 - JAあかし

Ｂ－ｓ 殺虫 ＳＴアプロードパダン粒剤、日農アプロードパダン粒剤、武田アプロードパダン粒剤の３種有。いずれも成分は同じ。 JAあかし -

Ｂ 殺虫 ＳＴアプロードパダン粒剤、日農アプロードパダン粒剤、武田アプロードパダン粒剤の３種有。いずれも成分は同じ。 JAあかし -

Ｂ 殺菌 ＳＴアプロードパダン粒剤、日農アプロードパダン粒剤、武田アプロードパダン粒剤の３種有。いずれも成分は同じ。 JAあかし -

Ｂ－ｓ 殺虫 ＳＴアプロードパダン粒剤、日農アプロードパダン粒剤、武田アプロードパダン粒剤の３種有。いずれも成分は同じ。 JAあかし -

Ｂ 殺虫 ＳＴアプロードパダン粒剤、日農アプロードパダン粒剤、武田アプロードパダン粒剤の３種有。いずれも成分は同じ。 JAあかし -

Ｂ 殺菌 - JAあかし -

Ｂ 殺虫 - - JAあかし

Ｂ－ｓ 殺虫 - - JAあかし

Ａ 殺虫 - - JAあかし

Ａ 殺虫 - JAあかし JAあかし

Ｂ 殺虫 - JAあかし JAあかし

Ａ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） -

Ａ 殺虫 - - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫南(稲美）

Ｃ 殺虫 - - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 デュポントップガン１キロ粒剤５１、トップガン１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 デュポントップガン１キロ粒剤５１、トップガン１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 デュポントップガン１キロ粒剤５１、トップガン１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ｂ 除草 デュポントップガン１キロ粒剤５１、トップガン１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 農薬の商品名は、６種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 農薬の商品名は、６種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 農薬の商品名は、６種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 農薬の商品名は、６種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

JA水稲栽培指導暦
魚毒性 適用 備考



表1. 続き-1.

使用地域

地区名

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ピリミノバックメチル 普

ベンスルフロンメチル 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ベンスルフロンメチル 普

シハロホップブチル 普

ダイムロン 普

ベンスルフロンメチル 普

メフェナセット 普

サンバード粒剤 同左 ピラゾレート粒剤 除草 ピラゾレート 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

収穫50日前まで バサグラン液剤 同左 ベンタゾン液剤 除草 ベンタゾンナトリウム塩 普

田植え後～7日まで キタジンＰ粒剤 同左 ＩＢＰ粒剤 殺菌 ＩＢＰ 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

フルトラニル 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

パダン粒剤 同左 カルタップ粒剤 殺虫 カルタップ 劇

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

スタークル粒剤 同左 ジノテフラン粒剤 殺虫 ジノテフラン 普

チアメトキサム 普

ピロキロン 普

チフルザミド 普

フィプロニル 劇

プロベナゾール 普

チアジニル 普

フィプロニル 劇

イミダクロプリド 劇

プロベナゾール 普

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ダイムロン 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

クロメプロップ 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

オキサジクロメホン 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

バサグラン液剤 同左 ベンタゾン液剤 除草 ベンタゾンナトリウム塩 普

フラメトピル 普

ベンスルタップ 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

テブフェノジド 普

ブプロフェジン 普

フルトラニル 普

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

出穂10～14日後 ダントツ粉剤ＤＬ 同左 クロチアニジン粉剤 殺虫 クロチアニジン 普

除草剤散布 田植え後10～12日

稲美町

収穫90日前まで

散布作業 散布時期

基幹防除

臨機防除

苗箱防除

除草剤散布

加西

基幹防除

有効成分（原体）名称

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫

殺虫殺菌

除草

除草

除草

除草

除草

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

除草

除草

除草

除草

農薬の適用

ベンスルタップ・フラメトピル
粒剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

テブフェノジド・ブプロフェジ
ン・フルトラニル粉剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ピリミノバックメチ
ル・ベンスルフロンメチル剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

ダイムロン・ペントキサゾン水
和剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

チアメトキサム・ピロキロン粒
剤

イミダクロプリド・プロベナ
ゾール粒剤

フィプロニル・チアジニル粒剤

フィプロニル・チフルザミド・
プロベナゾール粒剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

カルタップ・ブプロフェジン粒
剤

カルタップ・ブプロフェジン・
フルトラニル粉剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ベンスルフロンメチル
水和剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ピリミノバックメチ
ル・ベンスルフロンメチル剤

シハロホップブチル・ダイムロ
ン・ベンスルフロンメチル・メ
フェナセット粒剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

製剤の一般名

ホクコールーバン
リンバー粒剤

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

薬の商品名（登録商標

ルーバンリンバー粒剤

イモチエーススタークル粒剤

アプロードロムダンモンカット
Ｆ粉剤ＤＬ

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

トップガンＬジャンボ

パットフルエースＬジャンボ

トップガンＧＴ１キロ粒剤５１

クリンチャーバスＭＥ液剤

ダッシュワンフロアブル

サキドリＥＷ

トップガン１キロ粒剤５１

トップガンＬフロアブル

デジタルコラトップアクタラ箱
粒剤

Ｄｒ．オリゼアドマイヤー箱粒
剤

ブイゲットプリンス粒剤１０

ビルダープリンスグレータム粒
剤

オリブライトスタークル１キロ
粒剤

アプロードパダン粒剤

アプロードパダンモンカットＦ
粉剤ＤＬ

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

ミスターホームランＬフロアブ
ル

パットフルエースＬジャンボ

イネグリーンＤ１キロ粒剤

クリンチャーバスＭＥ液剤

トップガンＬフロアブル

農薬の商品名

田植え後10～12日

除草剤散布

収穫60日前まで

中干し後

出穂期

出穂期

田植え3日前～当日

田植え2日前～当日

出穂直前

人畜
毒性

出穂10日前

出穂前

代かき後

田植え後

田植え後15～35日

出穂20日前



2006年度 2008年度

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 イネグリーンＤ１キロ粒剤５１、ホクコーイネグリーンＤ１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 イネグリーンＤ１キロ粒剤５１、ホクコーイネグリーンＤ１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 イネグリーンＤ１キロ粒剤５１、ホクコーイネグリーンＤ１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ｂ 除草 イネグリーンＤ１キロ粒剤５１、ホクコーイネグリーンＤ１キロ粒剤５１の２種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） -

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 除草 農薬の商品名は、７種有。いずれも成分は同じ。 JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ－ｓ 殺虫 日農とSTの２種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺虫 日農とSTの２種有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南(稲美）

Ｂ－ｓ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） -

Ｂ－ｓ 殺虫
デラウスパダン粒剤、武田、STアプロード、日農アプロード、武田アプロード、パダン粒剤４の６種有。成分は多少異
なる。

JA兵庫南（稲美） -

Ａ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺菌 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ｂ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺虫 - JA兵庫南（稲美） JA兵庫南(稲美）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｃ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｃ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 農薬の商品名は、７種有。いずれも成分は同じ。 JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 農薬の商品名は、１種のみ。 - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 農薬の商品名は、１種のみ。 - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 アプロードロムダンモンカットエアー、モンカットF粉剤DL、水和剤、粉剤DLの４種有。成分は多少異なる。 JAみのり（加西） -

Ｂ 殺虫 アプロードロムダンモンカットエアー、モンカットF粉剤DL、水和剤、粉剤DLの４種有。成分は多少異なる。 JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 アプロードロムダンモンカットエアー、モンカットF粉剤DL、水和剤、粉剤DLの４種有。成分は多少異なる。 JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JA兵庫みらい（加西）

JA水稲栽培指導暦
魚毒性 適用 備考



表1. 続き-2.

使用地域

地区名

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

テブフェノジド 普

フルトラニル 普

スターナ粉剤ＤＬ 同左 オキソリニック酸粉剤 殺菌 オキソリニック酸 普

エトフェンプロックス 普

フェリムゾン 普

フサライド 普

フサライド 普

フェリムゾン 普

収穫7日前 トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

チアメトキサム 普

ピロキロン 普

フィプロニル 劇

プロベナゾール 普

イミダクロプリド 劇

プロベナゾール 普

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

出穂10～14日後 ダントツ粉剤ＤＬ 同左 クロチアニジン粉剤 殺虫 クロチアニジン 普

フラメトピル 普

ベンスルタップ 普

テブフェノジド 普

フルトラニル 普

トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

ＴＰＮ 普

ベノミル 普

チアメトキサム 普

ピロキロン 普

チフルザミド 普

フィプロニル 劇

プロベナゾール 普

チアジニル 普

フィプロニル 劇

ダイムロン 普

ペントキサゾン 普

シメトリン 普

ベンフレセート 普

ＭＣＰＢエチル 普

シハロホップブチル 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ピリミノバックメチル 普

ベンスルフロンメチル 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

バサグラン液剤 同左 ベンタゾン液剤 除草 ベンタゾンナトリウム塩 普

テブフェノジド 普

ブプロフェジン 普

フルトラニル 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

苗箱防除

加西

臨機防除

小野

社・滝野地区

基幹防除

基幹防除

臨機防除

苗箱防除

除草剤散布

田植え3日前～当日

除草剤散布

基幹防除

散布作業 農薬の商品名 薬の商品名（登録商標 製剤の一般名

除草

除草

除草

除草

除草

除草

殺虫

殺虫殺菌

殺菌 

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺菌

殺虫殺菌

ダイムロン・ペントキサゾン水
和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ピリミノバックメチ
ル・ベンスルフロンメチル剤

シハロホップブチル・シメトリ
ン・ベンフレセート・ＭＣＰＢ
粒剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

テブフェノジド・ブプロフェジ
ン・フルトラニル粉剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

ベノミル・ＴＰＮ水和剤

チアメトキサム・ピロキロン粒
剤

フィプロニル・チアジニル粒剤

フィプロニル・チフルザミド・
プロベナゾール粒剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

ベンスルタップ・フラメトピル
粒剤

テブフェノジド・フルトラニル
粉剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン剤

フィプロニル・プロベナゾール
粒剤

チアメトキサム・ピロキロン粒
剤

イミダクロプリド・プロベナ
ゾール粒剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

テブフェノジド・フルトラニル
粉剤

フェリムゾン・フサライド粉剤

エトフェンプロックス・フェリ
ムゾン・フサライド粉剤

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

ホクコールーバン
リンバー粒剤

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

ダッシュワンフロアブル

トップガン１キロ粒剤５１

トップガンＬフロアブル

パットフルエースＬジャンボ

ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

クリンチャーバスＭＥ液剤

アプロードロムダンモンカット
Ｆ粉剤ＤＬ

イモチエーススタークル粒剤

ダコレート水和剤

デジタルコラトップアクタラ箱
粒剤

ブイゲットプリンス粒剤１０

ビルダープリンスグレータム粒
剤

イモチエーススタークル粒剤

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

ルーバンリンバー粒剤

ロムダンモンカットＦ粉剤ＤＬ

トップガン１キロ粒剤５１

トップガンＧＴ１キロ粒剤５１

トップガンＬフロアブル

トップガンＬジャンボ

Ｄｒ．オリゼプリンス粒剤１０

デジタルコラトップアクタラ箱
粒剤

Ｄｒ．オリゼアドマイヤー箱粒
剤

サキドリＥＷ

オリブライトスタークル１キロ
粒剤

ロムダンモンカットＦ粉剤ＤＬ

ブラシン粉剤ＤＬ

ブラシントレボン粉剤ＤＬ

代かき後

田植え後

出穂3～4週間前まで

出穂20日前

収穫21日前

散布時期

播種時

出穂10日前

出穂直前

出穂20日前

出穂前

田植え3日前～当日

田植え2日前～当日

農薬の適用

代かき後

田植え後

田植え後15～35日

出穂前

出穂10日前

有効成分（原体）名称
人畜
毒性



2006年度 2008年度

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺虫 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｃ 殺虫 - JA兵庫みらい（小野） -

Ｂ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） -

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） -

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） -

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） -

Ｂ 除草 - JA兵庫みらい（小野） -

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 除草 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - - JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 農薬の商品名は1種のみ。 - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 農薬の商品名は1種のみ。 - JA兵庫みらい（加西）

Ａ 殺虫 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺菌 - JA兵庫みらい（小野） JA兵庫みらい（加西）

Ｂ 殺虫 - JA兵庫みらい（小野） -

Ｃ 殺菌 ＳＴダコレート水和剤、クミアイ、昭和、武田の４種有。いずれも成分は同じ。 JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 殺菌 ＳＴダコレート水和剤、クミアイ、昭和、武田の４種有。いずれも成分は同じ。 JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｃ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ｃ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 三共とMICの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JAみのり（吉川）

Ａ 除草 三共とMICの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JAみのり（吉川）

Ｂ 除草 三共とMICの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JAみのり（吉川）

Ｂ 除草 三共とMICの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ａ 除草 - JAみのり（加西） -

Ｂ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 除草 農薬の商品名は７種有。いずれも成分は同じ。 JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 殺虫 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ｂ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - - JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - - JAみのり（吉川）

魚毒性 適用 備考
JA水稲栽培指導暦



表1. 続き-3.

使用地域

地区名

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

出穂後 ダントツ粉剤ＤＬ 同左 クロチアニジン粉剤 殺虫 クロチアニジン 普

エトフェンプロックス 普

フェリムゾン 普

フサライド 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

出穂30日前～5日前まで コラトップ粒剤５ 同左 ピロキロン粒剤 殺菌 ピロキロン 普

フェリムゾン 普

フサライド 普

収穫21日前 スターナ粉剤ＤＬ 同左 オキソリニック酸粉剤 殺菌 オキソリニック酸 普

収穫7日前まで スタークル粉剤ＤＬ 同左 ジノテフラン粉剤 殺虫 ジノテフラン 普

収穫7日前 トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

チアメトキサム 普

ピロキロン 普

ダイムロン 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

バサグラン液剤 同左 ベンタゾン液剤 除草 ベンタゾンナトリウム塩 普

カルタップ 劇

フラメトピル 普

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

臨機防除 出穂後 ダントツ粉剤ＤＬ 同左 クロチアニジン粉剤 殺虫 クロチアニジン 普

フィプロニル 劇

オリサストロビン 普

イミダクロプリド 劇

チアジニル 普

ブタクロール 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ペントキサゾン 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ピリミノバックメチル 普

ペントキサゾン 普

ピリミノバックメチル 普

ブロモブチド 普

ベンスルフロンメチル 普

ペントキサゾン 普

オキサジクロメホン 普

クロメプロップ 普

ピリミノバックメチル 普

ベンスルフロンメチル 普

シハロホップブチル 普

ベンタゾンナトリウム塩 普

田植え後7～14日 キタジンＰ粒剤 同左 ＩＢＰ粒剤 殺菌 ＩＢＰ 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

フルトラニル 普

ジノテフラン 普

メトミノストロビン 普

カスガマイシン 普

シラフルオフェン 普

バリダマイシン 普

フサライド 普

パダン粒剤４ 同左 カルタップ粒剤 殺虫 カルタップ 劇

トレボン粒剤 同左 エトフェンプロックス 殺虫 エトフェンプロックス 普

イソプロチオラン 普

ピロキロン 普

フィプロニル 劇

稲刈り前 トレボン粉剤ＤＬ 同左 エトフェンプロックス粉剤 殺虫 エトフェンプロックス 普

カルタップ 劇

ブプロフェジン 普

出穂直後 スタークル粒剤 同左 ジノテフラン粒剤 殺虫 ジノテフラン 普

散布作業

加古川

臨機防除

基幹防除

苗箱防除

除草剤散布

基幹防除

基幹防除

臨機防除

苗箱防除

除草剤散布

三木

社・滝野地区

除草

除草

除草

除草

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

除草

除草

除草

除草

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

殺菌

殺虫殺菌

殺虫殺菌

農薬の適用

フィプロニル・イソプロチオラ
ン・ピロキロン粒剤

カルタップ・ブプロフェジン粒
剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ピリミノバックメチ
ル・ベンスルフロンメチル剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

カルタップ・ブプロフェジン・
フルトラニル粉剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

ブロモブチド・ペントキサゾン
水和剤

オキサジクロメホン・クロメプ
ロップ・ベンスルフロンメチル
水和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン粒剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

フィプロニル・オリサストロビ
ン粒剤

イミダクロプリド・チアジニル
粒剤

ブタクロール・ペントキサゾン
乳剤

ダイムロン・ペントキサゾン水
和剤

ピリミノバックメチル・ブロモ
ブチド・ベンスルフロンメチ
ル・ペントキサゾン水和剤

シハロホップブチル・ベンタゾ
ン液剤

カルタップ・フラメトピル粒剤

エトフェンプロックス・フェリ
ムゾン・フサライド粉剤

ジノテフラン・メトミノストロ
ビン粒剤

フェリムゾン・フサライド粉剤

チアメトキサム・ピロキロン粒
剤

シラフルオフェン・カスガマイ
シン・バリダマイシン・フサラ
イド粉剤

製剤の一般名

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

薬の商品名（登録商標

ピカピカ粒剤

アプロードパダン粒剤

パットフルエースＬジャンボ

クリンチャーバスＭＥ液剤

アプロードパダンモンカットＦ
粉剤ＤＬ

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

オリブライトスタークル１キロ
粒剤

ショキニーフロアブル

ミスターホームランＬフロアブ
ル

トップガン１キロ粒剤５１

トップガンＬフロアブル

トップガンＧＴ１キロ粒剤５１

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

嵐プリンス箱粒剤１０

ブイゲットアドマイヤー粒剤

サキドリＥＷ

ダッシュワンフロアブル

トップガンＬフロアブル

クリンチャーバスＭＥ液剤

パダンリンバー粒剤

ブラシントレボン粉剤ＤＬ

オリブライトスタークル１キロ
粒剤

ブラシン粉剤ＤＬ

デジタルコラトップアクタラ箱
粒剤

カスラブバリダジョーカー粉剤
３ＤＬ

農薬の商品名

出穂直前

収穫21日前まで

出穂3～4週間前まで

散布時期

収穫21日前まで

田植え前

田植え直後

田植え後

田植え後15～35日

中干し後

出穂直後

田植え時

田植え当日

代かき後～田植え後5日

田植え直後～田植え後5日

田植え後10～12日

中干し後

出穂後

中干し後

有効成分（原体）名称
人畜
毒性



2006年度 2008年度

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ｂ 殺虫 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺菌 - - JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） JAみのり（吉川）

Ａ 殺菌 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺虫 - - JAみのり（吉川）

Ｂ 殺虫 - JAみのり（加西） -

Ａ 殺虫 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 殺菌 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ｂ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ｂ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ｂ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ａ 除草 農薬の商品名は７種有。いずれも成分は同じ。 JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ｂ－ｓ 殺虫 - JAみのり（三木） -

Ｂ 殺菌 - JAみのり（三木） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（三木） -

Ａ 殺虫 - JAみのり（三木） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（三木） -

Ａ 殺菌 - JAみのり（三木） -

Ａ 殺虫 - JAみのり（三木） JAみのり（三木）

Ｃ 殺虫 嵐プリンス箱粒剤10and6の２種有。いずれも成分は同じ。 - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 殺菌 嵐プリンス箱粒剤10and6の２種有。いずれも成分は同じ。 - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 殺虫 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 殺菌 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - - JA兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - - JA兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - - JA兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 -

Ａ 除草 - JA加古川南 -

Ａ 除草 - JA加古川南 -

Ｂ 除草 - JA加古川南 -

Ａ 除草 - - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - - JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ａ 除草 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ 殺菌 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ－ｓ 殺虫 - JA加古川南 -

Ｂ 殺虫 - JA加古川南 -

Ｂ 殺菌 - JA加古川南 -

Ａ 殺虫 - JA加古川南 JA加古川南

Ａ 殺菌 - JA加古川南 JA加古川南

Ａ 殺菌 - JA加古川南 JA兵庫南（加古川）

Ａ 殺虫 - JA加古川南 JA兵庫南（加古川）

Ａ 殺菌 - JA加古川南 JA兵庫南（加古川）

Ａ 殺菌 - JA加古川南 JA兵庫南（加古川）

Ｂ－ｓ 殺虫 - JA加古川南 JA加古川南

Ｂ 殺虫 - JA加古川南 JA兵庫南（加古川）

Ｂ 殺菌 - JA加古川南 -

Ａ 殺菌 - JA加古川南 -

Ｃ 殺虫 - JA加古川南 -

Ｂ 殺虫 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

Ｂ－ｓ 殺虫 日農とSTの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南（加古川）

Ｂ 殺虫 日農とSTの２種類有。いずれも成分は同じ。 - JA兵庫南（加古川）

Ａ 殺虫 - JA加古川南 JA加古川南・兵庫南（加古川）

備考
JA水稲栽培指導暦

魚毒性 適用



 

１－１５．農薬  

芹澤滋子 ・平井い ずみ・高 村典子・ 白石寛明  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Pe s t i c i de s  

S h i g e k o  S E R I Z AWA ,  I z u mi  H I R A I ,  No r i k o  TA K A M U R A a n d  H i r o a k i  S H I R A I S H I  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

  

本 節 で は 、2 0 0 7 - 0 8 年 の 4 - 9 月 の 間 、兵 庫 県

播 磨 地 域 に 点 在 す る た め 池 を 対 象 と し て 、 農

薬 3 0 種 類 に つ い て 行 っ た 調 査 の 結 果 を 報 告

す る 。 対 象 と す る 農 薬 は 散 布 時 期 と 種 類 の 情

報 を も と に 、3 0 成 分 と し 、2 7 成 分 は 高 速 液 体

ク ロ マ ト グ ラ フ - タ ン デ ム 質 量 分 析 計

（ L C - M S / M S）に よ り 、3 成 分 は ガ ス ク ロ マ ト

グ ラ フ -質 量 分 析 計（ G C - M S）に よ り 分 析 し た 。

分 析 対 象 農 薬 を 表 1 に 示 し た 。 採 水 時 期 は 集

水 域 の 水 田 へ の 農 薬 散 布 に 合 わ せ て 、2 0 0 7 年

は 7 回 、 2 0 0 8 年 は 8 回 、調 査 を 実 施 し た 。調

査 対 象 と し た 池 は 、2 0 0 7 年 に は 2 1 の た め 池 、

2 0 0 8 年 に は 2 0 の た め 池 を 選 定 し た 。  

農 薬 の 散 布 情 報 は 1 - 1 4 今 田・高 村（ 2 0 1 0）、

農 薬 分 析 用 と 同 じ 水 を 用 い て 測 定 し た 水 質 分

析 の 結 果 は 1 - 1 6 中 川 ・ 高 村 （ 2 0 1 0）、 池 の 位

置 は 1 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

試 料  

農 薬 分 析 用 の 試 水 は 、 褐 色 ガ ラ ス 製 容 器 に

水 質 分 析 用 の 試 水 と 同 様 に 池 水 で 共 洗 い し た

後 、水 深 2 0  c mの 池 水 を 直 接 採 水 し た 。得 ら れ

た 試 料 水 は 、 冷 暗 下 で 実 験 室 ま で 運 搬 し 、 ガ

ラ ス 繊 維 ろ 紙 （ G F / F） を 用 い て ろ 過 し た 。 ろ

液 は 4  ℃ で 冷 蔵 し 、 で き る だ け 速 や か に 抽 出

し た 。  

 

分 析 法  

L C - M S / M S： 予 め ア セ ト ン 8  m L、 水 5  m Lで

洗 浄 し た 固 相 抽 出 カ ラ ム （ O a s i s  H L B  p l u s、

Wa t e r s社 ） に 、 ガ ラ ス 繊 維 ろ 紙 （ G F / F） の ろ

液 2 0 0  m L を 通 水 し 、 純 水 5  m Lに よ る 洗

浄 の の ち 、 ア セ ト ン 8  m Lで 溶 出 し た 。 溶

出 液 を 窒 素 ガ ス の 吹 き 付 け 法 に よ り 濃 縮

乾 固 、 こ れ に メ タ ノ ー ル 5 0 0  μLを 加 え 溶

解 し た 後 、 純 水 5 0 0  μLを 加 え よ く 混 合 し

た 溶 液 5  μLを L C - M S / M Sに 注 入 し 、 E S I法

に よ り イ オ ン 化 、 s e l e c t e d  r e a c t i o n  

m o n i t o r i n g （ S R M ） 分 析 法 に よ り 検 出 し

た 。 各 農 薬 の 濃 度 の 算 出 に は そ れ ぞ れ モ

ニ タ ー し た S R Mイ オ ン の ピ ー ク 面 積 値 を

用 い た 検 量 線 法 に よ っ た 。 各 農 薬 の 回 収

率 は 8 0  %以 上 で あ っ た 。 な お 、 回 収 率 に

よ る 定 量 値 の 補 正 は 行 わ な か っ た 。 ピ リ

ミ ノ バ ッ ク メ チ ル の E体 と Z体 は E体 の み

を 定 量 し た 。質 量 分 析 計 は Q u a t t r o  U l t i m a

（ M i c r o m a s s ）、 H P L C は A g i l e n t  11 0 0  

（ A g i l e n t  Te c h n o l o g i e s ）、 カ ラ ム は

A t l a n t i s  T 3（ 3  μm、2 . 1  m m  I . D .×1 5 0  m m、

Wa t e r s 社 ） を 用 い 、 移 動 相 A :  5  m M  

A m m o n i u m  A c e t a t e - H 2 O、 移 動 相 B :  5  m M  

A m m o n i u m  A c e t a t e - M e O Hと し て 移 動 相 B

を 1 5  %か ら 9 5  %ま で 1 7 . 5分 で 変 化 さ せ 、

そ の 1 2 . 5 後 分 保 持 し た 。 流 速 は 0 . 2  m L 

m i n - 1と し た 。L C - M S / M Sの 条 件 を 表 2に 示

す （ 環 境 省 ； P i z z u t t i  e t  a l .、 2 0 0 7）。  

 

G C - M S： 予 め ア セ ト ン 8  m L、水 5  m Lで

洗 浄 し た 固 相 抽 出 カ ラ ム（ B o n d  E l u t  C 1 8、

VA R I A N社 ）に 、ガ ラ ス 繊 維 ろ 紙（ G F / F）

の ろ 液 5 0 0  m L を 通 水 し 、 純 水 5  m Lに よ

る 洗 浄 の の ち 、ア セ ト ン 8  m Lで 溶 出 し た 。

溶 出 液 は を 窒 素 ガ ス の 吹 き 付 け 法 に よ り



 

濃 縮 乾 固 、 ア セ ト ン 2 5 0  μLに 溶 解 し 、 さ ら

に 内 部 標 準 の ヘ キ サ ン 溶 液 （ 4 -ク ロ ロ ト ル

エ ン - d 4、1 , 4 -ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン - d 4、ナ フ タ

レ ン - d 8、フ ェ ナ ン ト レ ン - d 1 0、フ ル オ ラ ン

テ ン - d 1 0、ア セ ナ フ テ ン - d 1 0、ク リ セ ン - d 1 2、

ペ リ レ ン - d 1 2、 1  p p m） 2 5 0  μLを 加 え よ く 混

合 し た 溶 液 1  μLを G C - M Sに 注 入 し 、 E I法 に

よ り イ オ ン 化 、 s e l e c t e d  i o n  m o n i t o r i n g

（ S I M） 分 析 法 で 検 出 し た 。 各 農 薬 の 濃 度

の 算 出 に は そ れ ぞ れ モ ニ タ ー し た S I Mイ オ

ン の ピ ー ク 面 積 値 と 内 部 標 準 の ピ ー ク 面 積

値 の 比 を 用 い た 内 部 標 準 法 に よ っ た 。 上 記

の 分 析 法 に お い て 各 農 薬 の 回 収 率 は 8 0  %

以 上 で あ っ た 。 な お 、 回 収 率 に よ る 定 量 値

の 補 正 は 行 わ な か っ た 。 質 量 分 析 計 は

A g i l e n t  5 9 7 3 N（ A g i l e n t  Te c h n o l o g i e s）、 G C

は A g i l e n t  6 8 9 0（ A g i l e n t  Te c h n o l o g i e s）を 用

い 、 イ オ ン 源 温 度 は 2 3 0  ℃ 、 注 入 口 温 度 は

2 5 0  ℃ 、S p l i t l e s s方 式 で 注 入 し た 。分 離 カ ラ

ム に は F u s e d  s i l i c a  c a p i l l a r y  c o l u m n  D B - 5 M S

（ 3 0  m× 0 . 2 5  m m  I . D .、膜 厚 0 . 2 5  μm、A g i l e n t

社 ） を 用 い た 。 カ ラ ム オ ー ブ ン 温 度 を 初 期

温 度 8 0  ℃ で 1分 保 持 し た の ち 、 毎 分 1 0  ℃ の

速 度 で 昇 温 さ せ 2 8 0  ℃ で 1 0分 間 保 持 し た 。

流 速 は 1  m L m i n - 1で ヘ リ ウ ム を キ ャ リ ヤ ー

ガ ス と し 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス 温 度 は 2 8 0  ℃

と し た 。 G C - M S の 条 件 を 表 3 に 示 す （ 環 境

省 ； U n o  e t  a l .、 2 0 0 1）。  
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表1. 農薬の概要.

1 BPMC fenobucarb 3766-81-2 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

2 IBP iprobenfos 26087-47-8 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

3 TPN chlorothalonil 1897-45-6 殺菌剤 固相抽出-GC/MS

4 アゾキシストロビン azoxystrobin 131860-33-8 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

5 イソプロチオラン isoprothiolane 50512-35-1 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

6 イミダクロプリド imidacloprid 105827-78-9 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

7 エトフェンプロックス ethofenprox 80844-07-1 殺虫剤 -

8 オキサジクロメホン oxaziclomefone 153197-14-9 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

9 オキソリニック酸 oxolinic-acid 14698-29-4 殺菌剤 -

10 カスガマイシン kasugamycin 6980-18-3 殺菌剤 -

11 カルタップ cartap 15263-52-2 殺虫剤 -

12 クロチアニジン clothanidin 210880-92-5 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

13 クロメプロップ chlomeprop 84496-56-0 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

14 ジノテフラン dinotefuran 165252-70-0 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

15 シハロホップブチル cyhalofop-butyl 122008-85-9 除草剤 固相抽出-GC/MS

16 シラフルオフェン silafluofen 105024-66-6 殺虫剤 -

17 ダイムロン dymron 42609-52-9 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

18 チアジニル tiadinil 223580-51-6 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

19 チアメトキサム thiamethoxam 153719-23-4 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

20 チフルザミド thifluzamide 130000-40-7 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

21 テブフェノジド tebufenozide 112410-23-8 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

22 バリダマイシン validamycin-A 37248-47-8 殺菌剤 -

23 ピラゾレート pyrazolate 58011-68-0 除草剤 -

24 ピリミノバックメチル pyriminobac methyl 136191-64-5 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

25 ピロキロン pyroquilon 57369-32-1 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

26 フィプロニル fipronil 120068-37-3 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

27 フェリムゾン ferimzone 89269-64-7 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

28 フサライド fthalide 27355-22-2 殺菌剤 固相抽出-GC/MS

29 ブタクロール butachlor 23184-66-9 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

30 ブプロフェジン buprofezin 69327-76-0 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

31 フラメトピル furametpyr 123572-88-3 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

32 プロベナゾール probenazole 27605-76-1 殺菌剤 固相抽出-GC/MS

33 ブロモブチド bromobutide 74712-19-9 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

34 ベノミル benomyl 17804-35-2 殺菌剤 -

35 ベンスルフロンメチル bensulfuron-methyl 83055-99-6 除草剤 -

36 ベンタゾンナトリウム塩 bentazone sodium 25057-89-0 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

37 ペントキサゾン pentoxazone 110956-75-7 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

38 マラソン malathion 121-75-5 殺虫剤 固相抽出-LC/MS/MS

39 メトミノストロビン metominostrobin 133408-50-1 殺菌剤 固相抽出-LC/MS/MS

40 メフェナセット mefenacet 73250-68-7 除草剤 固相抽出-LC/MS/MS

分析法適用CAS薬品
番号

名称有効成分名



LC/MS/MS条件 GC/MS条件

MS Quattro Ultima       Micromass MS Agilent 5973N        Agilent Technology

ESI positive＆negative SRM EI  SIM

LC Agilent 1100        Agilent Technology GC Agilent 6890        Agilent Technology

Column Atlantis T3　　　 3μm  2.1mm×150mm Column DB-5MS　　　30m×0.25mm×0.25μm

Mobile phase A: 5mM CH3COONH4/H2O Inj.Temp 250℃

B: 5mM CH3COONH4/MeOH Oven Temp 80℃(1min) →280℃

Gradient  B: 15% → 95% Flow He 1mL/min

Flow 0.2mL/min Injection 1μL splitless

Injection 5μL

SIM Ions

SRM Ions target SIM ion (m/z )

target SRM ion (m/z ) fthalide 243, 272

azoxystrobin ESI positive 404>372 probenazole 130, 159

bentazone ESI negative 239>197 TPN(chlorothalonil) 264, 266

BPMC(fenobucarb) ESI positive 208>95

bromobutide ESI positive 312>194

buprofezin ESI positive 306>201

butachlor ESI positive 312>238

chlomeprop ESI positive 324>120

clothianidin ESI positive 250>169

dinotefuran ESI positive 203>129

dymron ESI positive 269>151

ferimzone ESI positive 255>132

fipronil ESI negative 435>330

furametpyr ESI positive 334>290

IBP(iprobenfos) ESI positive 289>205

imidacloprid ESI positive 256>209

isoprothiolane ESI positive 291>189

malathion ESI positive 331>285

mefenacet ESI positive 299>148

metominostrobin ESI positive 285>196

oxaziclomefon ESI positive 376>190

pentoxazone ESI negative 352>97

(E)-pyriminobac methyl ESI positive 362>330

pyroquilon ESI positive 174>132

tebufenozide ESI positive 353>297

thiamethoxam ESI positive 292>211

thifluzamide ESI negative 527>166

tiadinil ESI negative 266>71

表2. LC/MS/MSの分析条件. 表3. GC/MSの分析条件.



 

１－１６．１－１５の農薬調査時の水質  

中川  惠 ・及川康 子・佐治 あずみ・ 高村典子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wa te r  qua l i t y  a t  t he  1 -15  pes t i c ide s  measu re men t  

M e g u mi  N A K A G AWA ,  Ya s u k o  O I K AWA ,  A z u mi  S A J I  a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

  

本 節 は 、 集 水 域 の 水 田 へ の 農 薬 散 布 に 合

わ せ て 調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分 析 値 で

あ る 。 池 の 位 置 は 1 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0）、

農 薬 の 散 布 情 報 は 1 - 1 4 今 田・高 村（ 2 0 1 0）、

水 質 分 析 用 と 同 じ 水 を 用 い て 測 定 し た 農 薬

の 種 類 と 濃 度 は 1 - 1 5 芹 澤 ら（ 2 0 1 0）を 参 照

さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 日 と 調 査 池  

 2 0 0 7 年 は 7 回 、 2 0 0 8 年 は 6 回 、 4～ 9 月

に 調 査 し た 。 調 査 池 は 、 2 0 0 7 年 は 2 0 0 6 年

度 に 選 定 し た 2 1 池 、2 0 0 8 年 に は 2 0 0 7 年 度

に 選 定 し た 2 0 池 で あ る 。  

 

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 と 採 水 は 共 に 、 た め 池 に 入 る 水

路 の 流 入 口 で 実 施 し た 。 錘 付 き メ ジ ャ ー で

こ の 地 点 の 水 深 を 計 測 し た の で 、 本 報 告 の

水 深 は 池 の 最 大 水 深 を 示 す も の で は な い 。

水 温 、 溶 存 酸 素 （ D O） 濃 度 お よ び p H は 、

マ ル チ 水 質 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム（ U - 2 1 D X、

H o r i b a、K y o t o）を 用 い 、調 査 地 点 の 池 底 直

上 で 測 定 し た 。  

水 質 分 析 用 は 、 2  L 容 ポ リ プ ロ ピ レ ン 容

器 と 1 0 0  m L 容 バ イ ア ル 瓶 を 池 水 で 共 洗 い

し た 後 、水 深 0 . 2  m の 池 水 を 直 接 採 水 し た 。

こ の 時 、 透 明 度 が 1 . 5  m 以 上 で あ っ た 池 は

複 数 本 採 っ た 。 バ イ ア ル 瓶 は 注 射 針 で 余 分

な 水 を 除 き 、 ア ル ミ 栓 で 密 封 し た 。 同 じ 水

は ガ ロ ン 瓶 に も 採 水 し 、 農 薬 分 析 と バ イ オ

ア ッ セ イ 用 に 供 し た 。 こ れ ら は 冷 暗 下 で 実

験 室 ま で 運 搬 し た 。  

 

水 質 分 析 方 法  

ク ロ ロ フ ィ ル a（ C h l . a）濃 度 は 、水 中 懸

濁 物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙（ G F / F、

W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、 U K、 以

下 、ろ 紙 と 記 す ）上 に 集 め た も の を 、冷 暗

下 、ス ク リ ュ ー バ イ ア ル 瓶 の 中 で 9 9 . 9  %メ

タ ノ ー ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。抽 出 物 は よ く

振 っ て か ら 3 0 0 0  r p m で 1 5 分 遠 心（ H - 3 0 R、

K o k u s a n、 To k y o） し 、 上 澄 み の 6 6 5  n m に

お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計 （ U - 2 8 0 0 A、

H i t a c h i、To k y o）で 測 定 し た（ M a r k e r  e t  a l .、

1 9 8 0）。  

S S 濃 度 は 、予 め 5 5 0  ℃ 、1 0 3  ℃ で 1 時 間

ず つ 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ 紙

上 に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か ら

秤 量 し て 得 た 。ま た 、2 0 0 7 年 5 月 か ら は 懸

濁 態 無 機 物 （ F S  :  f i x e d  s o l i d s） と 懸 濁 態 有

機 物（ V S  :  v o l a t i l e  s o l i d s）の 濃 度 も 求 め た 。

F S 濃 度 は 、 S S を 計 測 し た ろ 紙 を 5 5 0  ℃ 、

1 0 3  ℃ で 1 時 間 ず つ 熱 処 理 を 行 っ た 残 渣 重

量 と し 、V S は S S と F S と の 差 か ら 求 め た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 5 5 0  ℃ で

1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液

（ 以 下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は

イ ン ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、1 9 9 8）、N O 2 - N

は ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ



 

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。全 窒 素（ T N）濃 度 は 試 水 を 一 定

量 量 り 採 っ た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、ア

ル カ リ 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム

を 加 え て 加 熱 分 解 し 、N O 2 - N に 変 換 し て 測

定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は 試 水 を 一 定 量 量 り 採 っ た ポ

リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル オ キ

ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、

S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。  

溶 存 態 無 機 炭 素 （ D I C） 濃 度 は バ イ ア ル

瓶 で 密 封 し た 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 有 機

炭 素（ D O C）濃 度 は ろ 液 を N P O C 法 で 、オ

ー ト サ ン プ ラ ー（ A S I - V、S h i m a d z u、K y o t o）

を 備 え た 全 有 機 体 炭 素 計 （ T O C - V C S N、

S h i m a d z u、 K y o t o） で 計 測 し た 。  
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R i e m a n n ,  B .  ( 1 9 8 0 )  T h e  m e a s u r e m e n t  o f  

p h o t o s y n t h e t i c  p i g m e n t s  i n  f r e s h w a t e r s  

a n d  s t a n d a r d i z a t i o n  o f  m e t h o d s :  

c o n c l u s i o n s  a n d  r e c o m m e n d a t i o n s .  

A r c h i v  f ü r  H y d r o b i o l o g i e  E r g e b n i s s e  d e r  

L i m n o l o g i e ,  1 4 :  9 1 - 1 0 6 .
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２－１．調査池の地図  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Map  o f  su rv ey ed  po nd  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 1 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置

を 示 し た 分 布 図 で あ る 。  

 

方 法  

分 布 図 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系：世 界 測 地 系 で 示 し た 。2 0 0 1 年 の 調 査 地

点 を 0 1 - 0 2 か ら 始 ま る 番 号 で 示 し た 。 背 景

に 、 数 値 地 図 2 , 5 0 0（ 空 間 デ ー タ 基 盤 、 国

土 地 理 院 （ 公 開 終 了 ） ） の ‘行 政 界 ’と ‘淡 水

域 ’を 用 い た （ 図 1） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 1. 2001 年調査対象図.

調査対象地 

瀬戸内海 

調査対象地 



 

２－２．調査池の位置情報と周辺の土地利用  

赤坂宗光  1 )・三橋 弘宗  2 )・ 高村典子  1 )  
1 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

2 )  兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  

 

Geog raph i ca l  i n fo rma t ion  an d  pe r iph e ra l  l and  u se  

M u n e mi t s u  A K A S A K A 
1 ) ,  H i ro mu n e  M I T S U H A S H I  

2 )
 a n d  No r ik o  TA K A M U R A 

1 )  
1 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  
2 )  T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu ma n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 1 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置

情 報 と 概 要 （ 地 理 座 標 、 標 高 、 池 面 積 、 周

囲 長 、 護 岸 長 、 護 岸 率 お よ び 池 周 辺 の 土 地

利 用 ） で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

 調 査 池 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系 ： 世 界 測 地 系 で 示 し た 。  

標 高 は 、 国 土 地 理 院 が 発 行 し た 5 0  m メ

ッ シ ュ の 数 値 地 図 を 補 間 し て 作 成 し た デ ジ

タ ル 標 高 地 図 か ら 求 め た 。  

池 面 積 、周 囲 長 、護 岸 長 お よ び 護 岸 率 は 、

最 も 新 し い 都 市 計 画 図（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を デ

ジ タ ル 化 し た も の か ら G I S（ A r c G I S 9 . 1、

E S R I、 R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 求 め た 。 

 調 査 池 周 辺 の 土 地 利 用 は 、 植 生 図 か ら 、

G I S 上 で 算 出 し た 。 池 の 周 辺 と は 、 池 の 縁

か ら の 距 離 が 1 0、 1 0 0、 2 5 0、 5 0 0、 1 0 0 0、

3 0 0 0  m 以 内 の 範 囲 と し 、範 囲 内 に 含 ま れ る

淡 水 域 、 草 地 、 水 田 、 畑 、 市 街 地 、 広 葉 樹

の 各 面 積 と 比 率 を 求 め た 。 デ ー タ の 精 度 を

保 つ た め 、池 の 縁 か ら の 距 離 が 5、1 0、2 5  m

以 内 の 土 地 利 用 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ オ ル

ソ 化 し た 空 中 写 真（ 縮 尺 1 / 1 , 0 0 0）か ら 作 成

し た 独 自 の 土 地 利 用 図 か ら 求 め た 。 そ れ 以

外 に つ い て は 、 環 境 省 が 作 成 し た 自 然 環 境

情 報 G I S の 最 新 の 植 生 図 （ 縮 尺 1 / 2 5 , 0 0 0）

か ら 得 た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－３．定置網により捕獲された大型水生動物  

村上俊明  1 )・大封 裕介  1 )・ 三橋弘宗  2 )・田中 哲夫  2 )・ 高村典子  3 )  
1 )  （ 株 ） 地 域 生 態 系 保 全 （ 〒 6 6 6 - 0 8 0 5 尼 崎 市 西 長 洲 ２ 丁 目 ８ 番 １ 4 号 ）  

2 )  兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  
3 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Aqu a t i c  a n i ma l s  c au gh t  by  a  f i xed  n e t  

To sh i a k i  M U R A K A M I  1 ) ,  Yu s u k e  D A I H U  1 ) ,  H i ro mu n e  M I T S U H A S H I  2 ) , Te t s u o  TA N A K A 2 ) ,  

No r i k o  TA K A M U R A 3 )  
1 )  R e a g i o n a l  E c o s ys t e m C o n s e r v a t i o n ,  2 -8 -1 4  N i s i n a g a s u  A ma g a s a k i  6 6 6 - 0 8 0 5 ,  J a p a n  

2 )  T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu ma n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n  
3 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 1 年 の 夏 季 か ら 秋 季 （ 7 月 か

ら 1 0 月 ）に 調 査 し た 兵 庫 県 東 播 磨 地 域 の た

め 池 に お け る 水 生 生 物 の 捕 獲 結 果 で あ る 。

池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照

さ れ た い 。  

 

方 法  

湖 沼 に 生 息 す る 魚 類 は 、 生 態 系 へ の 環 境

リ ス ク を 把 握 す る 上 で 有 効 な 生 物 指 標 の 一

つ と 考 え ら れ る 。 今 回 の 調 査 は 、 対 象 た め

池 3 9 箇 所 （ 対 象 3 5 箇 所 +追 加 4 箇 所 ） に

つ い て 、 魚 類 相 の 把 握 を 主 た る 目 的 と し て

実 施 し た 。 調 査 に は 小 型 定 置 網 を 用 い た 。  

 

調 査 日  

 2 0 0 1 年 7 月 2 日 - 7 月 6 日 （ 3 5 池 ）  

2 0 0 1 年 9 月 1 3 日 - 9 月 1 4 日 （ 4 池 ）  

 

調 査 機 材  

定 置 網  

主 に 魚 類 の 捕 獲 を 目 的 と し て 、 す べ て の

池 で 実 施 し た 。  

小 型 定 置 網 の 設 置 は 、 各 た め 池 に つ い て

1 箇 所 と し 、 原 則 と し て 1 5 時 か ら 1 7 時 の

時 間 帯 に 設 置 し 、 一 晩 放 置 し た 後 、 翌 日 9

時 か ら 1 5 時 ま で の 時 間 帯 に 回 収 し た 。  

小 型 定 置 網 の 設 置 場 所 は 、 水 生 植 物 の ま

ば ら な 池 で は で き る だ け 植 生 群 落 に 近 い 場

所 に 設 置 し 、 池 一 面 が ヒ シ な ど で 密 に 覆 わ

れ て い る よ う な 場 合 は 、 池 の 流 入 部 な ど 比

較 的 植 生 の ま ば ら な 場 所 を 選 定 し た 。  

小 型 定 置 網 は 袋 部 分 の 両 脇 に 袖 の つ い た

も の （ 図 1） を 用 い 、 方 袖 を 岸 に 固 定 し 、

も う 一 方 の 袖 を 池 の 中 央 寄 り に 杭 ま た は ブ

ロ ッ ク を 沈 め て 固 定 し た 。 小 型 定 置 網 の 仕

様 は 裾 網（ 片 側 ）3 0 0  c m、胴 ＋ 袋 網 3 0 4  c m、

網 目 4  m m、間 口 6 9  c m で あ る 。体 サ イ ズ 測

定 値 等 を 付 表 に 示 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 .  定 置 網 の 設 置 状 況 .  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 点 は 杭 を 立

て る 、 ま た は

ブ ロ ッ ク を 沈

め て 固 定 す る  

１ 点 は ロ ー プ

で 岸 に 固 定  



 

２－４．ベントスと底質  

加藤秀男 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Ben thos  and  s ed ime n t s  

H i d e o  K AT O  a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池

で 、 2 0 0 1 年 の 夏 季 、 秋 季 お よ び 2 0 0 2 年 春

季 に 調 査 し た 底 生 動 物 の 密 度 と 現 存 量 、 な

ら び に 底 質 分 析 値 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1

今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 日  

夏 季 は 2 0 0 1 年 7 月 2 0 - 2 6 日 、 秋 季 は 1 0

月 3 1 日 - 11 月 5 日 、春 季 は 2 0 0 2 年 5 月 1 5 - 2 1

日 に そ れ ぞ れ 実 施 し た 。  

 

底 生 動 物 の 採 集  

底 生 動 物 の 採 集 は 、 各 池 の 沿 岸 と 湖 心 で

行 っ た 。 湖 心 で は フ ロ ー タ ー 上 よ り エ ク マ

ン バ ー ジ 採 泥 器（ 1 5× 1 5  c m、（ 株 ）離 合 社 、

東 京 ） を 用 い て た め 池 毎 に 3 回 採 集 し た 。

沿 岸 域 で は 、D 型 フ レ ー ム ネ ッ ト（ 開 口 2 5  

c m、メ ッ シ ュ サ イ ズ 0 . 2  m m）を 用 い て 、広

範 囲 の 異 な っ た 生 息 場 所 構 造 か ら 採 集 し た 。

す な わ ち 、各 生 息 場 所 で D 型 フ レ ー ム ネ ッ

ト を 底 に 2 - 3  c m 押 し 込 み 一 定 距 離 を 曳 き 、

た め 池 当 た り 合 計 で 1 . 5 - 2  m 曳 い た 。 生 息

場 所 毎 の 採 集 面 積 の 割 合 は 、 池 内 で の そ れ

ぞ れ の 比 率 に 可 能 な 限 り た め 近 づ け た 。 さ

ら に 、 低 密 度 で 生 息 す る 分 類 群 を 把 握 す る

た め に 、 比 較 的 規 模 の 大 き か っ た 2 - 5 の 生

息 場 所 で ハ ン ド ネ ッ ト 又 は エ ク マ ン バ ー ジ

を 用 い て 1 - 3 回 定 量 採 集（ 1 5× 1 5  c m）を 行

い 、 補 足 サ ン プ ル と し た 。 採 集 し た サ ン プ

ル は ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ（ 0 . 2  m m）で ふ る い 、

細 か い 泥 を 落 と し た 後 、 大 き な 礫 を 除 き ポ

リ エ チ レ ン ボ ト ル に 入 れ 、1 0  ％ ホ ル マ リ ン

で 固 定 し た 。  

底 生 動 物 は 実 体 顕 微 鏡 下 で 拾 い 出 し 可 能

な 限 り 同 定 し た 。 た だ し 、 ユ ス リ カ 科 は 、

モ ン ユ ス リ カ 亜 科 、ユ ス リ カ 亜 科 -ユ ス リ カ

族 、ユ ス リ カ 亜 科 -ヒ ゲ ユ ス リ カ 族 、エ リ ユ

ス リ カ 亜 科 の 4  t a x a  、貧 毛 類 は エ ラ ミ ミ ズ

と そ れ 以 外 の 貧 毛 類 の 2  t a x a に 分 類 し た 。

サ ン プ ル 毎 に 各 分 類 群 の 個 体 数 と 湿 重 量 を

測 定 し 、 湖 心 ・ 沿 岸 毎 の 底 生 動 物 の 密 度 、

現 存 量 を 求 め た 。 ま た 、 補 足 サ ン プ ル の み

か ら 出 現 し た 分 類 群 に つ い て は 、 沿 岸 サ ン

プ ル の 採 集 面 積 と 補 足 サ ン プ ル の 採 集 面 積

の 合 計 よ り 、 密 度 ・ 現 存 量 を 求 め 、 沿 岸 の

デ ー タ に 加 え た 。  

 

底 質 環 境  

底 質 環 境 と し て 底 泥 中 の 有 機 物 量 と 粒 度

を 測 定 し た 。底 泥 の 採 取 は 2 0 0 2 年 5 月 に 各

池 の 湖 心 と 沿 岸 で 行 っ た 。 湖 心 で は 、 エ ク

マ ン バ ー ジ 採 泥 器 で 底 泥 を 採 取 後 、 水 が 抜

け る ま で 静 止 し 、表 層 か ら 3  c m の 泥 を 容 器

で す く い 取 っ た 。 沿 岸 部 で は 規 模 の 大 き か

っ た 生 息 場 所 2 - 5 カ 所 で 表 層 3  c m の 泥 を 、

容 器 を 用 い て 直 接 採 取 し た 。  

底 泥 の 有 機 物 量 は 、 サ イ ズ と そ の 由 来 に

従 っ て 、F P O M（ < 1  m m、微 細 有 機 物 ）、C P O M

（ > 1  m m、粗 大 有 機 物 ）-水 草 、C P O M -草 本 、

C P O M - 広 葉 、 C P O M - 針 葉 、 C P O M - 樹 木 片 、

C P O M -そ の 他 （ 含 む 由 来 不 明 有 機 物 ） に 分

け て 測 定 し た 。 す な わ ち 、 底 泥 を 一 定 体 積

計 り と り 、1  m m メ ッ シ ュ の ふ る い で F P O M



 

と C P O M に 分 画 し た 。 C P O M サ ン プ ル は さ

ら に 実 体 顕 微 鏡 下 で 水 草 片 、 広 葉 、 針 葉 、

樹 木 片 、そ の 他 有 機 物 に 分 類 し た（ た だ し 、

有 機 物 が 多 い 場 合 に は サ ブ サ ン プ ル を 用 い

て 分 類 し た ）。各 サ ン プ ル は 、乾 燥 重 量 を 求

め た 後 、 電 気 炉 を 用 い て 4 5 0  ℃ で 2 4 時 間

灼 熱 し た 。そ れ ぞ れ の 有 機 物 量（ g  L - 1）は 、

灼 熱 後 に 減 少 し た 重 量 と 測 定 し た サ ン プ ル

の 体 積 よ り 求 め た 。  

底 泥 の 粒 度 は 、 シ ル ト （ < 0 . 0 6 2 5  m m）、

細 砂（ 0 . 0 6 2 5 - 0 . 2 5  m m）、中 砂（ 0 . 2 5 - 0 . 5  m m）、

粗 砂 （ 0 . 5 - 2  m m）、 レ キ （ > 2  m m） の 5 つ の

レ ベ ル に 分 画 し た 。 各 粒 度 の サ ン プ ル は

4 5 0  ℃ で 2 4 時 間 灼 熱 後 に 重 量 を 測 定 し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－５．トンボ  

青木典司  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  神 戸 市 立 須 磨 翔 風 高 等 学 校 （ 〒 6 5 4 - 0 1 5 5 神 戸 市 須 磨 区 西 落 合 1 - 5 -5）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Odon a t e s  

Ta k a sh i  A O K I  1 )  a n d  No r i k o  TA K A M U R A 2 )  
1 )  S u ma s h o fu  H i g h  S c h o o l ,  1 - 5 - 5 ,  N i s h i o c h i a i ,  S u ma - k u ,  Ko b e ,  J a p a n  

2 )   N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 1 年 5 月 か ら 2 0 0 2 年 6 月 の

間 に か け て 調 査 し た 3 5 ヶ 所 の た め 池 に お

け る 、 ト ン ボ の 成 虫 及 び 幼 虫 の 調 査 結 果 で

あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 時 期 の 選 定  

 ト ン ボ に は 季 節 消 長 が あ る の で 、 成 虫 及

び 幼 虫 の 季 節 消 長 に 合 わ せ た 適 切 な 調 査 時

期 を 選 ぶ こ と が 、 調 査 結 果 の 信 頼 性 を 高 め

る た め に は 重 要 な こ と で あ る 。  

 成 虫 に 関 し て は 、 温 帯 地 域 の 基 本 的 な 生

活 史 の パ タ ー ン （ C o r b e t、 1 9 9 9： Ta b l e 7 . 3）

を 基 に し て 成 虫 の 出 現 時 期 を 大 き く 3 つ に

分 け 、 さ ら に そ れ ぞ れ の 時 期 を 兵 庫 県 南 部

に 見 ら れ る ト ン ボ 類 の 経 験 的 な 出 現 最 盛 期

に 合 わ せ て 2 つ に 細 分 し 、 1 つ の た め 池 に

つ い て 年 6 回 の 調 査 を 行 っ た 。 各 調 査 時 期

と そ の と き の タ ー ゲ ッ ト と な る 種 は 以 下 の

通 り で あ る 。  

 

 （ A 1）早 春（ 2 0 0 1 年 5 月 6 日 、 2 0 0 2 年 4

月 2 7 日 ～ 5 月 3 日 ）： 成 虫 越 冬 種 及 び

早 期 に 羽 化 す る s p r i n g  s p e c i e s  （ C o r b e t、

1 9 6 2）。  

 （ A 2）春 ～ 初 夏（ 2 0 0 1 年 5 月 1 3～ 2 0 日 、

2 0 0 2 年 5 月 1 2 日 ）： S p r i n g  s p e c i e s 一

般 及 び 早 期 に 出 現 す る s u m m e r  s p e c i e s  

（ C o r b e t、 1 9 6 2）。  

 （ A 3） 初 夏 （ 2 0 0 1 年 6 月 1 7 日 ～ 7 月 5

日 ）： S u m m e r  s p e c i e s 一 般 。  

 （ A 4） 盛 夏 （ 2 0 0 1 年 7 月 2 1～ 2 9 日 ）：

S u m m e r  s p e c i e s 一 般 。  

 （ A 5） 初 秋 （ 2 0 0 1 年 9 月 8～ 2 4 日 ）： 早

期 に 出 現 す る a u t u m n  s p e c i e s  （ 上 田 、

1 9 9 0）。  

 （ A 6）晩 秋（ 2 0 0 1 年 1 0 月 6～ 2 7 日 ）：遅

く 出 現 す る a u t u m n  s p e c i e s。  

 

 上 記 の 調 査 以 外 に 、2 0 0 1 年 5 月 5、6、1 3

日 に 予 備 調 査 と し て 1 回 、 2 0 0 2 年 6 月 2 2

日 に ウ チ ワ ヤ ン マ の た め の 羽 化 殻 調 査 （ 後

述 ） と 並 行 し て 1 回 行 っ た 成 虫 目 撃 記 録 の

う ち 、 上 記 の 6 回 の 調 査 で 発 見 で き な か っ

た 種 に つ い て の み デ ー タ と し て 追 加 し 、 直

近 の 成 虫 調 査 欄 に 、「 A 2（ A d u l t  2 e x s .）」 の

よ う に 個 体 数 を 添 え て 記 載 し た 。  

 

 幼 虫 に は 、 卵 や 成 虫 で 越 冬 す る た め 幼 虫

出 現 期 が 春 か ら 初 夏 に 限 ら れ る 種 と 、 幼 虫

で 越 冬 す る 種 と が 存 在 す る 。 そ こ で 、 春 か

ら 初 夏 に か け て 1 回 、 冬 か ら 春 に か け て 1

回 、 そ れ ぞ れ 以 下 の よ う に タ ー ゲ ッ ト 種 を

設 定 し て 行 っ た 。  

 

 （ L 1） 冬 ～ 早 春 （ 2 0 0 1 年 1 2 月 1 6～ 2 0 0 2

年 4 月 1 3 日 ）：幼 虫 で 越 冬 す る 種 対 象 。  



 

（ L 2）春 ～ 初 夏（ 5 月 1 8 日 ～ 6 月 1 6 日 ）：

卵 越 冬 種 及 び 成 虫 越 冬 種 の 幼 虫 対 象 。

成 虫 調 査 A 2 と 同 じ 日 に 行 っ た 場 合 も

あ る 。  

 

 池 の 状 況 や 特 殊 な 環 境 に 生 息 す る 種 に つ

い て 、 以 下 の よ う な 補 足 調 査 を 行 い 、 幼 虫

の 存 在 を 確 認 し 、 記 録 し た 。  

 

（ 1）ウ チ ワ ヤ ン マ は 池 の 最 深 部 に 生 息 し 通

常 の 方 法 で は 採 取 で き な い の で 、 2 0 0 2

年 6 月 2 2 日 に 全 池 の 羽 化 殻 調 査 を 行 い 、

そ の 数 を E 1 0  （ E x u v i a e  1 0 e x s .）の よ う

に 羽 化 殻 数 を 添 え て 記 載 し た 。  

（ 2）コ ン ク リ ー ト 垂 直 護 岸 の プ ー ル 状 た め

池 で あ る 0 1 - 3 5 池 で は 通 常 の 方 法 が 使

え な い の で 、2 回 の 羽 化 殻 調 査 に お け る

羽 化 殻 数 を E 1 5 の よ う に 記 載 し た 。  

（ 3）そ の 他 の す べ て の 種 に つ い て 、各 調 査

時 に 羽 化 殻 ま た は 処 女 飛 翔 個 体 の 発 見

が あ っ た 場 合 、 前 者 に つ い て は 記 号 E  

（ E x u v i a e ）、 後 者 に つ い て は 記 号 M  

（ M e i d e n  f l i g h t）で 、い ず れ も 直 近 の 幼

虫 調 査 欄 に 記 載 し た 。  

 

 な お 幼 虫 の 調 査 適 期 に 関 す る 詳 細 な 議 論

に つ い て は 、青 木（ 2 0 0 2）を 参 照 さ れ た い 。  

 

成 虫 の サ ン プ リ ン グ  

 ル ー ト セ ン サ ス に よ っ て 、 種 名 確 認 及 び

個 体 数 カ ウ ン ト を 行 っ た 。 類 似 種 の 存 在 や

均 翅 亜 目 の よ う な 小 型 種 な ど 、 種 名 確 認 が

困 難 な 場 合 は 捕 獲 し て 種 名 を 確 認 し た 。 種

名 を 確 認 で き な か っ た も の は 可 能 性 を 示 唆

し た 上 で 参 考 デ ー タ と し て 記 録 し た 。  

 ル ー ト は 、 水 際 （ 水 中 を 歩 く こ と も 含 め

て ） を 周 回 す る コ ー ス を 原 則 と し た が 、 時

期 ・ 天 候 ・ 時 刻 な ど 、 諸 条 件 の 違 い に よ っ

て 、 経 験 的 に 最 も 多 く の 個 体 数 が 見 ら れ る

で あ ろ う コ ー ス を 選 択 し た 。 し た が っ て 、

同 じ 池 で も 、 調 査 毎 に セ ン サ ス ル ー ト は 微

妙 に 異 な っ て い る 。 ま た 水 際 を 歩 い て 周 回

で き な い 場 合 は フ ロ ー タ ー を 用 い て 水 面 か

ら セ ン サ ス し た 場 合 も あ っ た 。 諸 条 件 に よ

り 全 周 ま わ れ な い 池 （ 0 1 - 3 4 な ど ） に つ い

て は 、 部 分 周 回 調 査 と し た 。  

 原 則 と し て 、 ル ー ト か ら 目 視 で き る 個 体

は す べ て 記 録 し た が 、 池 の 中 央 に 浮 葉 植 物

が 繁 茂 し イ ト ト ン ボ 類 な ど が そ こ に 集 結 し

て い る 場 合 、 ル ー ト か ら 約 3 . 6  m の ネ ッ ト

の 届 く 範 囲 を 最 大 限 と し て カ ウ ン ト す る 努

力 を 行 い 。 他 は 無 視 し た 。 こ れ は フ ロ ー タ

ー を 使 っ た 調 査 で も 同 様 と し た 。 ま た 、 池

に 隣 接 す る 草 地 や 林 に 見 ら れ た 成 虫 も 、 同

様 に ル ー ト か ら 3 . 6  m の ネ ッ ト の 届 く 範 囲

で 記 録 し た 。  

 

幼 虫 の サ ン プ リ ン グ  

 1 調 査 地 点 に つ き 9 0  c m× 9 0  c m の 範 囲 を 、

先 が 3 5  c m の 直 線 に な っ た D 型 枠 で メ ッ シ

ュ サ イ ズ 約 2  m m の 手 網 を 用 い て す く っ た 。

こ の 網 で 水 底 を 3 回 、 少 し 位 置 を 重 複 さ せ

て 平 行 に 9 0  c m ず つ 引 く と 、 9 0  c m×9 0  c m

の 範 囲 を 一 通 り さ ら う こ と が で き る 。 次 に

引 く 向 き を 9 0 度 変 更 し て 同 様 に 引 き 、少 な

く と も 2 回 以 上 底 を さ ら っ た 。 2 回 目 で も

幼 虫 が 採 取 さ れ た 場 合 に は 、 さ ら に 幼 虫 が

採 集 で き な く な る ま で 繰 り 返 し た 。 抽 水 植

物 が あ る 場 合 は 十 分 に 濯 ぎ 、 幼 虫 を 網 の 中

に 落 と す よ う に し た 。 植 物 沈 積 物 が 厚 く 堆

積 し て い る 場 合 は 、 少 し ず つ は ぎ 取 る よ う

に し て 何 度 も 採 取 し 、 幼 虫 の 発 見 効 率 を 上

げ る よ う に し た 。  

 1 つ の た め 池 に お け る 調 査 地 点 数 を 、 池

の 周 囲 長 約 6 0  m に つ き 1 箇 所 の 割 合 で 決

定 し た 。 各 た め 池 に 存 在 す る 植 生 、 底 質 、

沈 積 物 の 状 態 を 考 慮 し 、 一 つ の た め 池 内 で

で き る だ け 環 境 の 異 な る 多 様 な 場 所 を 調 査

地 点 に 選 ん だ 。 た だ し 、 0 1 - 4 8 池 に つ い て

は 、 こ の 基 準 で は 調 査 地 点 が 1 と な り 、 植

生 豊 か で 多 様 な 微 小 生 息 場 所 を 有 す る こ の

池 の 幼 虫 を す く い き れ な い と 判 断 し 、 例 外



 

的 に 4 調 査 地 点 を 設 け た 。  

 現 場 で ソ ー テ ィ ン グ を 行 っ た 。 同 定 不 能

に な る も の が 多 く な る た め 若 小 な 個 体 は 特

に 選 別 す る 努 力 は し な か っ た （ こ れ に 関 す

る 議 論 は 青 木（ 2 0 0 2）参 照 ）。採 取 さ れ た 幼

虫 は す べ て 生 か し た ま ま 持 ち 帰 り 、 同 定 が

困 難 な も の は 自 宅 で 羽 化 さ せ 、 種 名 を 確 認

し た 。 幼 虫 は 同 定 後 9 5  ％ エ タ ノ ー ル に 浸

け て 保 存 し た 。  

 

成 虫 の ル ー ト セ ン サ ス に か け る 時 間  

 池 に よ る 調 査 努 力 量 に ば ら つ き を な く す

る た め に 、池 毎 に 調 査 時 間 に 制 限 を 設 け た 。

調 査 時 間 制 限 の 範 囲 は 2 0 0 1 年 5 月 5、 6 日

の 予 備 調 査 の 結 果 に 根 拠 を 置 き 、 次 の よ う

に 決 定 し た 。  

 人 の 歩 け る 道 が あ る よ う な 周 回 し や す い

1 2 の た め 池 で 、設 定 し た ル ー ト 上 を 、ト ン

ボ の 存 在 を 無 視 し て 普 通 の 速 度 で 歩 き 、 歩

数 と 時 間 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 平 均 1 0 0

歩 あ た り 5 8 . 7 秒 、つ ま り 、お よ そ 1 分 ／ 1 0 0

歩 と い う 結 果 を 得 た 。  

 次 に 、 実 際 に セ ン サ ス を 行 い つ つ 歩 い た

場 合 に か か る ル ー ト の 周 回 時 間 を 測 定 す る

と 、 池 に よ っ て 上 記 の 単 純 周 回 時 間 の 1 . 6

倍 か ら 3 倍 程 度 を 要 し た 。 こ れ は 池 の 歩 き

や す さ の 条 件 や 、 ト ン ボ の 個 体 数 、 同 定 に

要 す る 時 間 な ど に 左 右 さ れ た 結 果 で あ る 。  

 以 上 の 結 果 か ら 、 調 査 時 間 制 限 を 次 の よ

う に 決 定 し た 。各 池 の ル ー ト 長 を 歩 測 し 、1

分 ／ 1 0 0 歩 で 時 間 に 換 算 し 、単 純 周 回 時 間 d

分 を 決 め る 。 こ れ を も と に 、 最 小 調 査 時 間

は 1 . 5 d 分 。最 大 調 査 時 間 は 4 d 分 と 設 定 し 、

調 査 は こ の 範 囲 内 で 終 了 さ せ る こ と と し た 。 

 実 際 の 調 査 に お い て は 、 種 名 確 認 の た め

の 採 集 、 行 き 止 ま り の ル ー ト を 引 き 返 す な

ど 、 さ ま ざ ま の 要 因 で 調 査 が 中 断 さ れ る 。

こ れ ら の ロ ス タ イ ム を 正 確 に 計 測 す る た め

に タ イ ム キ ー パ ー を 設 け 調 査 を 行 っ た 。 こ

の タ イ ム キ ー パ ー に は 無 線 で セ ン サ ス に よ

る 種 名 や 個 体 数 を 連 絡 し 、 記 録 を 行 っ て も

ら っ た 。 な お 実 際 の 調 査 に お い て は 、 す べ

て の 調 査 は 設 定 さ れ た 制 限 時 間 内 に 終 了 し 、

特 に 最 大 調 査 時 間 を 超 え た た め に 調 査 を 中

断 す る よ う な 事 態 は 起 き な か っ た 。  
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２－６．水生植物の被度  

角野康郎  

神 戸 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 （ 〒 6 5 7 - 8 5 0 1  神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 1 - 1）  

 

Cov e rage  o f  aqu a t i c  p l an t s  

Ya s u ro  K A D O N O  

De p a r t me n t  o f  B i o l o g y,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  S c i e n c e ,  Ko b e  Un i v e r s i t y,  1 -1  

R o k k o u d a i - c h o ,  Na d a - k u ,  Ko b e  6 5 7 - 8 5 0 1 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 1 年 に 調 査 し た た め 池 の 水 生

植 物 の 被 度 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・

高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 2 0 0 1 年 8 月 に 、堤 か ら 目 視 に て 水 生 植 物

の 被 度 を 観 察 し た 。 沈 水 植 物 に 関 し て は 、

碇 様 の 採 集 具 を 用 い て 分 布 状 況 の 把 握 に 努

め た 。  

被 度 の ラ ン ク は 以 下 の と お り で あ る 。 5  :  

7 5 - 1 0 0  %、 4  :  5 0 - 7 5  %、 3  :  2 5 - 5 0  %、 2  :  数

パ ッ チ が 存 在 、 1  :  2 - 3 の パ ッ チ が 散 在 、 r  :  

少 数 の 孤 立 個 体 が 存 在 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－７．池の植物群落面積  

三橋弘宗 1 )・角野 康郎 2 )  
1 )  兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  

2 )  神 戸 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 （ 〒 6 5 7 - 8 5 0 1  神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 1 - 1）  

 

Veg e t a t io n  a r ea  

H i ro mu n e  M I T S U H A S H I  1 )
 a n d  Ya s u ro  K A D O N O  

2 )  
1 )  T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu ma n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n   
2 )  De p a r t m e n t  o f  B i o l o g y,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  S c i e n c e ,  Ko b e  U n i v e r s i t y,  1 - 1  

R o k k o u d a i - c h o ,  Na d a - k u ,  Ko b e  6 5 7 - 8 5 0 1 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 1 年 に 調 査 し た た め 池 の 植 生

面 積 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

水 生 植 物 の 面 積 は 、2 0 0 1 年 8 月 に 撮 影 し

た 空 中 写 真（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を オ ル ソ 幾 何 補

正 し た 画 像 を 元 に 、G I S（ A r c v i e w 3 . 2、E S R I、

R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 目 視 判 読 に よ っ

て 求 め た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－８．動物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Zoop l an k t on  d en s i ty  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池 で 、

夏 季（ 2 0 0 1 年 7 月 2 0 - 2 6 日 ）、秋 季（ 1 0 月 3 1

日 - 11 月 5 日 ）お よ び 春 季（ 2 0 0 2 年 5 月 1 5 - 2 1

日 ） に 出 現 し た 動 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 密 度

（ i n d .  L - 1） で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高

村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 地 点 は 最 深 部 と し た 。 最 深 部 へ は フ ロ

ー タ ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー

で 計 測 し た 。 プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト （ メ ッ シ ュ

サ イ ズ N X X X 2 5、直 径 3 0  c m、丈 7 0  c m、R i g o、

To k y o）を 池 底 直 上 よ り 0 . 1  m 上 か ら 鉛 直 引 き

し た 。 池 水 が 新 た に 入 ら ぬ よ う 、 池 水 で 捕 集

物 を 洗 い 落 と す 作 業 を 3 回 繰 り 返 し て 、 ネ ッ

ト 上 の 全 捕 集 物 を 1 0 0  m L 容 ポ リ ビ ン に 回 収

し た 。 ア オ コ が 高 密 度 で 出 現 し た 池 で は 本 ネ

ッ ト で は 濾 せ な か っ た た め 、 2  L 容 手 付 き ビ

ー カ ー で 濾 す 水 量 を 加 減 し 、 柄 付 き ネ ッ ト

（ N X X X 2 5、 R i g o、 To k y o）で 濾 し て 試 料 を 得

た 。  

試 料 は 、 中 性 ホ リ マ リ ン （ A P H A 、 1 9 9 8 ）

で 最 終 濃 度 が 1 %に な る よ う に 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は 全 量（ m L）を 計 量 し た 後 、ポ リ ビ ン

に 戻 し て 2 4 時 間 以 上 静 置 し て 全 捕 集 物 を 沈

降 さ せ た 。 計 数 前 、 駒 込 ピ ペ ッ ト で 上 澄 み を

除 き 、そ の 除 去 量 を 計 量 し て 濃 縮 率 を 求 め た 。

濃 縮 の 程 度 は 、 橈 脚 類 、 枝 角 類 、 ワ ム シ 類 の

計 数 値 が そ れ ぞ れ 1 0 0 個 体 以 上 に な る よ う に

決 め た 。  

濃 縮 試 料 は よ く 混 ぜ た 後 、 マ イ ク ロ ピ

ペ ッ ト で 1  m L を 、 格 子 が 描 か れ た 計 数

盤 上 に 量 り 採 っ た 。対 物 レ ン ズ 2 0 ま た は

4 0 倍 を 備 え た 正 立 顕 微 鏡（ D M R D、L e i c a、

We t z l e r、 G e r m a n y） で タ ク サ を 同 定 し た

後 、対 物 レ ン ズ 4 ま た は 1 0 倍 を 備 え た 倒

立 顕 微 鏡 （ T M S、 N i k o n、 To k y o） で タ ク

サ ご と に 計 数 し 、 最 終 的 に お の お の 密 度

（ i n d .  L - 1）に 換 算 し た 。出 現 密 度 が 小 さ

い タ ク サ は 、 試 料 の 全 量 を シ ャ ー レ に 移

し 、実 体 顕 微 鏡（ B O 6 1、O l y m p u s、To k y o）

で 計 数 し た 。 プ ラ ン ク ト ン と し て 捕 集 さ

れ た フ サ カ 、 ユ ス リ カ な ど も 参 考 値 と し

て 掲 載 し た 。  

同 定 は 水 野 ・ 高 橋 （ 2 0 0 0） に 従 い 、 橈

脚 類 は 沈・水 野（ 1 9 8 4）、枝 角 類 は 堵・水

野 （ 1 9 8 2）、 ワ ム シ 類 は K o s t e（ 1 9 7 8） と

鈴 木 （ 1 9 9 9） で 補 足 し た 。  

  

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

K o s t e ,  W.  ( 1 9 7 8 )  R o t a t o r i a .  G e b r ü d e r  

B o r n t r a e g e r ,  B e r l i n ,  S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 2 0 0 0 )  日 本 淡 水 プ

ラ ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .   

沈  嘉 瑞 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 4 )  中 国 /日 本  

淡 水 産 橈 脚 類 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  

鈴 木  實  ( 1 9 9 9 )  車 輪 虫 類 同 定 学 .  三 省



 

堂 ,  東 京 .  

堵  南 山 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 2 )  中 国 /日 本  淡 水

産 枝 角 類 総 説 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２－９．植物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Phy top lan k ton  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池 で 、

夏 季（ 2 0 0 1 年 7 月 2 0 - 2 6 日 ）、秋 季（ 1 0 月 3 1

日 - 11 月 5 日 ）お よ び 春 季（ 2 0 0 2 年 5 月 1 5 - 2 1

日 ） に 出 現 し た 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 現 存

量 （ μm 3  m L - 1） で あ る 。 2 0 0 7 年 夏 季 の 調 査 と

異 な り 、 現 存 量 は 細 胞 の 体 積 で 示 し た 。 池 の

位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た

い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 は 最 深 部 で 実 施 し た 。1 0 0  m L 容 ポ リ ビ

ン を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、 水 深 0 . 2  m の 池 水

を 直 接 採 水 し た 。試 料 は 、ル ゴ ー ル 液（ 高 村 、

2 0 0 3） を 数 滴 滴 下 し て 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 U t e r m ö h l

（ 1 9 5 8） の セ デ ィ メ ン ト チ ャ ン バ ー に 溢 れ る

程 度 に 乗 せ 、 気 泡 が 入 ら ぬ よ う ガ ラ ス 板 で 余

分 な 水 を 切 っ て 蓋 を し た 。2 4 時 間 静 置 し た 後 、

対 物 レ ン ズ 4 0 倍 を 備 え た 倒 立 顕 微 鏡 （ T M S、

N i k o n、 To k y o） で 、 チ ャ ン バ ー 底 面 の 直 径 を

含 む 線 上 に 沿 っ て 一 ～ 複 数 列 の ユ ニ ッ ト 数 を

タ ク サ ご と に 計 数 し た 。1 と す る ユ ニ ッ ト は 、

シ ア ノ バ ク テ リ ア M i c ro c y s t i s の よ う に 1 細 胞

性 の タ ク サ は 1 細 胞 、P l a n k t o t h r i x の よ う に 糸

状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 接 眼 マ イ ク ロ メ ー

タ ー に 合 わ せ 2 5  μm の 円 筒 体 、 A n a b a e n o p s i s

の よ う に 螺 旋 状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 1 螺

旋 、緑 藻 B o t r y o c o c c u s の よ う に 塊 状 群 体 を 形

成 す る タ ク サ は 1 塊 と し た 。 計 数 す る 列 は 、

総 ユ ニ ッ ト 数 が 4 0 0 以 上 に な る ま で 、 プ

ラ ン ク ト ン 量 が 多 い 場 合 に は 適 宜 希 釈 し

た 試 水 を 用 い て 実 施 し た 。  

本 調 査 で は 、細 胞 の 体 積 を そ の タ ク サ

の 現 存 量 （ μm 3  m L - 1） と し た 。 体 積 へ の

換 算 は 、 先 に 示 し た ユ ニ ッ ト を 球 、 楕 円

体 、 円 筒 体 、 直 方 体 、 三 角 錐 な ど に 近 似

さ せ て （ We t z e l  a n d  L i k e n s、 1 9 9 1） 基 本

と な る 長 さ を 計 測 し て 得 た 。 基 本 と な る

長 さ は 正 立 顕 微 鏡（ D M R D、L e i c a、We t z l e r、

G e r m a n y ） の 画 像 を デ ジ タ ル カ メ ラ

（ H Q - 1 3 0 C、N i k o n、To k y o）で 取 り 込 み 、

計 測 ソ フ ト （ M a c  S c o p e） で 計 測 し た 。  

同 定 に 用 い た 資 料 は 以 下 の と お り で あ

る 。 シ ア ノ バ ク テ リ ア （ C y a n o p h y c e a e）

は G e i t l e r（ 1 9 3 2）、H u b e r - P e s t a l o z z i（ 1 9 3 8）

お よ び 渡 辺 （ 1 9 9 9 ）、 黄 緑 色 藻

（ X a n t h o p h y c e a e） は E t t l（ 1 9 7 8）、 黄 金

色 藻（ C h r y s o p h y c e a e）は St a r m a c h（ 1 9 8 5）、

珪 藻（ B a c i l l a r i o p h y c e a e）は K r a m m e r  a n d  

L a n g e - B e r t a l o t（ 1 9 8 6、1 9 8 8、1 9 9 1 a、b）、

渦 鞭 毛 藻（ D i n o p h y c e a e）は P o p o v s k y  a n d  

P f i e s t e r （ 1 9 9 0 ） 、 ク リ プ ト 藻

（ C r y p t o p h y c e a e ）、 ミ ド リ ム シ 藻

（ E u g l e n o p h y c e a e ） お よ び プ ラ シ ノ 藻

（ P r a s h i n o p h y c e a e）は 水 野・高 橋（ 2 0 0 0）、

ハ プ ト 藻 （ H a p t o p h y c e a e ） は S t a r m a c h

（ 1 9 8 5 ）、 緑 藻 （ C h l o r o p h y c e a e ） は 廣 瀬

（ 1 9 7 7）、K o m á r e k  a n d  F o t t  ( 1 9 8 3 )  お よ び

水 野 ・ 高 橋 （ 2 0 0 0）。  

 

 



 

引 用 文 献  

E t t l ,  H .  ( 1 9 7 8 )  X a n t h o p h y c e a e .  I n :  3 .  

S ü s s w a s s e r f l o r a  v o n  M i t t e l e u r o p a  ( e d s .  

H .  E t t l ,  J .  G e r l o f f  a n d  H .  H e y n i g ) ,  

G u s t a v  F i s c h e r  Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

G e i t l e r ,  L .  ( 1 9 3 2 )  C y a n o p h y c e a e .  I n :  

K r y p t o g a m e n f l o r a  v o n  D e u t s c h l a n d ,  

Ö s t e r r e i c h  u n d  d e r  S c h w e i z ,  1 4  ( e d .  L .  

R a b e n h o r s t ) ,  p p .  1 0 5 6 .  A c a d e m i s c h e  

Ve r l a g s g e s e l l s c h a f t ,  L e i p z i g .  

廣 瀬 弘 幸  ( 1 9 7 7 )  日 本 淡 水 藻 図 鑑 .  内 田 老

鶴 圃 新 社 ,  東 京 .  

H u b e r - P e s t a l o z z i ,  G.  ( 1 9 3 8 )  D a s  

P h y t o p l a n k t o n  d e s  S ü ß w a s s e r s .  B a n d  

X V I .  1 .  Te i l .  I n :  D i e  B i n n e n g e w ä s s e r .  e d .  

b y  T h i e n e m a n n ,  A .  E .  

S c h w e i z e r b a r t ’s c h e  

Ve r l a g s b u c h h a n d l u n g ,  S t u t t g a r t .  

K o m á r e k ,  J .  a n d  F o t t ,  B .  ( 1 9 8 3 )  D a s  

P h y t o p l a n k t o n  d e s  S ü ß w a s s e r s .  7 .  Te i l .  

1 .  H ä l f t e .  C h l o r o p h y c e a e  ( G r ü n a l g e n )  

O r d n u n g :  C h l o r o c o c c a l e s .  I n :  D i e  

B i n n e n g e w ä s s e r.  e d s .  b y  E l s t e r ,  H . - J .  

a n d  O h n e ,  W.  E .  S c h w e i z e r b a r t ’s c h e  

Ve r l a g s b u c h h a n d l u n g ,  S t u t t g a r t .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 8 6 )  

B a n d  2 / 1 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  1 .  Te i l .  

N a v i c u l a c e a e .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  

H e y n i g ,  H .  a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  

F i s c h e r  Ve r l a g ,  J e n a .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 8 8 )  

B a n d  2 / 2 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  2 .  Te i l .  

B a c i l l a r i o p h y c e a e ,  E p i t h e m i a c e a e ,  

S u r i r e l l a c e a e .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  

H e y n i g ,  H .  a n d  M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  

F i s c h e r  Ve r l a g ,  J e n a .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 9 1 a )  

B a n d  2 / 3 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  3 .  Te i l .  

C e n t r a l e s ,  F r a g i l a r i a c e a e ,  E u n o t i a c e a e .  

I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  M i t t e l e u r o p a  e d s .  

b y  E t t l ,  H . ,  G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  a n d  

M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  F i s c h e r  Ve r l a g ,  

S t u t t g a r t .  

K r a m m e r ,  K .  a n d  L a n g e - B e r t a l o t ,  H .  ( 1 9 9 1 b )  

B a n d  2 / 4 .  B a c i l l a r i o p h y c f e a e .  4 .  Te i l .  

A c h n a n t h a c e a e ,  K r i t i s c h e  E r g ä n z u n g e n  

z u  N a v i c u l a  ( L i n e o l a t a e )  u n d  

G o m p h o n e m a .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  G ä r t n e r ,  

G. ,  G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  a n d  

M o l l e n h a u e r ,  D .  G u s t a v  F i s c h e r  Ve r l a g ,  

S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 2 0 0 0 )  日 本 淡 水 プ ラ

ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .  

P o p o v s k y,  J .  a n d  P f i e s t e r ,  L .  A .  ( 1 9 9 0 )  

D i n o p h y c e a e .  I n :  6 .  S ü s s w a s s e r f l o r a  v o n  

M i t t e l e u r o p a  ( e d s .  H .  E t t l ,  J .  G e r l o f f  

a n d  H .  H e y n i g ) ,  G u s t a v  F i s c h e r  Ve r l a g ,  

S t u t t g a r t .  

S t a r m a c h ,  K .  ( 1 9 8 5 )  B a n d  1 .  C h r y s o p h y c e a e  

u n d  H a p t o p h y c e a e .  I n :  S ü ß w a s s e r f l o r a  

v o n  M i t t e l e u r o p a  e d s .  b y  E t t l ,  H . ,  

G e r l o f f ,  J . ,  H e y n i g ,  H .  a n d  M o l l e n h a u e r ,  

D .  G u s t a v  F i s c h e r  Ve r l a g ,  S t u t t g a r t .  

高 村 典 子 （ 2 0 0 3） 植 物 プ ラ ン ク ト ン .  地 球

環 境 調 査 計 測 事 典  第 2 巻  陸 域 編 ② ,  

p p . 1 8 7 - 1 9 1 .  フ ジ・テ ク ノ シ ス テ ム ,  東

京 .  

U t e r m ö h l ,  H .  ( 1 9 5 8 )  Z u r  Ve r v o l l k o m m n u n g  

d e r  q u a n t i t a t i v e n  

P h y t o p l a n k t o n - M e t h o d i k .  I n t e r n a t i o n a l e  

Ve r e i n i g u n g  f ü r  t h e o r e t i s h e  u n d  

a n g e w a n d t e  L i m n o l o g i e ,  M i t t e i l u n g e n ,  

9 :  1 - 3 8 .  

渡 辺 眞 之  ( 1 9 9 9 )  日 本 の ア オ コ .  国 立 科 学

博 物 館 ,東 京 .  

We t z e l ,  R .  G.  a n d  L i k e n s ,  G.  E .  ( 1 9 9 1 )  

L i m n o l o g i c a l  A n a l y s e s .  S p r i n g e r - Ve r l a g ,  

N e w  Yo r k .  

 



 

２－１０．水質  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wa t e r  qu a l i t y  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

  

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池 で 、

2 0 0 1 年 の 夏 季 、 秋 季 お よ び 2 0 0 2 年 春 季 に 調

査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分 析 値 で あ る 。 夏 季

は 他 に 4 池 を 追 加 し た 。池 の 位 置 は 2 - 1 今 田・

高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 日  

夏 季 は 2 0 0 1 年 7 月 2 0 - 2 6 日 、 秋 季 は 1 0 月

3 1 日 - 11 月 5 日 、春 季 は 2 0 0 2 年 5 月 1 5 - 2 1 日

に そ れ ぞ れ 実 施 し た 。  

 

現 場 計 測 ・ 採 水 ・ 採 泥  

現 場 計 測 は 最 深 部 で 、 採 水 、 採 泥 、 プ ラ ン

ク ト ン 採 集 前 に 実 施 し た 。 最 深 部 へ は フ ロ ー

タ ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー で

計 測 し た 。光 量 子 量 は ロ ガ ー（ L I 1 0 0 0、L i - C o r、

L i n c o r l n、 N E） を 備 え た 水 中 光 量 子 セ ン サ ー

（ L I - 1 9 2 S A 、 L i - C o r 、 L i n c o r l n 、 N E ） で 少 な

く と も 3 水 深 を 計 測 し 、 式 I z＝ I 0  e - k z か ら 消

散 計 数 （ k、 m - 1） を 求 め た 。 こ こ で 、 I z は 水

深 Z  m の 光 量 子 量 （ μm o l  p h o t o n  m - 2  s - 1）、 I 0

は 表 面 水 の 光 量 子 量 、 e は 自 然 対 数 を 示 す 。

透 明 度 は 直 径 3 0  c m の セ ッ キ 盤 を 用 い て 計 測

し た 。水 温 と 溶 存 酸 素（ D O）濃 度 は D O メ ー

タ ー （ M o d e l  5 8、 Y S I、 Ye l l o w  S p r i n g s、 O H、

U S A）、 p H は p H メ ー タ ー （ H M - 2 1 P、 T O A、

To k y o）を 用 い 、そ れ ぞ れ 水 深 0 . 5  m と 池 底 直

上 よ り 0 . 1  m 上 で 計 測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 現 場 計 測 を 行 っ た 地

点 で 採 水 し た 。 栄 養 塩 分 析 用 に 2  L 容 、 ア ル

カ リ 度 測 定 用 に 2 5 0  m L 容 の ポ リ プ ロ ピ レ ン

容 器 を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、 水 深 0 . 2  m

の 池 水 を 直 接 採 水 し た 。 こ の 時 、 透 明 度

が 1 . 5  m 以 上 を 示 し た 場 合 に は 複 数 本 採

っ た 。2 0 0 2 年 5 月 に は 、溶 存 態 無 機 炭 素

（ D I C） 濃 度 の 測 定 の た め 、 1 0 0  m L 容 バ

イ ア ル 瓶 へ の 採 水 も 行 っ た 。 バ イ ア ル 瓶

は 注 射 針 で 余 分 な 水 を 除 き 、 ア ル ミ 栓 で

密 封 し た 。 こ れ ら は 冷 暗 下 で 実 験 室 ま で

運 搬 し た 。  

底 泥 表 層 の 酸 化 還 元 電 位 （ O R P） を 調

べ る た め 、O R P メ ー タ ー（ R M - 2 0 P、T O A、

To k y o ） で 電 位 （ m V ）、 p H メ ー タ ー

（ H M - 2 1 P、 T O A、 To k y o） で 電 位 計 測 時

の p H と 温 度 を 計 測 し た 。両 セ ン サ ー は 、

水 平 に し た 金 網 板 に 垂 直 に 差 し 込 み 、 セ

ン サ ー が 浮 か ぬ よ う 錘 で 固 定 し た 仕 組 み

に ロ ー プ を 結 え て 静 か に 池 底 ま で 降 ろ し 、

底 泥 表 面 か ら 深 さ 1 0 c m で 計 測 で き る よ

う に 工 夫 し た 。 セ ン サ ー を 投 入 し て 2 分

後 、 数 値 が 概 ね 安 定 し た 値 を 読 ん だ 。 読

み 値 は 、 p H 7 の 時 の O R P 値 （ E h 7） に 換

算 し た 。  

底 泥 表 層 の 含 水 率 と 有 機 物 含 量 を 求 め

る た め 、 エ ク マ ン バ ー ジ 採 泥 器 （ 1 5× 1 5  

c m、 R i g o、 To k y o） で 表 泥 を 採 取 し て タ

ッ パ ー に 保 存 し 、 冷 暗 下 で 実 験 室 に 持 ち

込 ん だ 。  

  

水 質 分 析 方 法  

総 ク ロ ロ フ ィ ル a（ t o t a l  C h l . a）濃 度 は

水 中 懸 濁 物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー

ろ 紙 （ G F / F、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、



 

M i d d l e s e x、 U K、 以 下 、 ろ 紙 と 記 す ） 上 に 集

め 、 冷 暗 下 、 ス ク リ ュ ー バ イ ア ル 瓶 の 中 で

9 9 . 9  %メ タ ノ ー ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。 抽 出 物

は よ く 振 っ て か ら 3 0 0 0  r p m で 1 0 分 遠 心

（ H - 3 0 R、K o k u s a n、To k y o）し 、上 澄 み の 6 6 5  

n m に お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計 （ 2 2 0 A、

H i t a c h i、 To k y o） で 測 定 し た （ M a r k e r  e t  a l .、

1 9 8 0）。更 に 、4 0  μm 孔 径 の ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ

ル タ ー（ W h a t m a n、B r e n t f o r d、M i d d l e s e x、U K）

上 に 捕 集 さ れ た S S、4 0  μm 孔 径 は 通 過 し た が

1 0  μm 孔 径 の ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ ー 上 に 捕

集 さ れ た S S、1 0  μm 孔 径 を 通 過 し た が ろ 紙 上

に 集 め ら れ た S S を そ れ ぞ れ C h l . a > 4 0μm、

C h l . a  4 0 - 1 0μm お よ び C h l . a < 1 0μm と し て サ イ

ズ 分 画 し 、t o t a l  C h l . a と 同 じ 手 法 で 分 析 し た 。 

S S 濃 度 は 、予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間 、1 0 3  ℃ で

1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ 紙 上

に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か ら 秤 量

し て 得 た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒 素

（ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N） の 各

濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間

加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液 （ 以 下 、

ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。N H 4 - N は イ ン ド フ ェ

ノ ー ル 法（ A P H A、 1 9 9 8）、 N O 2 - N は ナ フ チ ル

エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8）、 N O 3 - N

は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元 し て N O 2 - N に 変

換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法

（ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー ト ア ナ ラ イ ザ ー

（ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、 N o r d e r s t e d t、

G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ 測 定 し た 。 全 窒

素（ T N）濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全 窒

素（ D T N）濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ た ポ

リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、ア ル カ リ 性 下 で ペ ル

オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、

N O 2 - N に 変 換 し て 測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を モ

リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ ー ト

ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ ン（ T P）

濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全 リ ン（ D T P）

濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ た ポ リ プ ロ ピ

レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫

酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、S R P に

変 換 し て 測 定 し た 。懸 濁 態 全 リ ン（ P T P）

濃 度 は 、ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ ー（ 0 . 2  μm

孔 径 、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、

U K）上 に 濾 し 集 め た S S を フ ィ ル タ ー ご

と ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 収 め て 一 定

量 の 超 純 水 を 加 え た 後 、 T P と 同 様 の 処

理 を 行 い 分 析 し た 。  

懸 濁 態 有 機 炭 素 （ P O C） と 懸 濁 態 有 機

窒 素（ P O N）の 各 濃 度 は 、S S 計 量 後 の ろ

紙 を C H N コ ー ダ ー （ M T- 5、 Ya n a c o、

K y o t o） で 分 析 し た 。 こ の 分 析 は 、 春 季

（ 2 0 0 5 年 5 月 ） の み 実 施 し た 。  

ア ル カ リ 度（ A l k a l i n i t y）は 硫 酸 滴 定 法

（ A P H A、 1 9 9 8） で 実 施 し た 。 繰 り 返 し

は 3 回 以 上 行 っ た 。 溶 存 態 有 機 炭 素

（ D O C）濃 度 は ろ 液 を N P O C 法 で 、オ ー

ト サ ン プ ラ ー （ A S I - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、

K y o t o） を 備 え た 全 有 機 体 炭 素 計

（ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、 K y o t o） で 計

測 し た 。 ま た 、 ろ 液 の 2 6 0  n m で の 吸 光

度（ U V）を 計 測 し 、U V / D O C 比（ 福 島 ら 、

1 9 9 7）を 計 算 し た 。こ れ ら に 加 え 、 2 0 0 2

年 5 月 か ら は 溶 存 態 無 機 炭 素 （ D I C） 濃

度 の 分 析 も 開 始 し た 。こ れ は 、バ イ ア ル

瓶 で 密 封 し た 試 水 を そ の ま ま I C 測 定 法

を 用 い て 全 有 機 体 炭 素 計 （ T O C - 5 0 0 0 A、

S h i m a d z u、 K y o t o） で 計 測 し た 。  

ナ ト リ ウ ム （ N a +）、 カ リ ウ ム （ K +）、

カ ル シ ウ ム （ C a 2 +） お よ び マ グ ネ シ ウ ム

（ M g 2 +）の 各 イ オ ン 濃 度 は 、ガ ー ド カ ラ

ム（ P C I - 3 11 S G、 T O A、 To k y o）を 装 着 し

た 2 0  μL ル ー プ カ ラ ム（ P C I - 3 11 S、T O A、

To k y o） を 用 い 、 オ ー ト サ ン プ ラ ー

（ I S - 1 0 0、T O A、To k y o）を 備 え た イ オ ン

分 析 計 （ I A - 1 0 0、 T O A、 To k y o） で ろ 液

を 測 定 し た 。塩 化 物（ C l -）と 硫 酸（ S O 4
2 -）

の 各 イ オ ン 濃 度 は ガ ー ド カ ラ ム

（ P C I - 2 0 1 S G、T O A、To k y o）を 装 着 し た

2 0  μL ル ー プ カ ラ ム （ P C I - 2 0 1 S、 T O A、



 

To k y o） を 用 い 、 陽 イ オ ン と 同 様 に 分 析

し た 。  

溶 存 態 の ア ル ミ ニ ウ ム （ D - A l）、 カ ル シ

ウ ム （ D - C a）、 鉄 （ D - F e）、 マ グ ネ シ ウ ム

（ D - M g）、 マ ン ガ ン （ D - M n）、 硫 黄 （ D - S）

お よ び 珪 素 （ D - S i） の 各 濃 度 は 、 ろ 液 に 最

終 濃 度 が 1  %に な る よ う に 塩 酸 を 加 え た も

の を 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 装 置

（ 6 1 E - Tr a c e、T h e r m o  J a r r e l l  A s h、M A、U S A）

で 測 定 し た 。 秋 季 （ 2 0 0 1 年 1 0 月 ） か ら は

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ る 珪

酸 態 珪 素（ S i O 2 - S i）濃 度 の 測 定 も 実 施 し た 。 

 

底 質 分 析 方 法  

試 泥 は よ く 攪 拌 し 、 予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間

熱 処 理 し 秤 量 し た る つ ぼ に 、 お よ そ 5  g を

採 り 分 け 秤 量 し た 。 突 沸 に よ っ て 泥 が 消 失

せ ぬ よ う 、あ る 程 度 水 が 減 る ま で は 7 0  ℃ 、

そ の 後 は 1 0 5  ℃ で 、 重 量 が 安 定 す る ま で 数

日 乾 燥 さ せ 、 最 終 的 に 減 っ た 分 を 水 分 と し

た 。更 に 、4 5 0  ℃ で 2 4 時 間 の 加 熱 処 理 後 に

秤 量 し 、 減 っ た 分 を 有 機 物 分 と し た 。  
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p h o t o s y n t h e t i c  p i g m e n t s  i n  f r e s h w a t e r s  

a n d  s t a n d a r d i z a t i o n  o f  m e t h o d s :  

c o n c l u s i o n s  a n d  r e c o m m e n d a t i o n s .  

A r c h i v  f ü r  H y d r o b i o l o g i e  E r g e b n i s s e  d e r  

L i m n o l o g i e ,  1 4 :  9 1 - 1 0 6 .

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－１１．水質調査結果（ 2002 年 6 月～ 2003 年 4 月）  

中川  惠 ・柚木秀 雄・高村 典子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wa te r  qu a l i t y  f ro m June  2002  to  Ap r i l  20 03  

M e g u mi  N A K A G AWA ,  H i d e o  Y U K I  a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

   

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池

で 、 2 0 0 2 年 6 月 か ら 2 0 0 3 年 4 月 ま で 、 冬

季 を 除 く 毎 月 調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分

析 値 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 は 最 深 部 で 、採 水 前 に 実 施 し た 。

最 深 部 へ は フ ロ ー タ ー で 移 動 し 、 そ の 水 深

を 錘 付 き メ ジ ャ ー で 計 測 し た 。 光 量 子 量 は

ロ ガ ー （ L I 1 0 0 0 、 L i - C o r 、 L i n c o r l n 、 N E ）

を 備 え た 水 中 光 量 子 セ ン サ ー （ L I - 1 9 2 S A、

L i - C o r、 L i n c o r l n、 N E） で 少 な く と も 3 水

深 を 計 測 し 、式 I z＝ I 0  e - k z か ら 消 散 計 数（ k、

m - 1）を 求 め た 。こ こ で 、 I z は 水 深 Z  m の 光

量 子 量 （ μm o l  p h o t o n  m - 2  s - 1）、 I 0 は 表 面 水

の 光 量 子 量 、 e は 自 然 対 数 を 示 す 。 透 明 度

は 直 径 3 0  c m の セ ッ キ 盤 を 用 い て 計 測 し た 。

水 温 、 溶 存 酸 素 （ D O） 濃 度 お よ び p H は 、

マ ル チ 水 質 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム（ U - 2 1 D X、

H o r i b a、K y o t o）を 用 い 、そ れ ぞ れ 水 深 0 . 2  m、

0 . 5  m、池 底 直 上 よ り 0 . 1  m 上 の 3 水 深 で 計

測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 現 場 計 測 を 行 っ た

地 点 で 採 水 し た 。 栄 養 塩 分 析 用 に 2  L 容 ポ

リ プ ロ ピ レ ン 容 器 を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、

水 深 2 0  c m の 池 水 を 直 接 採 水 し た 。こ の 時 、

透 明 度 が 1 . 5  m 以 上 を 示 し た 場 合 に は 複 数

本 採 っ た 。 ま た 、 溶 存 態 無 機 炭 素 （ D I C）

濃 度 の 測 定 の た め 、1 0 0  m L 容 バ イ ア ル 瓶 へ

も 採 水 し た 。 バ イ ア ル 瓶 は 注 射 針 で 余 分 な

水 を 除 き 、 ア ル ミ 栓 で 密 封 し た 。 こ れ ら は

冷 暗 下 で 実 験 室 ま で 運 搬 し た 。  

 

水 質 分 析 方 法  

ク ロ ロ フ ィ ル a（ C h l . a）濃 度 は 水 中 懸 濁

物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙（ G F / F、

W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、 U K、 以

下 、ろ 紙 と 記 す ）上 に 集 め 、冷 暗 下 、ス ク

リ ュ ー バ イ ア ル 瓶 の 中 で 9 9 . 9  %メ タ ノ ー

ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。抽 出 物 は よ く 振 っ て

か ら 3 0 0 0  r p m で 1 0 分 遠 心（ H - 3 0 R、K o k u s a n、

To k y o）し 、上 澄 み の 6 6 5  n m に お け る 吸 光

度 を 分 光 光 度 計 （ 2 2 0 A、 H i t a c h i、 To k y o）

で 測 定 し た （ M a r k e r  e t  a l .、 1 9 8 0）。  

S S 濃 度 は 、予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間 、1 0 3  ℃

で 1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ

紙 上 に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か

ら 秤 量 し て 得 た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 4 5 0  ℃ で

3 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液

（ 以 下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は

イ ン ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、1 9 9 8）、N O 2 - N

は ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。全 窒 素（ T N）濃 度 は 試 水 を そ の

ま ま 、 溶 存 態 全 窒 素



 

（ D T N）濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ た ポ

リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、ア ル カ リ 性 下 で ペ

ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分

解 し 、 N O 2 - N に 変 換 し て 測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全

リ ン （ D T P） 濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ

た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル

オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解

し 、 S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。懸 濁 態 全 リ

ン （ P T P） 濃 度 は 、 ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ

ー （ 0 . 2  μm 孔 径 、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 濾 し 集 め た S S を フ ィ

ル タ ー ご と ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 収 め

て 一 定 量 の 超 純 水 を 加 え た 後 、 T P と 同 様

の 処 理 を 行 い 分 析 し た 。  

懸 濁 態 有 機 炭 素 （ P O C） と 懸 濁 態 有 機 窒

素（ P O N）の 各 濃 度 は 、S S 計 量 後 の ろ 紙 を

C H N コ ー ダ ー （ M T- 5、 Ya n a c o、 K y o t o） で

分 析 し た 。 こ の 分 析 は 、 春 季 （ 2 0 0 5 年 6

月 ） か ら 秋 季 （ 11 月 ） ま で 実 施 し た 。  

夏 か ら 、溶 存 態 有 機 炭 素（ D O C）濃 度 は

ろ 液 を N P O C 法 で 、 オ ー ト サ ン プ ラ ー

（ A S I - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、K y o t o）を 備 え た

全 有 機 体 炭 素 計 （ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、

K y o t o） で 計 測 し た 。 ま た 、 ろ 液 の 2 6 0  n m

で の 吸 光 度（ U V）を 計 測 し 、U V / D O C 比（ 福

島 ら 、 1 9 9 7）を 計 算 し た 。溶 存 態 無 機 炭 素

（ D I C） 濃 度 は 、 バ イ ア ル 瓶 で 密 封 し た 試

水 を そ の ま ま I C 測 定 法 を 用 い て 全 有 機 体

炭 素 計 （ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、 K y o t o）

で 計 測 し た 。  

8 月 は 以 下 に 示 す 6 種 の イ オ ン 濃 度 を 測

定 し た 。ナ ト リ ウ ム（ N a +）、カ リ ウ ム（ K +）、

カ ル シ ウ ム （ C a 2 +） お よ び マ グ ネ シ ウ ム

（ M g 2 +）の 各 イ オ ン 濃 度 は 、ガ ー ド カ ラ ム

（ P C I - 3 11 S G、T O A、To k y o）を 装 着 し た 2 0  

μL ル ー プ カ ラ ム（ P C I - 3 11 S、T O A、To k y o）

を 用 い 、オ ー ト サ ン プ ラ ー（ I S - 1 0 0、T O A、

To k y o） を 備 え た イ オ ン 分 析 計 （ I A - 1 0 0、

T O A、 To k y o） で ろ 液 を 測 定 し た 。 塩 化 物

（ C l -） と 硫 酸 （ S O 4
2 -） の 各 イ オ ン 濃 度 は

ガ ー ド カ ラ ム （ P C I - 2 0 1 S G、 T O A、 To k y o）

を 装 着 し た 2 0  μL ル ー プ カ ラ ム（ P C I - 2 0 1 S、

T O A、 To k y o） を 用 い 、 陽 イ オ ン と 同 様 に

分 析 し た 。  

珪 酸 態 珪 素（ S i O 2 - S i）濃 度 は 、モ リ ブ デ

ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ ー ト ア ナ

ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。  

 

 

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

福 島 武 彦・今 井 章 雄・松 重 一 夫・井 上 隆 信 ・

小 澤 英 明  ( 1 9 9 7 )  湖 水 溶 存 有 機 物 の 紫

外 部 吸 光 度：D O C 比 の 特 性 と そ れ の 水

質 管 理 へ の 利 用 .  水 環 境 学 会 誌 ,  2 0 :  

3 9 7 - 4 0 3 .  

M a r k e r ,  A .  F.  H . ,  N u s c h ,  E .  A . ,  R a i ,  H .  a n d  

R i e m a n n ,  B .  ( 1 9 8 0 )  T h e  m e a s u r e m e n t  o f  

p h o t o s y n t h e t i c  p i g m e n t s  i n  f r e s h w a t e r s  

a n d  s t a n d a r d i z a t i o n  o f  m e t h o d s :  

c o n c l u s i o n s  a n d  r e c o m m e n d a t i o n s .  

A r c h i v  f ü r  H y d r o b i o l o g i e  E r g e b n i s s e  d e r  

L i m n o l o g i e ,  1 4 :  9 1 - 1 0 6 .  

 

 

 

 

 

 



 

２－１２．水質調査結果（ 2002 年 6 月 23 日）  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wate r  qu a l i t y  on  23  June ,  2002  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池

に お け る 栄 養 塩 類 の 負 荷 量 を 把 握 す る た め 、

2 0 0 2 年 6 月 に 調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分

析 値 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 と 採 水 は 共 に 、 主 に 池 へ の 流 入

口 と 流 出 口 で 実 施 し た 。 電 気 伝 導 度 （ E C）

と p H は 、 流 入 あ る い は 流 出 し て い る 水 を

直 接 、E C / p H メ ー タ ー（ W M - 2 2 E P、T O A - D K K、

To k y o） で 計 測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 2  L 容 ポ リ プ ロ ピ

レ ン 容 器 を 採 水 す る 水 で 共 洗 い し た 後 、 直

接 採 水 し た 。 試 水 は 冷 暗 下 で 実 験 室 ま で 運

搬 し た 。  

  

水 質 分 析 方 法  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間

加 熱 処 理 を 行 っ た グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙

（ G F / F、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、

U K、以 下 、ろ 紙 と 記 す ）で 濾 し た ろ 液（ 以

下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は イ ン

ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、 1 9 9 8）、 N O 2 - N は

ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。 全 窒 素 （ T N） 濃 度 は そ の ま ま 、

ア ル カ リ 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ

ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、N O 2 - N に 変 換 し て

測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は そ の ま ま 、酸 性 下 で ペ ル オ

キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、

S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。  

溶 存 態 有 機 炭 素 （ D O C） 濃 度 は ろ 液 を

N P O C 法 で 、オ ー ト サ ン プ ラ ー（ A S I - 5 0 0 0 A、

S h i m a d z u、 K y o t o） を 備 え た 全 有 機 体 炭 素

計 （ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、 K y o t o） で 計

測 し た 。  

ナ ト リ ウ ム （ N a +）、 カ リ ウ ム （ K +）、 カ

ル シ ウ ム （ C a 2 +） お よ び マ グ ネ シ ウ ム

（ M g 2 +）の 各 イ オ ン 濃 度 は 、ガ ー ド カ ラ ム

（ P C I - 3 11 S G、T O A、To k y o）を 装 着 し た 2 0  

μL ル ー プ カ ラ ム（ P C I - 3 11 S、T O A、To k y o）

を 用 い 、オ ー ト サ ン プ ラ ー（ I S - 1 0 0、T O A、

To k y o） を 備 え た イ オ ン 分 析 計 （ I A - 1 0 0、

T O A、 To k y o） で ろ 液 を 測 定 し た 。 塩 化 物

イ オ ン （ C l -） と 硫 酸 イ オ ン （ S O 4
2 -） の 各

濃 度 は ガ ー ド カ ラ ム （ P C I - 2 0 1 S G、 T O A、

To k y o） を 装 着 し た 2 0  μL ル ー プ カ ラ ム

（ P C I - 2 0 1 S、 T O A、 To k y o） を 用 い 、 陽 イ

オ ン と 同 じ 装 置 で 分 析 し た 。  

珪 酸 態 珪 素（ S i O 2 - S i）濃 度 は 、モ リ ブ デ



 

ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ ー ト

ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。  

 

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２－１３．水温  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wa t e r  t e m p e ra tu re  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 3 5 の た め 池

で 、2 0 0 2 年 5 月 ～ 2 0 0 3 年 4 月 ま で 連 続 計 測

し た 水 温 で あ る 。 池 の 位 置 は 2 - 1 今 田 ・ 高

村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

水 温 計 の 設 置 と デ ー タ 回 収  

穴 を 開 け た ス チ ロ ー ル 板 に ロ ガ ー（ H o b o  

Wa t e r  Te m p  P r o、O n s e t、M A）を 上 か ら 差 し

込 み 、 下 方 か ら ア ン カ ー を く く り つ け る こ

と で 、 セ ン サ ー 部 が 水 深 0 . 1  m に な る よ う

に 工 夫 し 、 池 の 最 深 部 に 設 置 し た 。 水 深 の

増 減 に 対 応 で き る よ う 、 ア ン カ ー と ロ ガ ー

を 繋 ぐ 紐 は 常 時 水 深 よ り 幾 分 長 め に し た 。  

水 質 調 査 時 に ロ ガ ー を 回 収 し 、 専 用 赤 外

線 ベ ー ス ス テ ー シ ョ ン （ B S T- I R 、 O n s e t 、

M A）を 用 い て パ ソ コ ン 上 に 取 り 込 ん だ 。ロ

ガ ー は 、 デ ー タ を 消 去 し 、 セ ン サ ー 部 を よ

く 水 洗 し た 後 、 再 び 測 定 に 要 し た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

３．2000 年の 29 池 

（兵庫県南部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

３－１．調査池の地図  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Map  o f  su rv ey ed  po nd  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置 を

示 し た 分 布 図 で あ る 。  

 

方 法  

分 布 図 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系：世 界 測 地 系 で 示 し た 。2 0 0 0 年 の 調 査 地

点 を 0 0 で 始 ま る 番 号 で 示 し た 。分 布 図 背 景

に 数 値 地 図 2 , 5 0 0（ 空 間 デ ー タ 基 盤 、 国 土

地 理 院（ 公 開 終 了 ））の ‘行 政 界 ’と ‘淡 水 域 ’  、

分 布 図 （ 詳 細 ） に 数 値 地 図 2 5 , 0 0 0（ 空 間 デ

ー タ 基 盤 、 国 土 地 理 院 （ 2 0 0 0） ） を 用 い た

（ 図 1 - 1、 1 - 2） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 1-1. 2000 年調査対象図.

調査対象地 瀬戸内海 

加東市



 

図 1-2. 2000 年調査対象図（拡大図）.



 

３－２．調査池の位置情報と周辺の土地利用  

赤坂宗光  1 )・三橋 弘宗  2 )・ 高村典子  1 )  
1 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

2 )  兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  

 

Geog raph i ca l  i n fo rma t ion  an d  pe r iph e ra l  l and  u se  

M u n e mi t s u  A K A S A K A 
1 ) ,  H i ro mu n e  M I T S U H A S H I  

2 )
 a n d  No r ik o  TA K A M U R A 

1 )  
1 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  
2 )  T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu ma n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置

情 報 と 概 要 （ 地 理 座 標 、 標 高 、 池 面 積 、 周

囲 長 、 護 岸 長 、 護 岸 率 お よ び 池 周 辺 の 土 地

利 用 ） で あ る 。 池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

 調 査 池 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系 ： 世 界 測 地 系 で 示 し た 。  

標 高 は 、 国 土 地 理 院 が 発 行 し た 5 0  m メ

ッ シ ュ の 数 値 地 図 を 補 間 し て 作 成 し た デ ジ

タ ル 標 高 地 図 か ら 求 め た 。  

池 面 積 、周 囲 長 、護 岸 長 お よ び 護 岸 率 は 、

最 も 新 し い 都 市 計 画 図（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を デ

ジ タ ル 化 し た も の か ら G I S（ A r c G I S 9 . 1、

E S R I、 R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 求 め た 。 

 調 査 池 周 辺 の 土 地 利 用 は 、 植 生 図 か ら 、

G I S 上 で 算 出 し た 。 池 の 周 辺 と は 、 池 の 縁

か ら の 距 離 が 1 0、 1 0 0、 2 5 0、 5 0 0、 1 0 0 0、

3 0 0 0  m 以 内 の 範 囲 と し 、範 囲 内 に 含 ま れ る

淡 水 域 、 草 地 、 水 田 、 畑 、 市 街 地 、 広 葉 樹

の 各 面 積 と 比 率 を 求 め た 。 デ ー タ の 精 度 を

保 つ た め 、池 の 縁 か ら の 距 離 が 5、1 0、2 5  m

以 内 の 土 地 利 用 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ オ ル

ソ 化 し た 空 中 写 真（ 縮 尺 1 / 1 , 0 0 0）か ら 作 成

し た 独 自 の 土 地 利 用 図 か ら 求 め た 。 そ れ 以

外 に つ い て は 、 環 境 省 が 作 成 し た 自 然 環 境

情 報 G I S の 最 新 の 植 生 図 （ 縮 尺 1 / 2 5 , 0 0 0）

か ら 得 た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－３．トラップとたも網により捕獲された大型水生動物  

田中哲夫  

兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  

 

Aqua t i c  an ima l s  c augh t  by  a  c age  t r ap  and  a  hand  ne t  

Te t s u o  TA N A K A  

T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu m a n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、 2 0 0 0 年 5 - 6 月 に 、兵 庫 県 東 播 磨

地 区 の 2 9 の た め 池 で 捕 獲 さ れ た 大 型 水 生

動 物 の 個 体 数（ C P U E）で あ る 。以 下 に 記 し

た 3 つ の 調 査 法 を 同 時 に 行 う こ と で 、 た め

池 の 動 物 群 集 の 全 体 像 を 把 握 す る こ と を 目

標 と し た 。池 の 位 置 は 3 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 調 査 は 、 2 0 0 0 年 5 月 2 5 日 ～ 6 月 2 9 日 に

実 施 し た 。 ト ラ ッ プ と 網 を 用 い て 捕 集 し た

全 個 体 を タ ク サ ご と に 計 数 し た （ 田 中 、

2 0 0 5）。ま た 、目 視 で 確 認 で き た も の も 別 途

記 録 し た 。  

 

ト ラ ッ プ 採 集 ： 市 販 の 集 魚 用 餌 を 少 量 入 れ

た ト ラ ッ プ （ 網 モ ン ド リ ： 4 5  c m×2 5  

c m×2 5  c m： 網 目 ； 3  m m； 入 り 口 口 径 5  

c m）を 調 査 池 の 5 地 点 に 設 置 し て 3 0 分

後 に 回 収 し 、ト ラ ッ プ で 捕 獲 さ れ た 魚 類

等 の 同 定 後 、そ の 数 を 計 測 後 再 び も と の

場 所 に 放 流 し た 。ト ラ ッ プ に よ る 方 法 で

は 、遊 泳 性 の 魚 類 を 主 な 調 査 対 象 と し て

い る 。  

 

網 採 集 ： 5 地 点 で の 網 引 調 査 （ 口 径 ； 4 0  

m m×3 0  m m：網 目 2  m m の た も 網 に よ る ）

1  m 引 き サ ン プ リ ン グ を 5 地 点 で 実 施 し 、

採 集 さ れ た ト ン ボ の ヤ ゴ や カ ゲ ロ ウ 類

な ど の 水 生 昆 虫 、エ ビ 類 ま た 貝 類 な ど を

3 5  c m× 2 5  c m の 白 色 バ ッ ト に う け 、肉 眼

と ル ー ペ （ ×5） に よ り 種 の 同 定 を 現 場

で 行 い そ の 数 を 記 録 し た 後 に 放 流 し た 。

な お 現 場 で 同 定 不 能 の 動 物 の み 7 0  %ア

ル コ ー ル で 保 存 し 実 体 顕 微 鏡 下 （ ×1 0）

で 同 定 し た 。こ の 網 に よ る 方 法 で は 、水

生 植 物 中 や 底 質 上 の 水 生 動 物 を 主 な 調

査 対 象 と し て い る 。  

 

目 視 記 録 ： 岸 辺 に 立 ち 、 1 m 2 の コ ド ラ ー ト

を 想 定 し 、水 表 面 近 く の 水 生 動 物 の 行 動

が 定 常 状 態 に 達 し た と 判 断 さ れ た 瞬 間

の 個 体 数 を 5 地 点 で 目 視 記 録 し た 。こ の

方 法 で は 、水 表 面 を 生 活 の 場 と す る 動 物

を 主 な 調 査 対 象 と し て い る 。  

 

 

引 用 文 献  

田 中 哲 夫  ( 2 0 0 5 )  た め 池 を 調 べ る .  兵 庫 県

立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 編 ） ,  ひ と は く

フ ィ ー ル ド ワ ー ク 入 門 ,  p p . 6 8－ 7 8 .  人

と 自 然 の 博 物 館 ,  三 田 .

 

 

 

 

 



 

３－４．魚と底生無脊椎動物  

棗田孝晴  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  財 団 法 人 地 球 ・ 人 間 環 境 フ ォ ー ラ ム （ 2 0 0 0 年 当 時 ）  

1 )  現 所 属 ： 千 葉 科 学 大 学 （ 〒 2 8 8 - 0 0 2 5 銚 子 市 潮 見 町 3 番 地 ）  
2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

F i sh  and  b en t h i c  ma c r o inv e r t eb r a t e s  

Ta k a h a r u  N AT S U M E D A 
1 )

 a n d  No r i k o  TA K A M U R A 
2 )  

1 )  C h i b a  I n s t i t u t e  o f  S c i e n c e ,  3  S h i o mi - c h o ,  C h o s h i  2 8 8 - 0 0 2 5 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 2 9 の た め 池

で 、 夏 季 （ 7 月 ） に 魚 類 と ベ ン ト ス を 採 集

す る と と も に 、底 質 を 調 査 し た 結 果 で あ る 。

池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照

さ れ た い 。  

 

方 法  

魚 類 の 採 集  

魚 類 の 採 集 は ミ ノ ウ ト ラ ッ プ

（ 2 5× 4 0× 2 5  c m、 メ ッ シ ュ サ イ ズ 2  m m）

を 用 い て 、2 0 0 0 年 の 7 月 2 4 日 か ら 2 8 日 に

か け て の 日 中 （ 0 7 : 0 0 - 1 9 : 3 0） に 2 6 か 所 の

池 で お こ な っ た 。 練 り 固 め た サ ナ ギ 粉 を 入

れ た 6 つ の ト ラ ッ プ を 、 各 池 と も 池 の 周 囲

に 沿 っ て 可 能 な 限 り 均 等 な 間 隔 （ 最 低 5  m

以 上 の 距 離 を 保 持 ） で 1 時 間 設 置 し た 後 、

ト ラ ッ プ に 入 っ た 魚 類 を 採 集 し た 。 採 集 さ

れ た 魚 類 の 一 部 は 現 地 に て 1 0  ％ ホ ル マ リ

ン 溶 液 で 固 定 し た 後 に 研 究 室 に 持 ち 帰 り 、

中 坊 （ 1 9 9 3） の 魚 類 検 索 図 説 を 用 い て 種 を

同 定 し た 。 な お 、 レ ッ ド リ ス ト （ 環 境 省 、

1 9 9 9）に 記 載 さ れ た 種 が 発 見 さ れ た 場 合 は 、

個 体 数 の み を 数 え た の ち に 、 も と の 採 集 場

所 に 放 流 し た 。  

 

マ ク ロ ベ ン ト ス の 採 集  

マ ク ロ ベ ン ト ス の 採 集 は ベ ン ト ス ネ ッ ト  

（ 幅 2 5  c m、 メ ッ シ ュ サ イ ズ 0 . 3  m m） を 用

い て  2 0 0 0 年 5 月 に 2 4 ヶ 所 の 池 で お こ な っ

た 。 各 池 の 岸 付 近 の 底 部 に ベ ン ト ス ネ ッ ト

を 垂 直 に 当 て て 、 1  m の 底 曳 き を 各 池 あ た

り 5 回 お こ な い （ 採 集 面 積 ： 1 . 2 5  m 2）、 採

集 さ れ た ベ ン ト ス を 現 地 に て 1 0  ％ ホ ル マ

リ ン 溶 液 で 固 定 し た の ち に 研 究 室 に 持 ち 帰

っ た 。 採 集 さ れ た ベ ン ト ス は 双 眼 実 体 顕 微

鏡 下 で 観 察 し 、 川 合 （ 1 9 8 5） の 水 生 昆 虫 検

索 図 説 を 用 い て 可 能 な 限 り 下 位 の 分 類 群 ま

で 同 定 し た 。 こ れ ら マ ク ロ ベ ン ト ス の デ ー

タ は 、 1  m 2 あ た り 採 集 さ れ た 個 体 数 に 変 換

し た 。  

 

底 泥 中 の ベ ン ト ス お よ び 底 泥 の 採 集  

底 泥 の サ ン プ ル は 、 エ ク マ ン バ ー ジ 採 泥

器（ 1 5×1 5  c m）を 用 い て 2 0 0 0 年 5 月 2 5 日

か ら 2 8 日 に か け て 2 6 ヶ 所 の 池 で 採 集 し た 。

採 集 さ れ た 底 泥 サ ン プ ル か ら 5 0  g を サ ン プ

ル 管 に 取 り 、 強 熱 減 量 の 分 析 に 供 す る た め

に 5  ℃ で 保 存 し た 。 各 底 泥 サ ン プ ル は 、

1 0 5  ℃ で 一 晩 乾 燥 さ せ た 重 量 を 計 量 し 、 さ

ら に 4 5 0  ℃ で 一 晩 乾 燥 さ せ た 重 量 を 計 量 し

た 。 こ れ ら 二 つ の 乾 燥 処 理 の 間 の 重 量 の 減

量 分 を 強 熱 減 量（ g）と し て 評 価 し た 。残 り

の 底 泥 サ ン プ ル は 現 地 に て 1 0  ％ ホ ル マ リ

ン 溶 液 で 固 定 し た 後 に 研 究 室 に 持 ち 帰 り 、

0 . 2  m m の 網 目 の ナ イ ロ ン 網 を 用 い て 底 泥

中 の ベ ン ト ス を こ し 取 っ て 採 取 し た 。 採 取



 

し た ベ ン ト ス は 双 眼 実 体 顕 微 鏡 下 で 観 察 し 、

川 合 （ 1 9 8 5） の 水 生 昆 虫 検 索 図 説 を 用 い て

可 能 な 限 り 下 位 の 分 類 群 ま で 同 定 し た 。 底

泥 サ ン プ ル か ら こ し 出 さ れ た 落 葉（ >  2  m m）

に つ い て は 、 室 温 で 1 週 間 乾 燥 さ せ た 後 に 、

乾 重 量 を 0 . 1  g の 精 度 で 測 定 し た 。   

 

 

 

 

引 用 文 献  

川 合 禎 次（ 1 9 8 5）日 本 産 水 生 昆 虫 検 索 図 説 .  

東 海 大 学 出 版 会 .  4 0 9  p p .  

環 境 省 （ 1 9 9 9） 汽 水 ・ 淡 水 魚 類 の レ ッ ド リ

ス ト の 見 直 し に つ い て .  1 9 9 9 年 2 月 1 8

日 環 境 省 報 道 発 表 資 料 （ 別 紙 3） .  

h t t p : / / w w w. b i o d i c . g o . j p / r d b / f i s h / 5 5 1 6 0 -

1 . h t m l  

中 坊 徹 次（ 1 9 9 3）日 本 産  魚 類 検 索 ―全 種 の

同 定 .  東 海 大 学 出 版 会 .  1 4 7 4  p p .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－５．トンボ  

青木典司  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  神 戸 市 立 須 磨 翔 風 高 等 学 校 （ 〒 6 5 4 - 0 1 5 5 神 戸 市 須 磨 区 西 落 合 1 - 5 -5）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Odon a t e s  

Ta k a sh i  A O K I  1 )  a n d  No r i k o  TA K A M U R A 2 )  
1 )  S u ma s h o fu  H i g h  S c h o o l ,  1 - 5 - 5 ,  N i s h i o c h i a i ,  S u ma - k u ,  Ko b e ,  J a p a n  

2 )   N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

  

 本 節 は 、 2 0 0 0 年 5 月 2 7 日 か ら 2 0 0 1 年 4

月 8 日 ま で の 間 に 調 査 が 行 わ れ た 2 4 ヶ 所 の

た め 池 の 、 ト ン ボ の 成 虫 及 び 幼 虫 の 調 査 結

果 で あ る 。池 の 位 置 は 3 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 成 虫 と 幼 虫 の 両 方 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。

一 連 の 調 査 初 年 度 に 当 た る 本 年 は 、 各 池 の

ト ン ボ 相 を 解 明 し 、 調 査 の 方 法 論 を 検 討 す

る こ と を 主 目 的 と し 、 特 に 定 量 化 へ の 配 慮

は 行 っ て い な い 。  

 

成 虫 の 調 査  

 成 虫 調 査 は 、 各 時 期 に タ ー ゲ ッ ト 種 を 設

定 し て 、 以 下 の よ う に 行 っ た 。  

 

 （ A 1） 初 夏 （ 2 0 0 0 年 6 月 1 8 日 ～ 7 月 1 6

日 ）： S u m m e r  s p e c i e s  （ C o r b e t、 1 9 6 2）

一 般 。  

 （ A 2） 初 秋 （ 2 0 0 0 年 9 月 1 7 日 ～ 9 月 1 8

日 ）： 早 期 に 出 現 す る a u t u m n  s p e c i e s  

（ 上 田 、 1 9 9 0）。  

 （ A 3） 晩 秋 （ 2 0 0 0 年 11 月 3 日 ～ 11 月 5

日 ）： 遅 く 出 現 す る a u t u m n  s p e c i e s。  

 

 こ れ 以 外 に 一 部 の 池 で S p r i n g  s p e c i e s  

（ C o r b e t、 1 9 6 2） を タ ー ゲ ッ ト に し た 補 足

調 査 （ A 1 '） を 行 っ た 。  

 

 （ A 1 '）春 ～ 初 夏（ 5 月 2 8 日 ）：S p r i n g  s p e c i e s

一 般 及 び 早 期 に 出 現 す る s u m m e r  

s p e c i e s。  

 

 晴 れ た 日 の お お む ね 午 前 9 時 か ら 午 後 4

時 ま で の 時 間 帯 を 選 ん で 各 池 の 周 辺 に ル ー

ト を 設 定 し 、 セ ン サ ス を 行 っ た 。 ル ー ト 上

及 び ル ー ト か ら 目 の 届 く 範 囲 の 種 類 と 個 体

数 を カ ウ ン ト し た 。 池 の 外 側 2～ 3 0  m 程 度

の 範 囲 内 に い た も の に つ い て も 周 辺 で 見 ら

れ た ト ン ボ と し て 記 録 し た 。 そ し て そ の 時

期 に 見 ら れ る ト ン ボ を だ い た い 発 見 し 終 え

た と い う 手 応 え が つ か め た 時 点 で 調 査 を う

ち 切 っ た 。個 体 数 は 桁 数 を 重 視 し 、1 0 頭 未

満 の 場 合 は 個 体 数 を 、1 0 頭 以 上 の 場 合 は 個

体 数 の カ ウ ン ト を 打 ち 切 り  > 1 0 と し て 、さ

ら に 1 0 0 頭 を 越 え る と 推 測 さ れ る ほ ど 個 体

数 が 多 い 場 合 は 、> 1 0 0 と し て 、そ れ ぞ れ 記

録 し た 。 調 査 開 始 時 刻 、 調 査 時 間 に つ い て

は 記 録 を し な か っ た 。  

 成 虫 調 査 デ ー タ を 補 う た め に 、 幼 虫 調 査

時 に 目 撃 さ れ た 成 虫 の 種 類 と 個 体 数 も 記 録

し た 。  

 な お 今 回 の 調 査 に お い て は 、 時 間 的 制 約

か ら 早 春 の 調 査 を 行 わ な か っ た た め 、 そ の

時 期 に 出 現 す る ト ン ボ 成 虫 の デ ー タ が 欠 落

し て い る と 考 え ら れ る 。  

 



 

幼 虫 の 調 査  

 幼 虫 調 査 は 、 各 時 期 に タ ー ゲ ッ ト 種 を 設

定 し て 、 以 下 の よ う に 行 っ た 。  

 

 （ L 1） 初 夏 （ 2 0 0 0 年 5 月 2 7 日 ～ 6 月 1 8

日 ）：卵 越 冬 種 及 び 成 虫 越 冬 種 。成 虫 調

査 A 1 と 同 じ 日 に 行 っ た 場 合 も あ る 。  

 （ L 2）早 春（ 2 0 0 1 年 4 月 1 日 ～ 4 月 8 日 ）：

幼 虫 越 冬 種 。  

 

 一 部 の 池 で は 、 L 1 の 補 足 調 査 （ L 1 '） を

行 っ た 。  

 そ の 池 で 経 験 的 に 幼 虫 の い そ う な 場 所 を

選 ん で 、 先 が 直 線 に な っ た 半 円 形 の 、 メ ッ

シ ュ サ イ ズ お よ そ 2  m m の 手 網 で 底 や 植 生

の 間 を 引 い て 泥 や 沈 積 物 を 採 取 し 、 ソ ー テ

ィ ン グ を 行 っ て 個 体 数 を 記 録 し た 。 幼 虫 調

査 に お い て は 1 0 頭 を 越 え る 場 合 も 個 体 数

を 記 録 し た が 、 き り が な い ほ ど の 数 採 集 さ

れ た 場 合 に は  > 1 0 0 と 記 録 し た 。 幼 虫 採 取

に お い て 、 特 に 採 取 面 積 の 考 慮 は 行 っ て い

な い 。  

 な お 幼 虫 調 査 デ ー タ を 補 う た め に 、 成 虫

調 査 時 に 目 に つ い た 羽 化 殻 の 数 を 記 録 し た 。 

 

 

引 用 文 献  

C o r b e t ,  P.  S .  ( 1 9 6 2 )  A B i o l o g y  o f  D r a g o n f l i e s .  

Wi t h e r b y,   L o n d o n .  2 4 7 p p .  

上 田 哲 行  ( 1 9 9 0 )  ト ン ボ 類 の " a u t u m n  

s p e c i e s "の 生 活 史 － そ の 特 性 と 変 異 － .  

個 体 群 生 態 学 会 報 ,  4 6 :  6 2 - 6 7 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－６．水生植物の被度  

角野康郎  

神 戸 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 （ 〒 6 5 7 - 8 5 0 1  神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 1 - 1）  

 

Cov e rage  o f  aqu a t i c  p l an t s  

Ya s u ro  K A D O N O  

De p a r t me n t  o f  B i o l o g y,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  S c i e n c e ,  Ko b e  Un i v e r s i t y,  1 -1  

R o k k o u d a i - c h o ,  Na d a - k u ,  Ko b e  6 5 7 - 8 5 0 1 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 水 生

植 物 の 被 度 で あ る 。 池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・

高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 2 0 0 0 年 8 月 に 、堤 か ら の 目 視 に 加 え 、淺

水 域 は ウ ェ イ ダ ー に て 可 能 な 限 り 広 範 囲 を

歩 き 、 ま た 専 用 の 採 集 具 を 用 い て 沈 水 植 物

の 生 育 状 況 も 把 握 し 、 水 生 植 物 の 被 度 を 記

録 し た 。た め 池 の 面 積 の 大 小 に か か わ ら ず 、

池 全 体 を ひ と つ の 調 査 区 と し て 、 次 の よ う

な 基 準 で 判 定 し た 。  

 

抽 水 植 物  

5  :  群 落 が 広 面 積 に 存 在 、 あ る い は 個 体

数 が 多 い  

3  :  小 規 模 な 群 落 が 散 在 、 あ る い は 個 体

数 が 中 程 度  

1  :  群 落 を な さ ず 、 個 体 数 も 少 な い  

 

浮 葉 ・ 浮 遊 ・ 沈 水 植 物  

5  :  被 度 7 5 - 1 0 0  %  

4  :  被 度 5 0 - 7 5  %  

3  :  被 度 2 5 - 5 0  %ま た は 多 く の パ ッ チ が

存 在  

2  :  数 パ ッ チ が 存 在  

1  :  少 数 の パ ッ チ ま た は 数 個 体 以 上 が 存

在  

r  :  1 -数 個 体 が 散 在  

 

被 度 を 解 析 に 用 い る 際 に は 、5→8 0、4→ 6 0、

3→4 0、 2→ 1 0、 1→5、 r→1 と 置 き 直 す 。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－７．池の植物群落面積  

三橋弘宗 1 )・角野 康郎 2 )  
1 )  兵 庫 県 立 人 と 自 然 の 博 物 館 （ 〒 6 6 9 - 1 5 4 6  三 田 市 弥 生 が 丘 6 丁 目 ）  

2 )  神 戸 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 （ 〒 6 5 7 - 8 5 0 1  神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 1 - 1）  

 

Veg e t a t io n  a r ea  

H i ro mu n e  M I T S U H A S H I  1 )
 a n d  Ya s u ro  K A D O N O  

2 )  
1 )  T h e  M u s e u m o f  Na t u r e  a n d  Hu ma n  Ac t i v i t i e s ,  H yo g o ,  6  Ya yo i g a o k a ,  S a n d a  6 6 9 - 1 5 4 6 ,  

J a p a n   
2 )  De p a r t m e n t  o f  B i o l o g y,  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  S c i e n c e ,  Ko b e  U n i v e r s i t y,  1 - 1  

R o k k o u d a i - c h o ,  Na d a - k u ,  Ko b e  6 5 7 - 8 5 0 1 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 植 生 面

積 で あ る 。池 の 位 置 は 3 - 1 今 田・高 村（ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

水 生 植 物 の 面 積 は 、2 0 0 1 年 8 月 に 撮 影 し た

空 中 写 真（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を オ ル ソ 幾 何 補 正 し

た 画 像 を 元 に 、 G I S （ A r c v i e w 3 . 2 、 E S R I 、

R e d l a n d s、 C A、 U S A） 上 で 目 視 判 読 に よ っ て

求 め た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－８．動物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Zoop l an k t on  d en s i ty  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 2 9 の た め 池 で 、

春 季（ 2 0 0 0 年 5 月 ）、夏 季（ 7 月 ）お よ び 秋 季

（ 1 0 月 ）に 出 現 し た 動 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の

密 度（ i n d .  L - 1）で あ る 。池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・

高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 は 、 水 生 植 物 群 落 が な い 池 は 最 深 部 、

水 生 植 物 群 落 が あ る 池 で は 群 落 の 密 な 部 分

と 疎 な 部 分 で 実 施 し た 。 そ れ ぞ れ の 地 点 へ は

フ ロ ー タ ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ

ャ ー で 計 測 し た 。 プ ラ ン ク ト ン ネ ッ ト （ メ ッ

シ ュ サ イ ズ N X X X 2 5、 直 径 3 0  c m、 丈 7 0  c m、

R i g o、To k y o）を 池 底 直 上 よ り 0 . 1  m 上 か ら 鉛

直 引 き し た 。 池 水 が 新 た に 入 ら ぬ よ う 、 池 水

で 捕 集 物 を 洗 い 落 と す 作 業 を 3 回 繰 り 返 し て 、

ネ ッ ト 上 の 全 捕 集 物 を 1 0 0  m L 容 ポ リ ビ ン に

回 収 し た 。 ア オ コ が 高 密 度 で 出 現 し た 池 で は

本 ネ ッ ト で は 濾 せ な か っ た た め 、 2  L 容 手 付

き ビ ー カ ー で 濾 す 水 量 を 加 減 し 、 柄 付 き ネ ッ

ト（ N X X X 2 5、 R i g o、 To k y o）で 濾 し て 試 料 を

得 た 。  

試 料 は 、 中 性 ホ リ マ リ ン （ A P H A 、 1 9 9 8 ）

で 最 終 濃 度 が 1 %に な る よ う に 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は 全 量（ m L）を 計 量 し た 後 、ポ リ ビ ン

に 戻 し て 2 4 時 間 以 上 静 置 し て 全 捕 集 物 を 沈

降 さ せ た 。 計 数 前 、 駒 込 ピ ペ ッ ト で 上 澄 み を

除 き 、そ の 除 去 量 を 計 量 し て 濃 縮 率 を 求 め た 。

濃 縮 の 程 度 は 、 橈 脚 類 、 枝 角 類 、 ワ ム シ 類 の

計 数 値 が そ れ ぞ れ 1 0 0 個 体 以 上 に な る よ

う に 決 め た 。  

濃 縮 試 料 は よ く 混 ぜ た 後 、 マ イ ク ロ ピ

ペ ッ ト で 1  m L を 、 格 子 が 描 か れ た 計 数

盤 上 に 量 り 採 っ た 。対 物 レ ン ズ 2 0 ま た は

4 0 倍 を 備 え た 正 立 顕 微 鏡（ D M R D、L e i c a、

We t z l e r、 G e r m a n y） で タ ク サ を 同 定 し た

後 、対 物 レ ン ズ 4 ま た は 1 0 倍 を 備 え た 倒

立 顕 微 鏡 （ T M S、 N i k o n、 To k y o） で タ ク

サ ご と に 計 数 し 、 最 終 的 に お の お の 密 度

（ i n d .  L - 1）に 換 算 し た 。出 現 密 度 が 小 さ

い タ ク サ は 、 試 料 の 全 量 を シ ャ ー レ に 移

し 、実 体 顕 微 鏡（ B O 6 1、O l y m p u s、To k y o）

で 計 数 し た 。 プ ラ ン ク ト ン と し て 捕 集 さ

れ た フ サ カ 、 ユ ス リ カ な ど も 参 考 値 と し

て 掲 載 し た 。  

同 定 は 水 野 ・ 高 橋 （ 1 9 9 1） に 従 い 、 橈

脚 類 は 沈・水 野（ 1 9 8 4）、枝 角 類 は 堵・水

野 （ 1 9 8 2）、 ワ ム シ 類 は K o s t e（ 1 9 7 8） と

鈴 木 （ 1 9 9 9） で 補 足 し た 。  

  

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

K o s t e ,  W.  ( 1 9 7 8 )  R o t a t o r i a .  G e b r ü d e r  

B o r n t r a e g e r ,  B e r l i n ,  S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 1 9 9 1 )  日 本 淡 水 プ

ラ ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .   

沈  嘉 瑞 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 4 )  中 国 /日 本  

淡 水 産 橈 脚 類 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  



 

鈴 木  實  ( 1 9 9 9 )  車 輪 虫 類 同 定 学 .  三 省 堂 ,  

東 京 .  

堵  南 山 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 2 )  中 国 /日 本  淡 水

産 枝 角 類 総 説 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３－９．植物プランクトンとピコ植物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Phy top l an k ton  and  p i co phy top l ank ton  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 2 9 の た め 池

で 、春 季（ 2 0 0 0 年 5 月 ）、夏 季（ 7 月 ）お よ

び 秋 季（ 1 0 月 ）に 出 現 し た 植 物 プ ラ ン ク ト

ン（ u n i t s  m L - 1）と ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン の

密 度 （ c e l l s  m L - 1） で あ る 。 池 の 位 置 は 3 - 1

今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 は 最 深 部 で 実 施 し た 。1 0 0  m L 容 ポ リ

ビ ン を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、 水 深 0 . 2  m の

池 水 を 直 接 採 水 し た 。 試 料 は 、 植 物 プ ラ ン

ク ト ン 計 数 用 に は ル ゴ ー ル 液（ 高 村 、2 0 0 3）

を 数 滴 滴 下 し て 固 定 し た 。 ま た 、 ピ コ 植 物

プ ラ ン ク ト ン 計 数 用 に は グ ル タ ー ル ア ル デ

ヒ ド 液 で 最 終 濃 度 が 1  %に な る よ う に 固 定

し 、 冷 暗 下 で 実 験 室 に 持 ち 帰 っ た 。  

  

植 物 プ ラ ン ク ト ン の 計 数 方 法  

ル ゴ ー ル 液 で 固 定 し た 試 料 は よ く 振 っ て

均 一 に し た 後 、 U t e r m ö h l（ 1 9 5 8） の セ デ ィ

メ ン ト チ ャ ン バ ー に 溢 れ る 程 度 に 乗 せ 、 気

泡 が 入 ら ぬ よ う ガ ラ ス 板 で 余 分 な 水 を 切 っ

て 蓋 を し た 。2 4 時 間 静 置 し た 後 、対 物 レ ン

ズ 4 0 倍 を 備 え た 倒 立 顕 微 鏡（ T M S、N i k o n、

To k y o） で 、 チ ャ ン バ ー 底 面 の 直 径 を 含 む

線 上 に 沿 っ て 一 ～ 複 数 列 の ユ ニ ッ ト 数 を タ

ク サ ご と に 計 数 し た 。1 と す る ユ ニ ッ ト は 、

シ ア ノ バ ク テ リ ア M i c ro c y s t i s の よ う に 1 細

胞 性 の タ ク サ は 1 細 胞 、P l a n k t o t h r i x の よ う

に 糸 状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 接 眼 マ イ ク

ロ メ ー タ ー に 合 わ せ 2 5  μm の 円 筒 体 、

A n a b a e n o p s i s の よ う に 螺 旋 状 群 体 を 形 成 す

る タ ク サ は 1 螺 旋 、緑 藻 B o t r y o c o c c u s の よ

う に 塊 状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 1 塊 と し

た 。 計 数 す る 列 は 、 総 ユ ニ ッ ト 数 が 4 0 0 以

上 に な る ま で 、 プ ラ ン ク ト ン 量 が 多 い 場 合

に は 適 宜 希 釈 し た 試 水 を 用 い て 実 施 し た 。  

同 定 に 用 い た 資 料 は 以 下 の と お り で あ る 。

シ ア ノ バ ク テ リ ア（ C y a n o p h y c e a e）は G e i t l e r

（ 1 9 3 2） お よ び H u b e r - P e s t a l o z z i（ 1 9 3 8）、

黄 緑 色 藻（ X a n t h o p h y c e a e）は E t t l（ 1 9 7 8）、

黄 金 色 藻 （ C h r y s o p h y c e a e ） は St a r m a c h

（ 1 9 8 5 ）、 珪 藻 （ B a c i l l a r i o p h y c e a e ） は

K r a m m e r  a n d  L a n g e - B e r t a l o t（ 1 9 8 6、 1 9 8 8、

1 9 9 1 a 、 b ）、 渦 鞭 毛 藻 （ D i n o p h y c e a e ） は

P o p o v s k y  a n d  P f i e s t e r（ 1 9 9 0）、 ク リ プ ト 藻

（ C r y p t o p h y c e a e ） 、 ミ ド リ ム シ 藻

（ E u g l e n o p h y c e a e ） お よ び プ ラ シ ノ 藻

（ P r a s h i n o p h y c e a e） は 水 野 ・ 高 橋 （ 1 9 9 1）、

ハ プ ト 藻（ H a p t o p h y c e a e）は S t a r m a c h（ 1 9 8 5）、

緑 藻 （ C h l o r o p h y c e a e ） は 廣 瀬 （ 1 9 7 7 ）、

K o m á r e k  a n d  F o t t  ( 1 9 8 3 )  お よ び 水 野 ・ 高 橋

（ 1 9 9 1）。  

 

ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 計 数 方 法  

グ ル タ ー ル ア ル デ ヒ ド で 固 定 し た 試 水 は

よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス ダ ン ブ ラ

ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ

ル タ ー（ 0 . 2  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が 均 一 に な

る よ う に 水 中 懸 濁 物 質 を 集 め た 。 こ の フ ィ

ル タ ー を エ マ ル ジ ョ ン オ イ ル で 包 埋 し 、 プ

レ パ ラ ー ト を 作 成 し た （ 高 村 ら 、 1 9 9 6）。  

ピ コ シ ア ノ バ ク テ リ ア は 、 対 物 レ ン ズ



 

1 0 0 倍 を 備 え た 蛍 光 顕 微 鏡（ B X 5 0、O l y m p u s、

To k y o） 下 で 、 G - 励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し

た 時 に 強 烈 な 赤 色 の 蛍 光 を 発 す る 細 胞 を 計

数 し た 。  

真 核 性 ピ コ プ ラ ン ク ト ン は 、 同 顕 微 鏡 下

で B V-励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し た 時 に 亜 球

形 で 朱 赤 色 に 蛍 光 し 、 葉 緑 体 の 偏 在 が 確 認

で き る 細 胞 を 計 測 し た 。  

計 測 範 囲 は 視 野 全 体 で 、 1 試 料 当 た り そ

れ ぞ れ 4 0 0 細 胞 以 上 に な る ま で 計 測 す る こ

と に よ っ て 、 1  m L 当 た り の 細 胞 数 （ c e l l s  

m L - 1） に 換 算 し た 。  
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３－１０．細菌と原生動物の密度  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

D en s i ty  o f  t o t a l  b a c t e r i a  and  p ro to zo an s  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 2 9 の た め 池

で 、 春 季 （ 5 月 ）、 夏 季 （ 7 月 ）、 秋 季 （ 1 0

月 ） お よ び 冬 季 （ 1 月 ） で 調 べ た 細 菌 と 原

生 動 物（ 鞭 毛 虫 ）の 密 度（ c e l l s  m L - 1）で あ

る 。 池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を

参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 は 最 深 部 で 実 施 し た 。 本 試 料 は ピ コ

植 物 プ ラ ン ク ト ン と 同 じ で 、 グ ル タ ー ル ア

ル デ ヒ ド 液 で 最 終 濃 度 が 1  %に な る よ う に

固 定 し 、 冷 暗 下 で 実 験 室 に 持 ち 帰 っ た 。  

  

細 菌 の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス

ダ ン ブ ラ ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ

ポ ア フ ィ ル タ ー（ 0 . 2  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が

均 一 に な る よ う に 懸 濁 物 質 を 集 め 、 D A P I

溶 液 で 1 分 以 上 染 色 し た 。 余 分 な D A P I 溶

液 を 取 り 除 い た 後 、 エ マ ル ジ ョ ン オ イ ル で

包 埋 し て プ レ パ ラ ー ト を 作 成 し た 。 対 物 レ

ン ズ 1 0 0 倍 を 備 え た 蛍 光 顕 微 鏡 （ B X 5 0、

O l y m p u s、To k y o）下 で U -励 起 フ ィ ル タ ー を

使 用 し た 時 に 、 強 い 青 紫 に 蛍 光 を 発 す る 細

胞 を 計 測 し た 。計 測 範 囲 は 1 0× 1 0 の グ リ ッ

ド を 利 用 し 、 1 試 料 当 た り 1 , 0 0 0 細 胞 以 上

に な る ま で 計 数 す る こ と に よ っ て 、1  m L 当

た り の 細 胞 数（ c e l l s  m L - 1）に 換 算 し た（ 高

村 ら 、 1 9 9 6）。  

 

鞭 毛 虫 の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス

ダ ン ブ ラ ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ

ポ ア フ ィ ル タ ー（ 1 . 0  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が

均 一 に な る よ う に 懸 濁 物 質 を 集 め 、F I T C 溶

液 で 1 分 以 上 染 色 し た（ 高 村 ら 、1 9 9 6）。フ

ィ ル タ ー 上 か ら 余 分 な F I T C 溶 液 を 取 り 除

く と 共 に 、リ ン 酸 緩 衝 液 で 良 く 洗 浄 し た 後 、

エ マ ル ジ ョ ン オ イ ル で 包 埋 し て プ レ パ ラ ー

ト を 作 成 し た 。 対 物 レ ン ズ 1 0 0 倍 を 備 え た

蛍 光 顕 微 鏡（ B X 5 0、O l y m p u s、To k y o）下 で

B V-励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し た 時 に 、 葉 緑

体 が 確 認 さ れ な か っ た 細 胞 を 鞭 毛 虫 と し て

計 測 し た 。 計 測 範 囲 は 視 野 全 体 で 、 1 試 料

当 た り 1 0 0 細 胞 以 上 に な る ま で 計 測 す る こ

と に よ っ て 、 1  m L 当 た り の 細 胞 数 （ c e l l s  

m L - 1） に 換 算 し た 。  

繊 毛 虫 も 視 野 に 入 れ ば 計 数 し た が 、 サ ン

プ ル サ イ ズ が 小 さ い た め 、 表 中 の 数 値 は 参

考 値 で あ る 。  

 

 

引 用 文 献  

高村典子・石川靖・三上英敏・三上一・藤田幸

生・樋口澄男・村瀬秀也・山中直・南條吉

之・猪狩忠光・福島武彦  (1996) 日本の湖

沼 34 水域の栄養塩レベルと細菌，ピコ植

物プランクトン，鞭毛藻  (虫 )  および繊毛

虫の密度の関係．陸水学雑誌  57:  245-259.

 

 



 

３－１１．水質  

中川  惠 ・柚木秀 雄・高村 典子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Wa t e r  qu a l i t y  

M e g u mi  N A K A G AWA ,  H i d e o  Y U K I  a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、兵 庫 県 東 播 磨 地 区 の 2 9 の た め 池

で 、 2 0 0 0 年 の 春 季 （ 5 月 ）、 夏 季 （ 7 月 ）、

秋 季（ 1 0 月 ）お よ び 2 0 0 1 年 冬 季（ 1 月 ）に

調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分 析 値 で あ る 。

池 の 位 置 は 3 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照

さ れ た い 。  

 

方 法  

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 は 最 深 部 で 、 採 水 や プ ラ ン ク ト

ン 採 集 前 に 実 施 し た 。 最 深 部 へ は フ ロ ー タ

ー で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー で

計 測 し た 。 光 量 子 量 は ロ ガ ー （ L I 1 0 0 0 、

L i - C o r 、 L i n c o r l n 、 N E ） を 備 え た 水 中 光 量

子 セ ン サ ー （ L I - 1 9 2 S A、 L i - C o r、 L i n c o r l n、

N E） で 少 な く と も 3 水 深 を 計 測 し 、 式 I z

＝ I 0  e - k z か ら 消 散 計 数（ k、m - 1）を 求 め た 。

こ こ で 、 I z は 水 深 Z  m の 光 量 子 量 （ μm o l  

p h o t o n  m - 2  s - 1）、 I 0 は 表 面 水 の 光 量 子 量 、 e

は 自 然 対 数 を 示 す 。 透 明 度 は 直 径 3 0  c m の

セ ッ キ 盤 を 用 い て 計 測 し た 。 水 温 と 溶 存 酸

素 （ D O） 濃 度 は D O メ ー タ ー （ M o d e l  5 8、

Y S I、 Ye l l o w  S p r i n g s、 O h i o）、 p H は p H メ

ー タ ー （ H M - 2 0 P、 T O A、 To k y o） を 用 い 、

そ れ ぞ れ 水 深 0 . 5  m ご と に 計 測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 現 場 計 測 を 行 っ た

地 点 で 採 水 し た 。 栄 養 塩 分 析 用 に 2  L 容 の

ポ リ プ ロ ピ レ ン 容 器 を 池 水 で 共 洗 い し た 後 、

水 深 0 . 2  m の 池 水 を 直 接 採 水 し 、 冷 暗 下 で

実 験 室 ま で 運 搬 し た 。 透 明 度 が 1 . 5  m 以 上

を 示 し た 場 合 に は 複 数 本 採 っ た 。  

  

水 質 分 析 方 法  

総 ク ロ ロ フ ィ ル a（ t o t a l  C h l . a）濃 度 は 水

中 懸 濁 物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙

（ G F / F、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、

U K、 以 下 、 ろ 紙 と 記 す ） 上 に 集 め 、 冷 暗

下 に て 9 9 . 9  %メ タ ノ ー ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。

抽 出 物 は よ く 振 っ て か ら 3 0 0 0  r p m で 1 0 分

遠 心 （ H - 3 0 R、 K o k u s a n、 To k y o） し 、 上 澄

み の 6 6 5  n m に お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計

（ 2 2 0 A、H i t a c h i、To k y o）で 測 定 し た（ M a r k e r  

e t  a l .、 1 9 8 0）。 更 に 、 1 0  μm 孔 径 の ヌ ク レ

オ ポ ア フ ィ ル タ ー （ W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 捕 集 さ れ た S S、1 0  μm

孔 径 を 通 過 し ろ 紙 上 に 集 め ら れ た S S を そ

れ ぞ れ C h l . a > 1 0μm と C h l . a < 1 0μm と し て サ

イ ズ 分 画 し 、 t o t a l  C h l . a と 同 じ 手 法 で 分 析

し た 。冬 季 に は 、C h l . a > 4 0μm、C h l . a  4 0 - 1 0μm

お よ び C h l . a < 1 0μm の 3 段 階 で 実 施 し た 。  

S S 濃 度 は 、予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間 、1 0 3  ℃

で 1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ

紙 上 に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か

ら 秤 量 し て 得 た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 4 5 0  ℃ で

3 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液

（ 以 下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は

イ ン ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、1 9 9 8）、N O 2 - N

は ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー



 

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。全 窒 素（ T N）濃 度 は 試 水 を そ の

ま ま 、溶 存 態 全 窒 素（ D T N） 濃 度 は ろ 液 を

一 定 量 量 り 採 っ た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器

に 、ア ル カ リ 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ

ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、N O 2 - N に 変 換 し

て 測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全

リ ン （ D T P） 濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ

た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル

オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解

し 、 S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。懸 濁 態 全 リ

ン （ P T P） 濃 度 は 、 ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ

ー （ 0 . 2  μm 孔 径 、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 濾 し 集 め た S S を フ ィ

ル タ ー ご と ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 収 め

て 一 定 量 の 超 純 水 を 加 え た 後 、 T P と 同 様

の 処 理 を 行 い 分 析 し た 。  

懸 濁 態 有 機 炭 素 （ P O C） と 懸 濁 態 有 機 窒

素（ P O N）の 各 濃 度 は 、S S 計 量 後 の ろ 紙 を

C H N コ ー ダ ー （ M T- 5、 Ya n a c o、 K y o t o） で

分 析 し た 。  

溶 存 態 有 機 炭 素 （ D O C） 濃 度 は ろ 液 を

N P O C 法 で 、オ ー ト サ ン プ ラ ー（ A S I - 5 0 0 0 A、

S h i m a d z u、 K y o t o） を 備 え た 全 有 機 体 炭 素

計 （ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、 K y o t o） で 計

測 し た 。  

溶 存 態 の ア ル ミ ニ ウ ム （ D - A l）、 カ ル シ

ウ ム（ D - C a）、鉄（ D - F e）、カ リ ウ ム（ D - K）、

マ グ ネ シ ウ ム（ D - M g）、マ ン ガ ン（ D - M n）、

ナ ト リ ウ ム（ D - N a）お よ び 珪 素（ D - S i）の

各 濃 度 は 、 ろ 液 に 最 終 濃 度 が 1  %に な る よ

う に 塩 酸 を 加 え た も の を 誘 導 結 合 プ ラ ズ

マ 発 光 分 光 分 析 装 置 （ I C A P - 7 5 0、 N i p p o n  

J a r r e l l  A s h、 K y o t o） で 測 定 し た 。  

 

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

M a r k e r ,  A .  F.  H . ,  N u s c h ,  E .  A . ,  R a i ,  H .  a n d  

R i e m a n n ,  B .  ( 1 9 8 0 )  T h e  m e a s u r e m e n t  o f  

p h o t o s y n t h e t i c  p i g m e n t s  i n  f r e s h w a t e r s  

a n d  s t a n d a r d i z a t i o n  o f  m e t h o d s :  

c o n c l u s i o n s  a n d  r e c o m m e n d a t i o n s .  

A r c h i v  f ü r  H y d r o b i o l o g i e  E r g e b n i s s e  d e r  

L i m n o l o g i e ,  1 4 :  9 1 - 1 0 6 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

４． 2000 年の 24 池 

（埼玉県比企郡滑川町） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

４－１．調査池の地図  

今田美穂 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Map  o f  su rv ey ed  po nd  

M i h o  I M A D A a n d  No r i k o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置

を 示 し た 分 布 図 で あ る 。  

 

方 法  

分 布 図 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系：世 界 測 地 系 で 示 し た 。2 0 0 0 年 の 調 査 地

点 を 0 0 で 始 ま る 番 号 （ 0 0 - 4 1 か ら 0 0 - 6 4）

で 示 し た 。 背 景 に 、 数 値 地 図 2 5 , 0 0 0（ 空 間

デ ー タ 基 盤 、 国 土 地 理 院 （ 2 0 0 0） ） を 用 い

た （ 図 1） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 1. 埼玉県調査対象図. 

滑川町 

東松山市 

熊谷市 

嵐山町 



 

４－２．調査池の位置情報  

赤坂宗光 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Geog raph ica l  i n fo rma t ion  

M u n e mi t s u  A K A S A K A a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 に 調 査 し た た め 池 の 位 置

情 報 （ 地 理 座 標 、 池 面 積 お よ び 周 囲 長 ） で

あ る 。 池 の 位 置 は 4 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0）

を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

 調 査 池 の 地 理 座 標 は 、 平 面 直 角 座 標 系 5

系 ： 世 界 測 地 系 で 示 し た 。  

池 面 積 と 周 囲 長 は 、 最 も 新 し い 都 市 計 画

図（ 縮 尺 1 / 2 , 5 0 0）を デ ジ タ ル 化 し た も の か

ら G I S（ A r c G I S 9 . 1、 E S R I、 R e d l a n d s、 C A、

U S A） 上 で 求 め た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－３．トラップと電気ショッカーにより捕獲された  

大型水生動物  

前園泰徳  1 )・小林 頼太  1 )・ 宮下  直  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  東 京 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科 （ 〒 11 3-8 6 5 7 文 京 区 弥 生 1 - 1 -1）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Aqua t i c  an ima l s  c augh t  by  a  c age  t r ap  and  an  e l ec t r i c  shocker  

Ya s u n o r i  M A E Z O N O  1 ) ,  R a i t a  K O B AYA S H I  1 ) ,  Ta d a s h i  M I YA S H I TA 1 )  a n d  N o r i k o  

TA K A M U R A 2 )  
1 )  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  Ag r i c u l t u r a l  a n d  L i f e  S c i e n c e s ,  T h e  U n i v e r s i t y  o f  To k yo ,   

1 - 1 -1  Ya yo i ,  B u n k yo - k u  11 3 - 8 6 5 7 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 6 - 9 月 に 調 査 し た 埼 玉 県

の 2 4 の た め 池 に お け る 大 型 水 生 動 物 の 捕

獲 結 果 で あ る 。 池 の 位 置 は 4 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

捕 獲 に は 、 ウ ケ ト ラ ッ プ と 電 気 シ ョ ッ カ

ー を 用 い た 。 ト ラ ッ プ に よ る 捕 獲 は 2 0 0 0

年 6 月 2 2 日 - 7 月 1 日 、7 月 1 8 - 2 9 日 お よ び

9 月 4 - 7 日 の 3 回 、 電 気 シ ョ ッ カ ー に よ る

捕 獲 は 7 月 11 - 1 9 日 と 8 月 1 0 - 1 9 日 の 2 回 、

そ れ ぞ れ 実 施 し た 。  

 ウ ケ ト ラ ッ プ （ 2 4 × 4 0 × 2 5  c m、 メ ッ シ ュ

サ イ ズ 2  m m） は 、 た め 池 1 ヶ 所 に つ き 、 5

個 を 用 い た 。 誘 引 用 の エ サ を 入 れ た ト ラ ッ

プ を 岸 か ら 約 3  m 沖 に 投 入 し て 沈 め 、約 3 0

分 後 に 回 収 し た 。 5 個 の ト ラ ッ プ は 、 そ れ

ぞ れ 5  m ほ ど の 間 隔 を 空 け て 設 置 し た 。 捕

獲 し た 生 物 に つ い て は 、 ト ラ ッ プ よ り 一 度

水 を 入 れ た バ ケ ツ に 移 し 、 同 定 と 個 体 数 の

カ ウ ン ト を 実 施 し た 。 時 間 帯 に よ る 対 象 生

物 の 誘 引 の 差 を 小 さ く す る た め 、 調 査 は 午

前 中 に 集 中 し て 行 っ た 。  

 電 気 シ ョ ッ カ ー は 、 各 た め 池 に お い て ボ

ー ト 上 か ら 使 用 し た 。 使 用 し た の は 、

S m i t h - R o o t 社 製 の 背 負 い 式 電 気 シ ョ ッ カ ー

で あ り 、 陽 極 の ポ ー ル を 船 の 前 方 に 、 陰 極

の ワ イ ヤ ー を 後 方 に 着 水 さ せ て 通 電 し た 。

ボ ー ト に 2 人 が 乗 船 し 、 1 人 が 電 気 シ ョ ッ

カ ー の 操 作 と 魚 の 捕 獲 を 行 い 、 も う 1 人 が

船 を 操 作 し た 。 電 気 シ ョ ッ ク に よ り 一 時 的

麻 痺 状 態 で 浮 き 上 が っ て き た 魚 を た も 網 で

捕 獲 し 、 種 の 同 定 と 個 体 数 の カ ウ ン ト を 行

っ た 。 捕 獲 作 業 は 、 各 池 に お い て 岸 か ら 約

5  m の 位 置 を 岸 に 沿 っ て 移 動 し な が ら 行 っ

た 。 捕 獲 努 力 を 統 一 す る た め 、 で き る だ け

一 定 の 速 度 で ボ ー ト を 航 行 さ せ な が ら 、 3 0

分 間 続 け て 作 業 を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 



 

４－４．ベントスと底質  

棗田孝晴  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  財 団 法 人 地 球 ・ 人 間 環 境 フ ォ ー ラ ム （ 2 0 0 0 年 当 時 ）  

1 )  現 所 属 ： 千 葉 科 学 大 学 （ 〒 2 8 8 - 0 0 2 5 千 葉 県 銚 子 市 潮 見 町 3 番 地 ）  
2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Ben thos  and  s ed ime n t s  

Ta k a h a r u  N AT S U M E D A 
1 )

 a n d  No r i k o  TA K A M U R A 
2 )  

1 )  C h i b a  I n s t i t u t e  o f  S c i e n c e ,  3  S h i o mi - c h o ,  C h o s h i  2 8 8 - 0 0 2 5 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、 埼 玉 県 の 2 4 の た め 池 で 、 春 季

（ 2 0 0 0 年 6 月 ） に ベ ン ト ス の 採 集 を 行 い 、

底 質 を 調 査 し た 結 果 で あ る 。池 の 位 置 は 4 - 1

今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

マ ク ロ ベ ン ト ス の 採 集  

マ ク ロ ベ ン ト ス の 採 集 は ベ ン ト ス ネ ッ ト  

（ 幅 2 5  c m、 メ ッ シ ュ サ イ ズ 0 . 3  m m） を 用

い て  2 0 0 0 年 6 月 2 2 日 か ら 2 4 日 に か け て

2 2 池 で お こ な っ た 。各 池 の 岸 付 近 の 底 部 に

ベ ン ト ス ネ ッ ト を 垂 直 に 当 て て 、1 m の 底 曳

き を 各 池 あ た り 5 回 お こ な い （ 採 集 面 積 ：

1 . 2 5  m 2）、 採 集 さ れ た ベ ン ト ス を 現 地 に て

1 0  ％ ホ ル マ リ ン 溶 液 で 固 定 し た の ち に 研

究 室 に 持 ち 帰 っ た 。 採 集 さ れ た ベ ン ト ス は

双 眼 実 体 顕 微 鏡 下 で 観 察 し 、 川 合 （ 1 9 8 5）

の 水 生 昆 虫 検 索 図 説 を 用 い て 可 能 な 限 り 下

位 の 分 類 群 ま で 同 定 し た 。 こ れ ら マ ク ロ ベ

ン ト ス の デ ー タ は 、 1  m 2 あ た り 採 集 さ れ た

個 体 数 に 変 換 し た 。  

 

 

底 泥 中 の ベ ン ト ス お よ び 底 泥 の 採 集  

底 泥 の サ ン プ ル は 、 エ ク マ ン バ ー ジ 採 泥

器 （ 1 5  ×  1 5  c m） を 用 い て 2 0 0 0 年 6 月 2 2

日 か ら 2 4 日 に か け て 2 2 池 で 採 集 し た 。 池

ご と に 3 回 採 集 さ れ た 底 泥 サ ン プ ル か ら そ

れ ぞ れ 5 0  g を サ ン プ ル 管 に 取 り 、強 熱 減 量

の 分 析 に 供 す る た め に 5  ℃ で 保 存 し た 。 各

底 泥 サ ン プ ル は 、 1 0 5  ℃ で 一 晩 乾 燥 さ せ た

重 量 を 計 量 し 、 さ ら に 4 5 0  ℃ で 一 晩 乾 燥 さ

せ た 重 量 を 計 量 し た 。 こ れ ら 二 つ の 乾 燥 処

理 の 間 の 重 量 の 減 量 分 に つ い て 、 3 サ ン プ

ル の 平 均 値 を 各 池 の 強 熱 減 量（ g）と し て 評

価 し た 。 残 り の 底 泥 サ ン プ ル は 現 地 に て

1 0  ％ ホ ル マ リ ン 溶 液 で 固 定 し た 後 に 研 究

室 に 持 ち 帰 り 、0 . 2  m m の 網 目 の ナ イ ロ ン 網

を 用 い て 底 泥 中 の ベ ン ト ス を こ し 取 っ て 採

取 し た 。 採 取 し た ベ ン ト ス は 双 眼 実 体 顕 微

鏡 下 で 観 察 し 、 川 合 （ 1 9 8 5） の 水 生 昆 虫 検

索 図 説 を 用 い て 可 能 な 限 り 下 位 の 分 類 群 ま

で 同 定 し た 。  

 

引 用 文 献  

川 合 禎 次（ 1 9 8 5）日 本 産 水 生 昆 虫 検 索 図 説 ．

東 海 大 学 出 版 会 ,  4 0 9  p p .

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－５．トンボ  

前園泰徳  1 )・小林 頼太  1 )・ 宮下  直  1 )・高村 典子  2 )  
1 )  東 京 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科 （ 〒 11 3-8 6 5 7 文 京 区 弥 生 1 - 1 -1）  

2 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Odon a t e s  

Ya s u n o r i  M A E Z O N O  1 ) ,  R a i t a  K O B AYA S H I  1 ) ,  Ta d a s h i  M I YA S H I TA 1 )  a n d  N o r i k o  

TA K A M U R A 2 )  
1 )  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  Ag r i c u l t u r a l  a n d  L i f e  S c i e n c e s ,  T h e  Un i v e r s i t y  o f  To k yo ,   

1 - 1 -1  Ya yo i ,  B u n k yo - k u  11 3 - 8 6 5 7 ,  J a p a n  
2 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  

 

本 節 は 、2 0 0 0 年 6 - 9 月 に 調 査 し た 埼 玉 県

の 2 4 の た め 池 に お け る ト ン ボ の 成 虫 お よ

び 羽 化 殻 の 調 査 結 果 で あ る 。池 の 位 置 は 4 - 1

今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

 

方 法  

ト ン ボ 成 虫 の セ ン サ ス は 、2 0 0 0 年 6 月 2 9

日 - 7 月 1 日 、 7 月 1 2 - 1 4 日 、 7 月 3 0 日 - 8 月

4 日 お よ び 9 月 4 - 7 日 の 4 回 実 施 し た 。 セ

ン サ ス は 、 い ず れ も 晴 れ た 日 の 午 前 9 時 か

ら 11 時 に か け て 、 各 た め 池 の 周 囲 を 3 0 分

間 徒 歩 で ゆ っ く り と 移 動 し な が ら 実 施 し 、

目 視 も し く は 捕 獲 に よ り 確 認 し た 種 を 記 録

し た 。 小 型 の イ ト ト ン ボ 類 に つ い て は 、 1 0

倍 の 双 眼 鏡 を 使 用 し て 同 定 と 個 体 数 の カ ウ

ン ト を 行 っ た 。 個 体 数 を 数 え る 際 は 、 な わ

ば り を 形 成 す る 種 が 多 い こ と を 考 慮 し 、 な

わ ば り 範 囲 を 認 識 し た う え で 、 ダ ブ ル カ ウ

ン ト を 行 わ な い よ う 注 意 し た 。 ま た 、 調 査

者 が 変 わ る こ と に よ る 精 度 の 変 化 が な い よ

う 、 成 虫 の セ ン サ ス は 1 人 の 調 査 者 が 全 て

の 池 に お い て 実 施 し た 。  

ト ン ボ 類 の 羽 化 殻 に つ い て は 、 池 の 周 囲

1 0  m の 範 囲 内 の 岸 壁 、抽 水 植 物 、枯 れ 枝 な

ど の 構 造 物 に 残 っ て い る も の に つ い て 、 7

月 1 4 日 か ら 、 8 月 5 日 か ら 、 お よ び 9 月 4

日 か ら の 3 回 に わ た っ て 全 て を 回 収 し た 。

次 に そ れ ら を 、 研 究 室 に 持 ち 帰 り 、 種 の 同

定 と 個 体 数 の カ ウ ン ト を 行 っ た 。 種 の 同 定

の 際 に は 、 実 体 顕 微 鏡 を 用 い 、 他 種 と の 誤

同 定 が な い よ う 注 意 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－６．動物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Zoop l an k t on  d en s i ty  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、埼 玉 県 の 2 4 の た め 池 で 、春 季（ 2 0 0 0

年 6 月 ）と 秋 季（ 1 0 月 ）に 出 現 し た 動 物 プ ラ

ン ク ト ン 群 集 の 密 度（ i n d .  L - 1）で あ る 。池 の

位 置 は 4 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た

い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 地 点 は 最 深 部 と し た 。 最 深 部 へ は 手 漕

ぎ ボ ー ト で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ

ー で 計 測 し た 。春 季 は 直 径 5  c m、長 さ 2  m の

カ ラ ム 採 水 器 で 表 層 水 を 採 水 し 、 柄 付 き ネ ッ

ト （ メ ッ シ ュ サ イ ズ N X X X 2 5、 R i g o、 To k y o）

で プ ラ ン ク ト ン を 濾 し 集 め た 。 秋 季 は プ ラ ン

ク ト ン ネ ッ ト（ N X X X 2 5、直 径 3 0  c m、丈 7 0  c m、

R i g o、To k y o）を 池 底 直 上 よ り 0 . 1  m 上 か ら 鉛

直 引 き し た 。 い ず れ の 方 法 も 、 池 水 が 新 た に

入 ら ぬ よ う 、 池 水 で 捕 集 物 を 洗 い 落 と す 作 業

を 3 回 繰 り 返 し て 、ネ ッ ト 上 の 全 捕 集 物 を 1 0 0  

m L 容 ポ リ ビ ン に 回 収 し た 。 ア オ コ が 高 密 度

で 出 現 し た 池 で は 本 ネ ッ ト で は 濾 せ な か っ

た た め 、 2  L 容 手 付 き ビ ー カ ー を 用 い て 濾 す

水 量 を 加 減 し 、柄 付 き ネ ッ ト（ N X X X 2 5、R i g o、

To k y o） で 濾 し て 試 料 を 得 た 。  

試 料 は 、 中 性 ホ リ マ リ ン （ A P H A 、 1 9 9 8 ）

で 最 終 濃 度 が 1 %に な る よ う に 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は 全 量（ m L）を 計 量 し た 後 、ポ リ ビ ン

に 戻 し て 2 4 時 間 以 上 静 置 し て 全 捕 集 物 を 沈

降 さ せ た 。 計 数 前 、 駒 込 ピ ペ ッ ト で 上 澄 み を

除 き 、そ の 除 去 量 を 計 量 し て 濃 縮 率 を 求 め た 。

濃 縮 の 程 度 は 、 橈 脚 類 、 枝 角 類 、 ワ ム シ

類 の 計 数 値 が そ れ ぞ れ 1 0 0 個 体 以 上 に な

る よ う に 決 め た 。  

濃 縮 試 料 は よ く 混 ぜ た 後 、 マ イ ク ロ ピ

ペ ッ ト で 1  m L を 、 格 子 が 描 か れ た 計 数

盤 上 に 量 り 採 っ た 。対 物 レ ン ズ 2 0 ま た は

4 0 倍 を 備 え た 正 立 顕 微 鏡（ D M R D、L e i c a、

We t z l e r、 G e r m a n y） で タ ク サ を 同 定 し た

後 、対 物 レ ン ズ 4 ま た は 1 0 倍 を 備 え た 倒

立 顕 微 鏡 （ T M S、 N i k o n、 To k y o） で タ ク

サ ご と に 計 数 し 、 最 終 的 に お の お の 密 度

（ i n d .  L - 1）に 換 算 し た 。出 現 密 度 が 小 さ

い タ ク サ は 、 試 料 の 全 量 を シ ャ ー レ に 移

し 、実 体 顕 微 鏡（ B O 6 1、O l y m p u s、To k y o）

で 計 数 し た 。 プ ラ ン ク ト ン と し て 捕 集 さ

れ た フ サ カ と 繊 毛 虫 も 参 考 値 と し て 掲 載

し た 。  

同 定 は 水 野 ・ 高 橋 （ 1 9 9 1） に 従 い 、 橈

脚 類 は 沈・水 野（ 1 9 8 4）、枝 角 類 は 堵・水

野 （ 1 9 8 2）、 ワ ム シ 類 は K o s t e（ 1 9 7 8） と

鈴 木 （ 1 9 9 9） で 補 足 し た 。  

  

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  

E x a m i n a t i o n  o f  Wa t e r  a n d  Wa s t e w a t e r ,  

2 0 t h  e d n .  A m e r i c a n  P u b l i c  H e a l t h  

A s s o c i a t i o n ,  Wa s h i n g t o n .  

K o s t e ,  W.  ( 1 9 7 8 )  R o t a t o r i a .  G e b r ü d e r  

B o r n t r a e g e r ,  B e r l i n ,  S t u t t g a r t .  

水 野 寿 彦 ・ 高 橋 永 治  ( 1 9 9 1 )  日 本 淡 水 プ

ラ ン ク ト ン 図 鑑 .  東 海 出 版 ,  東 京 .   

沈  嘉 瑞 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 4 )  中 国 /日 本  



 

淡 水 産 橈 脚 類 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .  

鈴 木  實  ( 1 9 9 9 )  車 輪 虫 類 同 定 学 ,  三 省 堂 ,  

東 京 .  

堵  南 山 ・ 水 野 寿 彦  ( 1 9 8 2 )  中 国 /日 本  淡 水

産 枝 角 類 総 説 .  た た ら 書 房 ,  鳥 取 .   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４－７．植物プランクトン  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

Phy top lan k ton  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、埼 玉 県 の 2 4 の た め 池 で 、春 季（ 6

月 ）、夏 季（ 8 月 ）お よ び 秋 季（ 1 0 月 ）に 出

現 し た 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集 の 密 度（ u n i t s  

m L - 1） で あ る 。 池 の 位 置 は 4 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

採 集 方 法  

採 集 地 点 は 最 深 部 で 、 手 漕 ぎ ボ ー ト で 移

動 し た 。直 径 5  c m、長 さ 2  m の カ ラ ム 採 水

器 で 表 層 水 を 採 水 し 、 池 水 で 洗 っ た バ ケ ツ

に 一 旦 あ け て よ く 混 合 し た 。 こ の 水 で 1 0 0  

m L 容 ポ リ ビ ン を 共 洗 い し た 後 、 改 め て 採

り 分 け た 。試 料 は ル ゴ ー ル 液（ 高 村 、2 0 0 3）

を 数 滴 滴 下 し て 固 定 し た 。  

  

計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、

U t e r m ö h l（ 1 9 5 8） の セ デ ィ メ ン ト チ ャ ン バ

ー に 溢 れ る 程 度 に 乗 せ 、 気 泡 が 入 ら ぬ よ う

ガ ラ ス 板 で 余 分 な 水 を 切 っ て 蓋 を し た 。 2 4

時 間 静 置 し た 後 、対 物 レ ン ズ 4 0 倍 を 備 え た

倒 立 顕 微 鏡 （ T M S、 N i k o n、 To k y o） で 、 チ

ャ ン バ ー 底 面 の 直 径 を 含 む 線 上 に 沿 っ て 一

～ 複 数 列 の ユ ニ ッ ト 数 を タ ク サ ご と に 計 数

し た 。 1 と す る ユ ニ ッ ト は 、 シ ア ノ バ ク テ

リ ア M i c ro c y s t i s の よ う に 1 細 胞 性 の タ ク サ

は 1 細 胞 、P l a n k t o t h r i x の よ う に 糸 状 群 体 を

形 成 す る タ ク サ は 接 眼 マ イ ク ロ メ ー タ ー に

合 わ せ 2 5  μm の 円 筒 体 、 A n a b a e n o p s i s の よ

う に 螺 旋 状 群 体 を 形 成 す る タ ク サ は 1 螺 旋 、

緑 藻 B o t r y o c o c c u s の よ う に 塊 状 群 体 を 形 成

す る タ ク サ は 1 塊 と し た 。 計 数 す る 列 は 、

総 ユ ニ ッ ト 数 が 4 0 0 以 上 に な る ま で 、 プ ラ

ン ク ト ン 量 が 多 い 場 合 に は 適 宜 希 釈 し た 試

水 を 用 い て 実 施 し た 。  

同 定 に 用 い た 資 料 は 以 下 の と お り で あ る 。

シ ア ノ バ ク テ リ ア（ C y a n o p h y c e a e）は G e i t l e r

（ 1 9 3 2） お よ び H u b e r - P e s t a l o z z i（ 1 9 3 8）、

黄 緑 色 藻（ X a n t h o p h y c e a e）は E t t l（ 1 9 7 8）、

黄 金 色 藻 （ C h r y s o p h y c e a e ） は St a r m a c h

（ 1 9 8 5 ）、 珪 藻 （ B a c i l l a r i o p h y c e a e ） は

K r a m m e r  a n d  L a n g e - B e r t a l o t（ 1 9 8 6、 1 9 8 8、

1 9 9 1 a 、 b ）、 渦 鞭 毛 藻 （ D i n o p h y c e a e ） は

P o p o v s k y  a n d  P f i e s t e r（ 1 9 9 0）、 ク リ プ ト 藻

（ C r y p t o p h y c e a e ） 、 ミ ド リ ム シ 藻

（ E u g l e n o p h y c e a e ） お よ び プ ラ シ ノ 藻

（ P r a s h i n o p h y c e a e） は 水 野 ・ 高 橋 （ 1 9 9 1）、

ハ プ ト 藻（ H a p t o p h y c e a e）は S t a r m a c h（ 1 9 8 5）、

緑 藻 （ C h l o r o p h y c e a e ） は 廣 瀬 （ 1 9 7 7 ）、

K o m á r e k  a n d  F o t t  ( 1 9 8 3 )  お よ び 水 野 ・ 高 橋

（ 1 9 9 1）。  
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４－８．ピコ植物プランクトン，細菌，原生動物の密度  

中川  惠 ・高村典 子  

（ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6  つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

 

D en s i ty  o f  p i cophy to p lank to n ,  bac t e r i a  a nd  p r o to zo an s  

M e g u mi  N A K A G AWA a n d  No r ik o  TA K A M U R A  

N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Tsu k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、埼 玉 県 の 2 4 の た め 池 で 、春 季（ 6

月 ）、 夏 季 （ 8 月 ）、 秋 季 （ 1 0 月 ） お よ び 冬

季（ 1 月 ）に 調 査 し た 2 4 の た め 池 で 調 べ た

ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン 、 細 菌 お よ び 原 生 動

物 の 密 度（ c e l l s  m L - 1）で あ る 。池 の 位 置 は

4 - 1 今 田 ・ 高 村 （ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

調 査 日  

 ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 春 季 （ 6 月 ） と

夏 季 （ 8 月 ）、 細 菌 と 鞭 毛 虫 は 春 季 （ 6 月 ）、

秋 季 （ 1 0 月 ） お よ び 冬 季 （ 1 月 ） に そ れ ぞ

れ 実 施 し た 。 繊 毛 虫 は 夏 季 （ 8 月 ） に 定 量

化 し た 。  

 

採 集 方 法  

採 集 地 点 は 最 深 部 で 、 手 漕 ぎ ボ ー ト で 移

動 し た 。直 径 5  c m、長 さ 2  m の カ ラ ム 採 水

器 で 表 層 水 を 採 水 し 、 池 水 で 洗 っ た バ ケ ツ

に 一 旦 あ け て よ く 混 合 し た 。 こ の 水 で 1 0 0  

m L 容 ポ リ ビ ン を 共 洗 い し た 後 、 改 め て 採

り 分 け た 。 試 料 は グ ル タ ー ル ア ル デ ヒ ド 液

で 最 終 濃 度 が 1  %に な る よ う に 固 定 し た 後 、

冷 暗 下 で 運 搬 し 、 実 験 室 に 持 ち 帰 っ た 。 繊

毛 虫 計 数 用 の 試 料 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン と 同

じ で 、 ル ゴ ー ル 液 （ 高 村 、 2 0 0 3） を 数 滴 滴

下 し て 固 定 し た 。  

  

ピ コ 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス

ダ ン ブ ラ ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ

ポ ア フ ィ ル タ ー（ 0 . 2  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が

均 一 に な る よ う に 水 中 懸 濁 物 質 を 集 め た 。

こ の フ ィ ル タ ー を エ マ ル ジ ョ ン オ イ ル で 包

埋 し 、 プ レ パ ラ ー ト を 作 成 し た （ 高 村 ら 、

1 9 9 6）。  

ピ コ シ ア ノ バ ク テ リ ア は 、 対 物 レ ン ズ

1 0 0 倍 を 備 え た 蛍 光 顕 微 鏡（ B X 5 0、O l y m p u s、

To k y o） 下 で 、 G - 励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し

た 時 に 強 烈 な 赤 色 の 蛍 光 を 発 す る 細 胞 を 計

数 し た 。  

真 核 性 ピ コ プ ラ ン ク ト ン は 、 同 顕 微 鏡 下

で B V-励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し た 時 に 亜 球

形 で 朱 赤 色 に 蛍 光 し 、 葉 緑 体 の 偏 在 が 確 認

で き る 細 胞 を 計 測 し た 。  

計 測 範 囲 は 視 野 全 体 で 、 1 試 料 当 た り そ

れ ぞ れ 4 0 0 細 胞 以 上 に な る ま で 計 測 す る こ

と に よ っ て 、 1  m L 当 た り の 細 胞 数 （ c e l l s  

m L - 1） に 換 算 し た 。  

 

細 菌 の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス

ダ ン ブ ラ ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ

ポ ア フ ィ ル タ ー（ 0 . 2  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が

均 一 に な る よ う に 懸 濁 物 質 を 集 め た 後 、

D A P I 溶 液 で 1 分 以 上 染 色 し た 。 余 分 な

D A P I 溶 液 を 取 り 除 い た 後 、 エ マ ル ジ ョ ン

オ イ ル で 包 埋 し て プ レ パ ラ ー ト を 作 成 し た 。

対 物 レ ン ズ 1 0 0 倍 を 備 え た 蛍 光 顕 微 鏡

（ B X 5 0、 O l y m p u s、 To k y o） 下 で U -励 起 フ

ィ ル タ ー を 使 用 し た 時 に 、 強 い 青 紫 に 蛍 光

を 発 す る 細 胞 を 計 測 し た 。 計 測 範 囲 は

1 0 × 1 0 の グ リ ッ ド を 利 用 し 、 1 試 料 当 た り

1 , 0 0 0 細 胞 以 上 に な る ま で 計 数 す る こ と に



 

よ っ て 、 1  m L 当 た り の 細 胞 数 （ c e l l s  m L - 1）

に 換 算 し た （ 高 村 ら 、 1 9 9 6）。  

 

鞭 毛 虫 の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、 予 め ス

ダ ン ブ ラ ッ ク B で 染 色 し て お い た ヌ ク レ オ

ポ ア フ ィ ル タ ー（ 1 . 0  µ m 孔 径 ）上 に 試 料 が

均 一 に な る よ う に 懸 濁 物 質 を 集 め た 後 、

F I T C 溶 液 で 1 分 以 上 染 色 し た （ 高 村 ら 、

1 9 9 6）。フ ィ ル タ ー 上 か ら 余 分 な F I T C 溶 液

を 取 り 除 く と 共 に 、 リ ン 酸 緩 衝 液 で 良 く 洗

浄 し た 後 、 エ マ ル ジ ョ ン オ イ ル で 包 埋 し て

プ レ パ ラ ー ト を 作 成 し た 。 対 物 レ ン ズ 1 0 0

倍 を 備 え た 蛍 光 顕 微 鏡 （ B X 5 0、 O l y m p u s、

To k y o）下 で B V-励 起 フ ィ ル タ ー を 使 用 し た

時 に 、 葉 緑 体 が 確 認 さ れ な か っ た 細 胞 を 鞭

毛 虫 と し て 計 測 し た 。 計 測 範 囲 は 視 野 全 体

で 、 1 試 料 当 た り 1 0 0 細 胞 以 上 に な る ま で

計 測 す る こ と に よ っ て 、1  m L 当 た り の 細 胞

数 （ c e l l s  m L - 1） に 換 算 し た 。  

繊 毛 虫 も 視 野 に 入 れ ば 計 数 し た が 、 サ ン

プ ル サ イ ズ が 小 さ い た め 、 表 中 の 数 値 は 参

考 値 で あ る 。  

 

繊 毛 虫 の 計 数 方 法  

試 料 は よ く 振 っ て 均 一 に し た 後 、

U t e r m ö h l（ 1 9 5 8） の セ デ ィ メ ン ト チ ャ ン バ

ー に 溢 れ る 程 度 に 乗 せ 、 気 泡 が 入 ら ぬ よ う

ガ ラ ス 板 で 余 分 な 水 を 切 っ て 蓋 を し た 。 2 4

時 間 静 置 し た 後 、対 物 レ ン ズ 4 0 倍 を 備 え た

倒 立 顕 微 鏡 （ T M S、 N i k o n、 To k y o） で 、 チ

ャ ン バ ー 底 面 の 直 径 を 含 む 線 上 に 沿 っ て 複

数 列 か ら 細 胞 数 が 少 な い 場 合 に は 半 円 の 細

胞 数 を 計 数 し た 。  
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４－９．水質  

中川  惠 1 )・高村 典子 1 )・ 前園泰徳 2 )・小林 頼太 2 )・ 宮下  直 2 )  
1 )  （ 独 ） 国 立 環 境 研 究 所 （ 〒 3 0 5 - 8 5 0 6 つ く ば 市 小 野 川 1 6 - 2）  

2 )  東 京 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科 （ 〒 11 3-8 6 5 7 文 京 区 弥 生 1 - 1 -1）  

 

Wa t e r  qu a l i t y  

M e g u mi  N A K A G AWA 1 ) ,  N o r i k o  TA K A M U R A 1 ) ,  Ya s u n o r i  M A E Z O N O  2 ) ,  R a i t a  K O B AYA S H I  2 )   

 a n d  Ta d a s h i  M I YA S H I TA 2 )  
1 )  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  f o r  E n v i r o n me n t a l  S t u d i e s ,  1 6 - 2  O n o g a w a ,  Ts u k u b a  3 0 5 - 8 5 0 6 ,  

J a p a n  
2 )  G r a d u a t e  S c h o o l  o f  Ag r i c u l t u r a l  a n d  L i f e  S c i e n c e s ,  T h e  Un i v e r s i t y  o f  To k yo ,   

1 - 1 -1  Ya yo i ,  B u n k yo - k u  11 3 - 8 6 5 7 ,  J a p a n  

 

本 節 は 、埼 玉 県 の 2 4 の た め 池 で 、春 季（ 6

月 ）、 夏 季 （ 8 月 ）、 秋 季 （ 1 0 月 ） お よ び 冬

季 （ 1 月 ） に 調 査 し た 現 場 計 測 値 と 水 質 分

析 値 で あ る 。 池 の 位 置 は 4 - 1 今 田 ・ 高 村

（ 2 0 1 0） を 参 照 さ れ た い 。  

 

方 法  

現 場 計 測 と 採 水  

現 場 計 測 は 最 深 部 で 、 採 水 や プ ラ ン ク ト

ン 採 集 前 に 実 施 し た 。 最 深 部 へ は 手 漕 ぎ ボ

ー ト で 移 動 し 、 そ の 水 深 を 錘 付 き メ ジ ャ ー

で 計 測 し た 。 光 量 子 量 は ロ ガ ー （ L I 1 0 0 0、

L i - C o r 、 L i n c o r l n 、 N E ） を 備 え た 水 中 光 量

子 セ ン サ ー （ L I - 1 9 2 S A、 L i - C o r、 L i n c o r l n、

N E） で 少 な く と も 3 水 深 を 計 測 し 、 式 I z

＝ I 0  e - k z か ら 消 散 計 数（ k、m - 1）を 求 め た 。

こ こ で 、 I z は 水 深 Z  m の 光 量 子 量 （ μm o l  

p h o t o n  m - 2  s - 1）、 I 0 は 表 面 水 の 光 量 子 量 、 e

は 自 然 対 数 を 示 す 。 透 明 度 は 直 径 3 0  c m の

セ ッ キ 盤 を 用 い て 計 測 し た 。 水 温 と 溶 存 酸

素 （ D O） 濃 度 は D O メ ー タ ー （ M o d e l  5 8、

Y S I、 Ye l l o w  S p r i n g s、 O h i o）、 p H は p H メ

ー タ ー （ H M - 2 0 P、 T O A、 To k y o） を 用 い 、

そ れ ぞ れ 水 深 0 . 5  m ご と に 計 測 し た 。  

水 質 分 析 用 の 試 水 は 、 現 場 計 測 を 行 っ た

地 点 で 、直 径 5  c m の カ ラ ム 採 水 器 で 表 層 水

を 採 水 し た 。 採 っ た 水 は 池 水 で 洗 っ た バ ケ

ツ に 一 旦 あ け て よ く 混 合 し 、 こ の 水 で 2  L

容 の ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 を 共 洗 い し た 後 、

改 め て 採 り 分 け た 。 試 水 は 冷 暗 下 で 実 験 室

ま で 運 搬 し た 。  

  

水 質 分 析 方 法  

総 ク ロ ロ フ ィ ル a（ t o t a l  C h l . a）濃 度 は 水

中 懸 濁 物 質（ S S）を グ ラ ス フ ァ イ バ ー ろ 紙

（ G F / F、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、 M i d d l e s e x、

U K、 以 下 、 ろ 紙 と 記 す ） 上 に 集 め 、 冷 暗

下 に て 9 9 . 9  %メ タ ノ ー ル で 1 昼 夜 抽 出 し た 。

抽 出 物 は よ く 振 っ て か ら 3 0 0 0  r p m で 1 0 分

遠 心 （ H - 3 0 R、 K o k u s a n、 To k y o） し 、 上 澄

み の 6 6 5  n m に お け る 吸 光 度 を 分 光 光 度 計

（ 2 2 0 A、H i t a c h i、To k y o）で 測 定 し た（ M a r k e r  

e t  a l .、 1 9 8 0）。 更 に 、 4 0  μm 孔 径 の ヌ ク レ

オ ポ ア フ ィ ル タ ー （ W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 捕 集 さ れ た S S、4 0  μm

孔 径 は 通 過 し た が 1 0  μm 孔 径 の ヌ ク レ オ ポ

ア フ ィ ル タ ー 上 に 集 め ら れ た S S、1 0  μm 孔

径 は 通 過 し た が 2  μm 孔 径 の ヌ ク レ オ ポ ア

フ ィ ル タ ー 上 に 集 め ら れ た S S、 2  μm 孔 径

を 通 過 し ろ 紙 上 に 集 め ら れ た S S を そ れ ぞ

れ C h l . a > 4 0  μm、 C h l . a 4 0 - 1 0  μm、 C h l . a 1 0 - 2  

μm、C h l . a < 2μm と し て サ イ ズ 分 画 し 、 t o t a l  

C h l . a と 同 じ 手 法 で 分 析 し た 。  

S S 濃 度 は 、予 め 4 5 0  ℃ で 3 時 間 、1 0 3  ℃



 

で 1 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た 後 に 秤 量 し た ろ

紙 上 に S S を 集 め 、 同 条 件 で 乾 燥 さ せ て か

ら 秤 量 し て 得 た 。  

ア ン モ ニ ア 態 窒 素（ N H 4 - N）、亜 硝 酸 態 窒

素 （ N O 2 - N） お よ び 硝 酸 態 窒 素 （ N O 3 - N）

の 各 濃 度 の 測 定 に は 、試 水 を 予 め 4 5 0  ℃ で

3 時 間 加 熱 処 理 を 行 っ た ろ 紙 で 濾 し た ろ 液

（ 以 下 、ろ 液 と 記 す ）を 用 い た 。 N H 4 - N は

イ ン ド フ ェ ノ ー ル 法（ A P H A、1 9 9 8）、N O 2 - N

は ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、

1 9 9 8）、 N O 3 - N は カ ド ミ ウ ム カ ラ ム で 還 元

し て N O 2 - N に 変 換 し た の ち ナ フ チ ル エ チ

レ ン ジ ア ミ ン 法 （ A P H A、 1 9 9 8） で 、 オ ー

ト ア ナ ラ イ ザ ー （ A A C SⅡ 、 B r a n + L u e b b e、

N o r d e r s t e d t、 G e r m a n y） を 用 い て そ れ ぞ れ

測 定 し た 。全 窒 素（ T N）濃 度 は 試 水 を そ の

ま ま 、溶 存 態 全 窒 素（ D T N） 濃 度 は ろ 液 を

一 定 量 量 り 採 っ た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器

に 、ア ル カ リ 性 下 で ペ ル オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ

ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解 し 、N O 2 - N に 変 換 し

て 測 定 し た 。  

溶 存 反 応 性 リ ン （ S R P） 濃 度 は 、 ろ 液 を

モ リ ブ デ ン 青 法 （ A P H A、 1 9 9 8） に よ り オ

ー ト ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 測 定 し た 。全 リ

ン（ T P）濃 度 は 試 水 を そ の ま ま 、溶 存 態 全

リ ン （ D T P） 濃 度 は ろ 液 を 一 定 量 量 り 採 っ

た ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 、酸 性 下 で ペ ル

オ キ ソ 二 硫 酸 カ リ ウ ム を 加 え て 加 熱 分 解

し 、 S R P に 変 換 し て 測 定 し た 。懸 濁 態 全 リ

ン （ P T P） 濃 度 は 、 ヌ ク レ オ ポ ア フ ィ ル タ

ー （ 0 . 2  μm 孔 径 、 W h a t m a n、 B r e n t f o r d、

M i d d l e s e x、U K）上 に 濾 し 集 め た S S を フ ィ

ル タ ー ご と ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 容 器 に 収 め

て 一 定 量 の 超 純 水 を 加 え た 後 、 T P と 同 様

の 処 理 を 行 い 分 析 し た 。  

懸 濁 態 有 機 炭 素 （ P O C） と 懸 濁 態 有 機 窒

素（ P O N）の 各 濃 度 は 、S S 計 量 後 の ろ 紙 を

C H N コ ー ダ ー （ M T- 5、 Ya n a c o、 K y o t o） で

分 析 し た 。  

溶 存 態 有 機 炭 素 （ D O C） 濃 度 は ろ 液 を

N P O C 法 で 、オ ー ト サ ン プ ラ ー（ A S I - 5 0 0 0 A、

S h i m a d z u、 K y o t o） を 備 え た 全 有 機 体 炭 素

計 （ T O C - 5 0 0 0 A、 S h i m a d z u、 K y o t o） で 計

測 し た 。  

溶 存 態 の ア ル ミ ニ ウ ム （ D - A l）、 カ ル シ

ウ ム（ D - C a）、鉄（ D - F e）、カ リ ウ ム（ D - K）、

マ グ ネ シ ウ ム（ D - M g）、マ ン ガ ン（ D - M n）、

ナ ト リ ウ ム（ D - N a）、硫 黄（ D - S）お よ び 珪

素 （ D - S i） の 各 濃 度 は 、 ろ 液 に 最 終 濃 度 が

1  %に な る よ う に 塩 酸 を 加 え た も の を 誘 導

結 合 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 装 置（ I C A P - 7 5 0、

N i p p o n  J a r r e l l  A s h、 K y o t o） で 測 定 し た 。  

 

 

引 用 文 献  

A P H A ( 1 9 9 8 )  S t a n d a r d  M e t h o d s  f o r  t h e  
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付表. 掲載情報一覧（○-○：参照する節，-：データ無）.  調査期間内に1度あるいは調査期間中は継続的に採ったデータについては，1調査期間に節番号を1つだけ示した.

春 夏 秋 春 夏 秋 2002年6
月から毎
月調査

負荷
量調
査

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

- - 1-4 - 2-3 - - - - - - - - -
- - 1-4 - 2-3 - - - - - - - - -
- - 1-4 - - - - - - - - - - -
- - 1-4 - - - - - 3-3 3-4 - - - -
- - 1-4 - - - - - - - - - - -
- - 1-4 - - - - - - - - - - -

たも網 - - - - - - - - 3-3 - - - - -
電気ショッカー - - - - - - - - - - - - - -
目視 - - - - - - - - 3-3 - - - - -

現存量 1-5 - - 2-4 2-4 2-4 - - - - - - - - - -
密度 1-5 - - 2-4 2-4 2-4 - - - 3-4 - - 4-4 - - -
現存量 1-5 - - 2-4 2-4 2-4 - - - - - - - - - -
密度 1-5 - - 2-4 2-4 2-4 - - - 3-4 - - 4-4 - - -

鋤簾 現存量・密度 1-5 - - - - - - - - - - - - - - -
任意採集 Dフレームネット 個体数・現存量 1-5 - - - - - - - - - - - - - - -

個体数 1-5 - - - - - - - - - - - - - - -
成虫 - - - -
羽化殻 - -
幼虫 - - - -

- 1-7 - - 2-6 - - - - 3-6 - - - - - -
- 1-8 - - 2-7 - - - - 3-7 - - - - - -
- 1-9 - 2-8 2-8 2-8 - - 3-8 3-8 3-8 - 4-6 - 4-6 -
- 1-10 - 2-9 2-9 2-9 - - - - - - - - - -
- - - - - - - - 3-9 3-9 3-9 - 4-7 4-7 4-7 -
- - - - - - - - 3-9 3-9 3-9 - 4-8 - 4-8 -
- - - - - - - - 3-10 3-10 3-10 3-10 4-8 - 4-8 4-8
- - - - - - - - 3-10 3-10 3-10 3-10 4-8 - 4-8 4-8

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 - 4-9 4-9
調査時 1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 - 4-9 4-9
常設 - - - 2-13 - - 2-13 2-13 - - - - - - - -

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 - 4-9 4-9
pH 1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 - 4-9 4-9

1-11 1-11 1-11 - - - - 2-12 - - - - - - - -
1-11 1-11 - - - - - - - - - - - - - -

total 1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
40μm＜・10～40μm - - - 2-10 2-10 2-10 - - - - - 3-11 - - - -
2～10μm・＜2μm - - - - - - - - - - - - - - - -
10μm＜ - - - - - - - - 3-11 3-11 3-11 - - - - -
＜10μm - - - 2-10 2-10 2-10 - - 3-11 3-11 3-11 3-11 - - - -

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 - - - - - - - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 - - 2-11 - 3-11 3-11 - 3-11 4-9 4-9 - 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 - 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 - - 2-11 - 3-11 3-11 - 3-11 4-9 4-9 - 4-9

- - - 2-10 2-10 2-10 - - - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 2-10 - - 2-11 - - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11*1 2-12 3-11 3-11 3-11 3-11 4-9 4-9 4-9 4-9
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11*1 - - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11*2 2-12 - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 2-11*2 2-12 - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 - - 2-10 - - - - - - - - - -
1-11 1-11 1-11 - 2-10 2-10 - - - 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -
1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 - - - 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -

- - - - - - - - - 3-11 - - - 4-9 4-9 -
1-11 1-11 1-11 - 2-10 2-10 - - - 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -
1-11 1-11 1-11 - - 2-10 - - - 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -

- - - - - - - - - 3-11 - - - 4-9 4-9 -
- - - - - 2-10 - - - 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -

1-11 1-11 1-11 2-10 2-10 2-10 - - 3-11 3-11 - - 4-9 4-9 4-9 -
- - - 2-10 - 2-10 2-11 2-12 - - - - - - - -
- - - - 2-10 - - - - - - - - - - -
- - - - - - - - - 3-4 - - - - - -
- - - - 2-10 2-10 - - - - - - - - - -

1-12 - - - 2-10 2-10 - - - 3-4 - - 4-4 - - -
- - - 2-4 2-4 2-4 - - - - - - - - - -

1-13 - -
1-13 - -
1-13 - -
1-13 - -

*1 : 2002年8月から測定した。

2* : 2002年8月のみ測定した。

-

散布情報

水質

pH7の時の酸化還元電位

定置網

ドウ

底生無脊
椎動物

元素分析 - -

農薬調査

底泥表層
の底質

強熱減量

含水率

水質分析項目

1-2

2006～2008
兵庫県南部

64
1-1地図

調査期間

地域

池数

季節

1-3
1-3池の位置情報

池周辺の土地利用

個体ごとの標準体長・湿重量

個体ごとの全長・甲羅の長さ・幅

-

-
-
-

個体数

細菌

-

溶存態硫黄濃度（D-S）
溶存態珪素濃度（D-Si）
珪酸態珪素濃度（SiO2-Si）

溶存態鉄濃度（D-Fe）

溶存態マグネシウム濃度（D-Mg）

密度

密度

定量採集

個体数

動物プランクトン

植物プランクトン

トンボ

密度

アニオン濃度（Cl-・SO4
2-
）

溶存態アルミニウム濃度（D-Al）
溶存態カルシウム濃度（D-Ca）

水温・溶存酸素濃度（DO）・pH
現場計測

溶存態マンガン濃度（D-Mn）

微生物活性

溶存態有機炭素濃度（DOC）

溶存態無機炭素濃度（DIC）

溶存態有機炭素濃度（DOC）

濾液の260nmでの吸光度（UV）

カチオン濃度（Na+
・K+

・Ca2+
・Mg2+

）

クロロフィルa濃度（Chl.a）
水中懸濁物質濃度（SS）

濃度

採水地点の水深

懸濁態有機・無機物濃度（VS・FS）
全窒素濃度（TN）

溶存態無機炭素濃度（DIC）

溶存反応性リン濃度（SRP）

溶存態無機窒素濃度
（NH4-N・NO2-N+NO3-N)

全リン濃度（TP）

4-13-1
29

2000
埼玉県比企郡滑川町

24

2000
兵庫県南部

-

-

3-2
3-2

3-5

-

-

-

-

-
-

-

-

落ち葉の乾重量

溶存態カリウム濃度（D-Ｋ)

溶存態ナトリウム濃度（D-Na）

有機物量

total
粒度ごとの強熱減量

全リン濃度（TP）

溶存態全リン濃度（DTP）
溶存反応性リン濃度（SRP）
懸濁態有機炭素濃度（POC）

全窒素濃度（TN）

懸濁態有機窒素濃度（PON）

溶存態全窒素濃度（DTN）

溶存態無機窒素濃度
（NH4-N・NO2-N+NO3-N)

-
-
-

1-6

1-6

-
-

-

-
-
-
-

1-16
1-16
1-16
1-16

1-16
1-16

1-16

1-16
1-16
1-16
1-16

-

2-2

原生動物

溶存酸素濃度（DO）

2-5

2-5
被度

植物群落面積

ピコ植物プランクトン

密度

2001～2002
兵庫県南部

35
2-1

-
-

-

-

-
-

-

-
-

-

目視

4-22-2

個体数

個体数

調査池の位置情報と池周辺の土地利
用

大型水生
動物

個体ごとの全長・甲羅の長さ・幅

個体ごとの標準体長・湿重量

アルカリ度

個体数

個体数

1-14

水深・消散係数・透明度

電気伝導度（EC）

懸濁態有機・無機物濃度（VS・FS）

有機態・無機態リン含量

1-15

エクマンバージ

Dフレームネット

-
-
-

4-3

-
-
-

個体数

水温

密度

現存量

4-3

-

個体数 - - -
3-5

-
-

4-5
4-5

-

-

-

-
-
-

-
-
-

調査池の管理と利用

-

-
-
-
-

-

水生植物

底泥の成分および微生物活性（2006
年度の31池で実施）

クロロフィルa濃
度（Chl.a）

分析項目

現場計測

濁度・フィコシアニン蛍光強度

水中懸濁物質濃度（SS）

懸濁態全リン濃度（PTP）
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